
国登録有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸保存活用計画 

策定にあたって 

 

 旧赤星鉄馬邸は、実業家の赤星鉄馬が日本モダニズム建築の先駆者、アントニン・レーモ

ンドに設計を依頼し、昭Ꭼ㕹（1934）年に竣工した邸宅です。レーモンドが戦前に設計したコ

ンクリート打ち放しの大規模住宅としては現存する唯一のもので、፭Ꭼ㕴（2022）年に国登

Ꭹ有形文化財（建造物）に登Ꭹされました。 

 当時は昭Ꭼ㕳（1928）年に武蔵野村から武蔵野町となったばかりで、学園都市や別荘地と

して発展したころの吉祥寺地域にあり、庭園には武蔵野地域の屋敷፟を想起させる፜豊かな

環境が奇跡的に残されています。 

 旧赤星鉄馬邸は戦中・戦後の接収を経て、昭Ꭼ 31（1956）年にカトリック・ナミュール・ノー

トルダム修道女会が取得し、修道女たちの修ᎉ院として 50 年以上の長きにわたって活用さ

れてきました。፭Ꭼ㕳（2021）年に修道女会より「周辺の住環境を守るための保全の思いが

強くなり、建物と土地のすべてを市に取得してほしい」との意向が示され、建物は武蔵野市が

寄贈を受けることとなりました。 

 このたび、貴重な建物と庭園を後世に残していくために、旧赤星鉄馬邸のጦ活用に関する

有識者会議や旧赤星鉄馬邸保存活用計画策定委員会での検討を経て、国登Ꭹ有形文化財

（建造物）旧赤星鉄馬邸保存活用計画を策定いたしました。本計画により、旧赤星鉄馬邸の

文化財的価値を明らかにするとともに、公開・活用や施設整備の方向性をお示しすることが

できたものと考えております。 

 今後は、武蔵野市民が世界に誇れる文化財として、その価値を示せるよう復原工事などを

進めていきます。また、将来の本格的なጦ活用に向けて、地域住民・団体や事業者の皆様の

ご協፛をいただきながら、建物と庭を活用したプログラムを፭Ꭼ㕶（2024）年から試行的に

実施してきました。文化財建造物の単なる公開にとどめず、市民が思い思いに時間を過ごせ

る場となることを目指してまいります。 

 本計画の策定にあたり、ご尽፛いただいた旧赤星鉄馬邸保存活用計画策定委員会及び旧

赤星鉄馬邸のጦ活用に関する有識者会議の委員の皆様をはじめ、パブリックコメントなどを

通じて貴重なご意見をお寄せいただいた皆様に心よりお፵申し上げます。 

 

፭Ꭼ㕸（2026）年㕳月  

 

武蔵ኾ市長                
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１．本計画は、東京都武蔵野市吉祥寺本町四丁目 26 番 21 号に所在する「国登Ꭹ有形文化

財（建造物）旧赤星鉄馬邸」（武蔵野市所有）の保存活用計画である。 

 

２．本計画は、「重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針」（平成 11 年３月 文化庁

文化財保護部）に基づき策定した。 

 

３．武蔵野市は、「旧赤星鉄馬邸保存活用計画策定委員会」を設置し、委員より専門的な

指導・助言を得るとともに、東京都の指導のもとに本計画を策定した。 

 

４．本計画で使用した各室の名称は、基本的に設計図に示された日本語名称を用い、重複

する部屋名称には、便宜上「●●１」「●●２」等と表記することとした（設計図で

は、平面図の室名は英語表記だが、それ以外の各室の詳細図等に日本語の名称が記載

されている）。ただし、下記は፯外とした。 

 

◯１階・２階の蔵は、設計図では英語名称が「KURA」、日本語名称が「倉庫」と表

記されているが、英語名称から、設計者であるレーモンドが特に日本の蔵を意図し

ていたことが明らかと考えられるため、「KURA」の漢字表記とし、１階を「蔵

１」・２階を「蔵２」とした。 

◯当初の１階Ꭼ式浴室および隣接する化粧室、２階洋式浴室、屋上のタンク室は、

「国登Ꭹ有形文化財登Ꭹ書類の名称（旧●●※設計図の名称）」とした。 

・洗濯室（旧Ꭼ式浴室） 

・洗濯室（旧化粧室） 

・浴室（旧洋式浴室） 

・洗濯室（旧タンク室） 

◯部屋に改修された当初の２階インナーバルコニー部分は、「国登Ꭹ有形文化財登Ꭹ

書類の名称（旧インナーバルコニー）」とした。 

・浴室（旧インナーバルコニー） 

・寝室（旧インナーバルコニー） 

・寝室（旧インナーバルコニー）物入 

◯屋上の洗濯室（旧タンク室）以外は室名が表記されていないため、他は、「物干し

場」については国登Ꭹ有形文化財登Ꭹ書類の名称を用い、それ以外の部分を「屋

上」とした。 

◯２階の SHRINE は、設計図の日本語表記が「仏間」だが、鉄馬の孫へのヒアリング

より、赤星家は神道であったと考えられることから、国登Ꭹ有形文化財登Ꭹ書類の

名称を採用した。 
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部屋名称は下図・表の通りである。 
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屋上  

地下  
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部屋名称一覧 

階 

設計図 

上：英語（平面図） 

下：日本語（平面図

以外）  

国登Ꭹ有形文化財

登Ꭹ書類平面図 

፭Ꭼ５年度「旧赤星

鉄馬邸の利活用に関

する有識者会議報告

書」で使用した名称 

本計画で 

使用する名称 

１階 VESTIBULE 

表玄関 

玄関 

玄関 玄関 表玄関 

１階 HALL 

- 

ホール１ ホール１ ホール１ 

１階 - 

表階段 

階段１ - 表階段 

１階 TOILET 

化粧室 

化粧室１ 化粧室１ 化粧室１ 

１階 - 

中庭 

中庭 中庭 中庭１ 

１階 LIVING R’M 

RECEPTION 

居間 

居間 リビング 居間 

１階 DINING ROOM 

食堂 

食堂 ダイニング 食堂 

１階 JAPANESE R’M 

日本間 

日本間 日本間１ 日本間１ 

１階 MADAMS BED ROOM 

夫人室 

夫人室 夫人寝室 夫人室 

１階 CHILDRENS ROOMS 

子供寝室 

子供室 

小供室 

寝室１ 子供室１ 子供室１ 

１階 CHILDRENS ROOMS 

子供寝室 

子供室 

小供室 

寝室２ 子供室２ 子供室２ 

１階 CHILDRENS ROOMS 

子供寝室 

子供室 

小供室 

寝室３ 子供室３ 子供室３ 
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１階 CHILDRENS ROOMS 

子供寝室 

子供室 

小供室 

寝室４ 子供室４ 子供室４ 

１階 KURA 

倉庫 

倉庫１（蔵） 蔵１ 蔵１ 

１階 NANDO 

納戸 

納戸 納戸 納戸１ 

１階 JAPANESE BATH R’M 

浴室 

Ꭼ式浴室 

洗濯室(浴室１) 洗濯室(浴室１) 洗濯室     

（旧Ꭼ式浴室） 

１階 DRESSING 

化粧室 

洗濯室(化粧室２) 洗濯室(化粧室２) 洗濯室     

（旧化粧室） 

１階 - 

- 

中庭 中庭 中庭３ 

１階 TOILET 

化粧室 

化粧室３ 化粧室３ 化粧室３ 

１階 KITCHEN 

台所・厨房 

厨房 キッチン 台所 

１階 PANTRY 

台所・配膳室 

厨房 キッチン 台所 

１階 - 

裏階段 

階段２ 階段２ 裏階段１ 

１階 - 

᎗下 

᎗下１ ᎗下１ ᎗下１ 

１階 - 

- 

中庭 中庭２ 中庭２ 

１階 - 

内玄関 

玄関２ 家族玄関 内玄関 

１階 TOILET 

化粧室 

化粧室４ 化粧室４ 化粧室２ 

１階 INTENDANTS 

執事室 

執事室 執事室 執事室 
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１階 RECEPTION 

応接室 

応接室 応接室 応接室 

２階 - 

- 

ホール２ ホール２ ホール２ 

２階 - 

日本間 

Ꭼ室 日本間２ 日本間２ 

２階 STUDY 

書斎 

書斎 書斎 書斎 

２階 MASTER’S BED ROOM 

主人寝室 

主人室 

主人寝室 主人寝室 主人室 

２階 DRESS.RM 

化粧室 

化粧室５ 化粧室５ 化粧室４ 

２階 - 

- 

浴室（増築） 浴室（増築） 浴室（旧インナ

ーバルコニー） 

２階 - 

- 

寝室９（増築） 寝室（増築） 寝室（旧インナ

ーバルコニー） 

２階 - 

- 

物入（増築） 物入（増築） 寝室（旧インナ

ーバルコニー）

物入 

２階 CHILDRENS ROOM 

子供寝室 

子供室 

寝室５ 子供室５ 子供室５ 

２階 CHILDRENS ROOM 

子供寝室 

子供室 

寝室６ 子供室６ 子供室６ 

２階 NANDO 

納戸 

寝室７ 納戸 納戸２ 

２階 - 

仏間 

寝室８ SHRINE SHRINE 

２階 KURA 

倉庫  

倉庫２ 蔵２ 蔵２ 
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２階 BATH R’M 

浴室 

洋式浴室 

西洋風ᎎ場 

浴室２ 浴室２ 

 

浴室       

（旧洋式浴室） 

２階 TOILET 

便所 

化粧室 

化粧室６ 化粧室６ 化粧室５ 

２階 PANTRY 

- 

配膳室 パントリー パントリー 

２階 - 

- 

᎗下２ ᎗下２ ᎗下２ 

２階 - 

- 

階段３ 階段３ 裏階段２ 

２階 BALCONY 

バルコニー 

バルコニー バルコニー バルコニー 

屋上 - 

- 

⿜ - 屋上 

屋上 - 

- 

物干場 物干場 物干場 

屋上 TANK ROOM 

タンク室 

洗濯室 洗濯室 洗濯室     

（旧タンク室） 

屋上 - 

- 

᎗下３ ᎗下３ ᎗下３ 

地下 BOILER ROOM 

ボイラー室 

ボイラー室 ボイラー室 ボイラー室 

地下 COAL 

石炭庫 

石炭庫 石炭庫 石炭庫 

地下 - 

- 

- - 地下階段 
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主人室  –  ベッドヘッドボード : Redwood veneer 
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㕱．計画の作成  
 

（㕱）計画作成年月日及び計画期間  
፭Ꭼ８（2026）Ⴉ３月 31 ႘  

቎計画の計画期間は、10 Ⴉ程度をኬ安とする。  

第１期 10 Ⴉ程度をኬ途としてᇱ存活ዿ整ᅏ事業を開始し、その後の事業進捗や活ዿ

状況の検証、運営に関する経験を蓄積するとともにጦዿ者ニーズ့の実情をႾ握し、第

２期としての追加整ᅏのሑ向性を検၀していくものとする。  

上記の事業の進捗に合わせて቎計画を見直すこととする。  

 

（㕲）計画作成者  
ᆦ蔵ኾ市   

 

 

㕲．文化財の名称等  
 

（㕱）国登Ꭹ有形文化財（建造物）の名称等  
㕱）名称および員数  

旧赤星鉄჉邸  １棟 

 

㕲）構造及び形式  
鉄筋コンクリート造地上２階地下１階建、建築ኜ積 392 ㎡、ᄺᆋコンクリートᇑ延

長 12.3m ᆋ 

 

㕳）登Ꭹ年月日  
፭Ꭼ４（2022）Ⴉ 10 月 31 ႘  

 

㕴）所在地  
東京都ᆦ蔵ኾ市吉祥寺቎町四丁ኬ 1823 ᄮད、1822 ᄮད㕳、1824 ᄮད㕱、1824 ᄮད㕴  

（住居ᅳ示：東京都ᆦ蔵ኾ市吉祥寺቎町四丁ኬ 26 ᄮ 21 号）  

 

（㕲）所有者の氏名及び住所  
氏኎（኎称）：ᆦ蔵ኾ市  

住所：東京都ᆦ蔵ኾ市፜町ႏ丁ኬ２ᄮ 28 号 

 

  

計画の概ጅ  第 㕱 章  
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㕳．文化財の概ጅ  
 

（㕱）文化財の構成  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国ဎᎩዛ形ᇌ化財のᄧ囲  

旧፵჌ိ  

旧赤星鉄馬邸  

旧修室ိ  

࿍  園  

コンクリート塀  

図䠍-䠍  文 化財䛾構成  
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（㕲）ጵ地環境  
㕱）ጵ地の概ጅ  

旧赤星鉄჉邸は吉祥寺駅から徒ᇶ圏ၾにあり、旧吉祥寺村の中央近ᇩにあたる吉祥寺

቎町の住宅地に位置している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

㕲）周辺の፾史  
ነ治 22（1889）Ⴉ、町村制の施行にᄔい吉祥寺、西窪、関前、境の４村と井口新田

ᅌ地が合ᇏしてᆦ蔵ኾ村が誕生した。 

ᆦ蔵ኾ村誕生以前は、現在の旧赤星鉄჉邸のᆕ地にあたる箇所は、吉祥寺村に属して

いた。ነ治８(1875)Ⴉの地割を示す村絵図（市指定ዛ形ᇌ化財「村絵図とኾ帳」よ

り、吉祥寺村の絵図）をみると、周ᇩは、五႘市街ၗに沿って短冊状のᆕ地がᇖぶ地割

であったことがわかる。測ፘ図とは異なるため、現在の間口やᆕ地ኜ積との厳ቹなᄾ較

はႍしいが、ဴ初の赤星鉄჉邸のᆕ地形状は、この短冊状のᆕ地割が継承されていたこ

とが伺える。さらに、東側に接する通りは現在も残っていることがわかる。  

≕家住宅西洋館  

成Ẏ学園  

第一小学校  

関東バス 
成Ẏ学園前  

旧赤星鉄馬邸  

図㕱 -㕲  旧赤星࿲჉࿟の位མ  

国 土 地 理 院  「 地 理 院 地 図 Vector」  䜢下 図 䛸䛧䛶䝥䝻䝑䝖  

( https://maps.gsi.go.jp/vector/#13.066/35.70508/139.540763/&ls=vpale&disp=1&d=l  ) 

N 
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昭Ꭼ３(1928)Ⴉ１月製図の「吉祥寺全図」では、通りをႊに下った箇所に「五ᄗ通

り」という኎称が記されており、ᆕ地の広さを示す単位がዡ጖であった可Ⴗ性もある。  

昭Ꭼ３ （1928）Ⴉ、ᆦ蔵ኾ村はᆦ蔵ኾ町となった。昭Ꭼ 13（1938）Ⴉに中島ᅌ行機が

ᆦ蔵製作所を開設し、太ᇓዼ戦争が始まると軍需工場として空襲のᅮ的となり、周ᇩの

ኁ家も大きなᅇ害を受けた。  

昭Ꭼ 22（1947）Ⴉ、市制の施行によってᆦ蔵ኾ市が誕生し、昭Ꭼ 37（1962）Ⴉには

現在の町኎が施行された。 

旧赤星鉄჉邸のဴ初のᆕ地はሾ側が五႘市街ၗにኜしており、五႘市街ၗを挟んで成

Ẏ学園がある。なお、前述した東側の通りは、昭Ꭼ 14（19㕳㕹）Ⴉ９月５႘ᄇ行「ᆦ蔵

ኾ町三鷹村ᄮ地ႚነ細図」では「成Ẏ通り」、昭Ꭼ 18（1943）Ⴉ 12 月測図の三千ᇀ一

地形図では「成Ẏႊ通り」との኎称が記されている。  

周ᇩは、かつてኾ口雨情、金子光晴、山቎ዛ三などのᇌ化人が住んだ地域でもある。  

かつては五႘市街ၗから短冊状に割られた広大な土地が広がっていた቎地域である

が、自然環境့も時代に応じて姿をᇥえてきた。その後の宅地開ᄇを経て小街区化が進

み、現在では第一種低層住居専ዿ地域として戸建て住宅や低層マンションがጵちᇖんで

いる。  
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点線部 分拡 大  

●  が現在䛾旧赤星 鉄馬 邸䛾大䜎か䛺位置  

図䠍-䠏  明 治䠔䠄 1875䠅 年䛾村絵図 「吉祥寺 村 全図」  

䠄武蔵野 市 立 武蔵 野䜅䜛䛥䛸歴史館 所蔵䠅  



 

 
1-6 国登Ꭹ有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 保存活ዿ計画 

 

  

図䠍-䠐  昭 和䠏䠄 1928䠅年䠍 月製 図「 吉祥寺 全図 」  

䠄東京都 立 図書館 所蔵 䠅  

① 

② 

「赤星邸」の文字  

①  部分拡 大  

「五反通り」の文字  

②  部分拡 大  
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図䠍-䠑  旧 赤星鉄 馬邸 周辺地 図䠄 昭和 18䠄 1943䠅年䠅  

国 土 地 理 院  「 昭 和 18 年 12 月 空 中 写 真 測 図  吉 祥 寺 」  䜢䝖䝸䝭䞁䜾  

旧赤星鉄馬邸  
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旧赤星鉄馬邸 

中島飛行機  
武蔵製作所  

成Ẏ学園  

図䠍-䠒  旧 赤星鉄 馬邸 周辺䠄昭 和 19䠄 1944䠅年䠅  

国 土 地 理 院 昭 和 20䠄 1945䠅 年 8 月 3 日 撮 影 米 軍 空 中 写 真 䜢䝖䝸䝭䞁䜾 
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主人室  –  洋服棚  ：  Redwood veneer 
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：ᆦໆኾ市域  

紫  ：ነ治⿤๗๶の建ཝ  

青  ：๗後の建ཝ  

黒  ：ነ治以๶の建ཝ  

※ ★はレーモンド設計・計画  
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図䠍 -䠓  旧 赤星鉄 馬邸 䛸周辺䛾文化財建 造物 䠄広域䠅   

国土地 理院 「地理院 地 図 Vector」 䜢下 図 䛸䛧䛶䝥䝻䝑䝖  

䠄 https://maps.gsi .go. jp/vector/#13.066/35.70508/139.540763/&ls=vpale&disp=1&d=l 䠅  

N 



 

 
1-12 国登Ꭹ有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 保存活ዿ計画 

（㕳）沿革  
旧赤星鉄჉邸は、ነ治から昭Ꭼに活዆した実業家である赤星鉄჉の自邸として、昭Ꭼ

９（1934）Ⴉにアントニン・レーモンドの設計により竣工した。 

赤星鉄჉は、大正  12（1923）Ⴉの関東大震災で、赤星家቎邸としていたቕᆑ区鳥居

坂（現港区Ꭵ቎ኪ）の邸宅がᄖ壊した後、以前よりカントリーハウスを所ዛしていたᆦ

蔵ኾ町に移り住み、レーモンドに邸宅の設計を依ጘした。レーモンド቎人のほか、設計

に携わったことがᇀかる人ᆾとして、杉山雅則、小ኾ禎三（構造担ဴ） 1、ノエミ・レ

ーモンドが挙げられる 2。なお、旧赤星鉄჉邸の前に建っていたカントリーハウスにつ

いての詳細ははっきりしていない。  

昭Ꭼ 19（1944）Ⴉにጲ軍に接収されたとされる 3が、そのことをነ確に示す資ፍは見

つかっていない。ただし、቎章「４．ᇌ化財့ᇱ護の経緯」のႩᅳ中に示す通り、安田

ᆦየ（ဴ時の第一航空軍司፭官）が居住していたと推測できる資ፍがある。戦時中は、

首都圏初の空襲以጖９度の激しい空襲を受けたᆦ蔵ኾ町ၾにあってもᅇ害をኘれ、

GHQ による接収・ᇪ還を経て、昭Ꭼ 31（1956）Ⴉからカトリック・ナミュール・ノー

トルダム修ၗ女会が修ᎉ院として所ዛ・使ዿし、昭Ꭼ 54（1979）Ⴉには቎邸に接続す

る形で旧፵჌棟及び旧修室棟を増築している。近Ⴉの施設ᇘ鎖にᄔい、፭Ꭼ３（2021）

Ⴉ２月にᆦ蔵ኾ市が建ᆾの寄贈を受け、土地はᆦ蔵ኾ市土地開ᄇ公社が先行取ၜした。 

቎邸は、፭Ꭼ４（2022）Ⴉに国登Ꭹዛ形ᇌ化財となった。なお、፭Ꭼ２ （2020）Ⴉに

DOCOMOMO Japan「႘቎におけるモダン・ムーブメントの建築 238 選」にも選定

された。  

 

 

  

―――――――――――――――――――― 
1 『アントニン・レイモンド作ᆀ集  1920-1935』 (城ႊ書院、 1935)には設計担ဴ者として杉山雅則・小ኾ禎三

の኎が記されている。  
2 「昭Ꭼ初期モダニスト回顧Ꭹ  レーモンド事ኃ所の思い出  杉山雅則氏にᇍく」（『SD 第 286 号』 (鹿島出ᄟ

会、 1988)）において、杉山雅則がインタビューにးえてノエミ・レーモンドが旧赤星鉄჉邸に関わったこと

を述べている。  
3 ይၽ原恵『፾史に消えたパトロン―ႂの大ᆏ豪、赤星鉄჉』（中央公Ꭺ新社、 2024 Ⴉ）には႘቎ጲ軍による接

収があったと記述されている。  
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設計図（ጵኜ図）（レーモンド設計事ኃ所所蔵）  

 

  



 

 
1-14 国登Ꭹ有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 保存活ዿ計画 

（㕴）敷地形状の変遷  
旧赤星鉄჉邸のᆕ地は、昭Ꭼ９ (1934)Ⴉの竣工時のვ置図့によると、五႘市街ၗ

にኜしており、現状よりもႊ側が広く、ᆕ地境界ᆋ近にはたくさんのኪ々が植えられて

いた。また、テラス前には芝生とバンカーと考えられる砂の窪地などからなる庭園が広

がっていた 4。 

その後、赤星鉄჉が子どもたちに土地を譲ったことで、概ね現状のᆕ地形状に近いも

のとなった。それぞれの土地が子どもたちに譲られた時期は登記ሁをもとにすれば図１

⿜９の通りだが、鉄჉の孫へのヒアリングによれば、長女宅、長男宅（後の次男宅）は

土地が鉄჉の所ዛであった頃からᆕ地ၾに建っていたと考えられる。長女は 17 歳で結

婚し、その際に結婚祝いとしてႊ側に家を建てたとされている。長女のႩ፼့を考ፄす

ると、቎邸竣工よりは後だが、昭Ꭼ９（1934）Ⴉに近い時期のことと考えられる 5。ま

た、昭Ꭼ 12（1937）Ⴉには、長男が結婚し、これを機に鉄჉がሾ側に家を建てたとい

う。その後、この家には次男が住むようになった 6。 

接収後、昭Ꭼ 28（1953）Ⴉには GHQ の管ጫをጱれ、親族့の所ዛを経た後、昭Ꭼ

31(1956)Ⴉにカトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会が土地・建ᆾを取ၜし

た。五႘市街ၗからの車による進ႚ᎓を除き、概ね接収されたᄧ囲を取ၜしており、現

在の土地形状に至っている。  

かつての次男宅にあたるሾ側の一ᆪ・ሾ東側は、現在は旧赤星鉄჉邸のᆕ地ではない

が、ဴ初のコンクリートᇑがᇱたれている（後述のᇥ遷図の赤い点線のᆪᇀ）。五႘市

街ၗからのႚ口・アプローチがなくなった時期はነ確ではないが、昭Ꭼ 32（1957）Ⴉ

の航空写真では確Ⴁできる。一ሑ、昭Ꭼ 51（1976）Ⴉにはかつての三男宅にあたる位

置に集合住宅が建っており、遅くともこのときには赤星家時代のアプローチは消失して

いる。  

 

  

―――――――――――――――――――― 
4 ቎節（ 10）庭園活ዿのᇥ遷において詳述する。  
5 赤星鉄჉長女の子へのヒアリングより。  
6 赤星鉄჉長男の子、次男の子ほか親族への合၍ヒアリングより。  
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㕱．設計時  

設計図（ვམ図）  

（レーモンド設計事ኃ所所ໆの設計図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  
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㕱．設計時  

ᆕདၾのዻ子  

（レーモンド設計事ኃ所所ໆの設計図を基に作成）  
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㕲．竣工ྞ後  

昭Ꭼ㕹（1934）Ⴉ  

ᆕདၾのዻ子  

（古写真・赤星࿲჉ໝへのヒアリング記Ꭹを基に  

作成。竣工図やこの頃の空ཨ写真が見つかって  

いないため、推໐に基づく。）  

主な資ፍ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  

䜸䞊䝙䞁䜾が藤棚䛻か䜟䜛前䛾様子  

䝨䞁䝅䝹䝧䝙䜰大学所蔵写真  

䜸䞊䝙䞁䜾が藤棚䛻か䜟䜛前䛾様子  

「The Architectural Record」  

1936 年䠍 月 号䜘䜚 
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㕳．竣工後 3 Ⴉ࿘ဗ⿤GHQ 接収ྞ๶  

昭Ꭼ 12（1937）Ⴉ頃⿤昭Ꭼ 21（1946）Ⴉᄖば頃  

ᆕདၾのዻ子  

（古写真・赤星࿲჉ໝへのヒアリング記Ꭹ・  

国ဘདጫ院  昭Ꭼ18（1943）Ⴉ12 月空ཨ写  

真໐図 3 ๑ᇀの㕱 ད形図・国ဘདጫ院  昭Ꭼ  

20（1945）Ⴉ8 月3 ႘撮影  ᇚ軍空ཨ写真を 

基に作成）  

主な資ፍ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本間 前䛾䜸䞊䝙䞁䜾が 

藤棚䛻か䜟䛳䛯頃䛾様子  

「The Architectural Record」  

1936 年䠍 月 号䜘䜚 

図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  
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㕳．竣工後 3 Ⴉ࿘ဗ⿤GHQ 接収ྞ๶  

昭Ꭼ 12（1937）Ⴉ頃⿤昭Ꭼ 21（1946）Ⴉᄖば頃  

主な資ፍ  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

䜸䞊䝙䞁䜾全体が藤棚 䛻か䜟䛳䛯後䛾様子  

䝨䞁䝅䝹䝧䝙䜰大学所蔵 写真  

図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  
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㕳．竣工後 3 Ⴉ࿘ဗ⿤GHQ 接収ྞ๶  

昭Ꭼ 12（1937）Ⴉ頃⿤昭Ꭼ 21（1946）Ⴉᄖば頃  

主な資ፍ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国土地 理院 昭和 18䠄 1943䠅 年 12 月  

空中写 真測 図 3 千分䛾䠍 地形図䜘䜚 

旧赤星 鉄馬 邸周辺  

図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  

国土地 理院 昭 和 20䠄1945䠅 年 8 月 3 日撮影  

米軍空 中写 真  



 

 
1-21 

㕴．GHQ 接収期⿤修ၗ女会取ၜ๶  

昭Ꭼ 21（1946）Ⴉᄖば頃⿤昭Ꭼ 31（1956）Ⴉ 8 月頃  

ᆕདၾのዻ子  

（ 「小ኪຄ࿟ᇪ還時建ཝ図ኜ」、「小ኪຄ࿟ᇓኜ図  

接収解除時」、昭Ꭼ 23（1948）Ⴉ、昭Ꭼ 31

（1956）Ⴉ  ᇚ軍撮影空ཨ写真့を基に作成）  

主な資ፍ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  

国土地 理院 昭和 23䠄 1948䠅 年 1 月 8 日撮影  

米軍空 中写 真  
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㕴．GHQ 接収期⿤修ၗ女会取ၜ๶  

昭Ꭼ 21（1946）Ⴉᄖば頃⿤昭Ꭼ 31（1956）Ⴉ 8 月頃  

主な資ፍ  

  
 

 

 

 

 

 

 

  

国土地 理院 昭和 31䠄 1956䠅 年 4 月 13 日

撮影米 軍空 中写真  

「小木曽 邸 平面図  接 収

解除時」䜘䜚配置図 部分  

裏面䛻修道女会䛻䜘䜛「購入䛧䛯当時  

1956 年 8 月」䛾䝯䝰があ䜛写真  

䠄䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女子 大学所 蔵䠅  

※購入当時 䛷あ䜜䜀直 前䛾様子䛻近い 

䛸考え䜙䜜䜛䛯䜑、参考資料䛸䛧䛯。 

図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  



 

 
1-23 

㕵．修ၗ女会時༉  

昭Ꭼ 31（1956）Ⴉ⿤፭Ꭼ㕲（2020）Ⴉ頃  

ᆕདၾのዻ子  

（修ၗ女会時༉写真、昭Ꭼ 59（1984）Ⴉ・ᇓ成

21（2009）Ⴉ撮影空ཨ写真（いずれも国ဘད  

ጫ院）、፭Ꭼ 6（2024）Ⴉဗ現況໐ፘ図を基に  

作成）  

主な資ፍ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国土地 理院 昭和 59䠄 1984䠅 年
10 月 31 日撮影空 中写 真  

昭和 46(1971)䡚 47(1972)年頃䛾庭䛾様子  
(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女 子大 学所蔵 ) 

図䠍-䠔  旧 赤星鉄 馬邸  土地䛾変遷  
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竣工時点  

昭和䠕䠄1934䠅年 7 

戦後䡚武蔵野市取得以前  

昭和 20䠄1945䠅年䡚令和䠏䠄 2021䠅年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

―――――――――――――――――――― 
7 地ᄮ 1822-1、1823、1824 のᇘ鎖၁቎には、་正 13（ 1924）Ⴉ 1 月 22 ႘に赤星鉄჉へ所ዛ権が移転したこと

が記載されている。  

 

図䠍-䠕  旧赤星鉄馬邸䛾敷地䛾所有権䠄概略䠅  

登記簿䜢䜒䛸䛻作成  

※一部所有権移転䞉分筆等䜢省略  
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武蔵野市取得時点  

令和䠏䠄2021䠅年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  図䠍-䠕  旧赤星鉄馬邸䛾敷地䛾所有権䠄概略䠅  

登記簿䜢䜒䛸䛻作成  

※一部所有権移転䞉分筆等䜢省略  
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（㕵）間取りと室名の変遷   

㕱）平面図による比較  
旧赤星鉄჉邸は、レーモンド設計事ኃ所に設計図が大切にᇱ管されている。また、

GHQ 接収解除時の状況を示した図ኜ、カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女

会による፵჌棟・修室棟増築時の図ኜがある。すべての時期のᇓኜ図があるわけではな

く、間取りや室኎のᇥ遷を完全に追うことはできないが、確Ⴁできる図ኜからは、各時

期のጦዿሑሓに合わせて一ᆪの間取りや室኎にᇥ更があったことがᇀかる。  

 

①設計時の間取り  

概ጅとして、国登Ꭹዛ形ᇌ化財登Ꭹ申請時の所見を下記に引ዿする。 

 

「ᇓኜのၟ徴は、40m ዬりの桁行（長ᇩ）を持ち、その中央ᆋ近でႊኜする前庭

に向けてዃ 18 度の角度で「く」の字に曲がっていることが挙げられる。１階は中

᎗下式を採っているが、屈曲ᆪで᎗下をクランクさせることによって、東側の共

ዿ空間と西側の個室空間を間仕切ることなくᇀ節を図っている。また、前庭にኜ

しないሾ側には３か所の中庭（坪庭）を設けることによって、中᎗下への採光・

通ᆭや生活機Ⴗのᇀ割に資することとなっている。中᎗下のፊ端妻側は東側に

「階段室」西側に「蔵」を設ける。屈曲ᆪのሾ側にはኪ造の「使ዿ人室」がၩ出

していた（現存しない）。２階は居室をႊኜのみに設け、ሾ側のᇦ᎗下とする。東

側は「主人寝室」「書斎」「Ꭼ室」、西側は「子供寝室」「Ⴖ戸」့をვ置する。屈

曲ᆪはバルコニーとなり、東側の居室のベランダへとᎌなる。３階の西側はሾ側

の一ᆪをᇝと屋根に囲まれた屋上バルコニーとし、屈曲ᆪの階段前には小さな池

を設けていた（現存しない）。なお、地階はボイラー室となっている。」  

（国登Ꭹዛ形ᇌ化財登Ꭹ申請時の所見より引ዿ） 

 

古写真やဴ時のዻ子を知る人へのインタビューも၃まえながらみていくと、レー

モンドが「私と႘቎建築」့において著述した႘቎建築の研究成果をもとに、赤星家

のᎬዼ双ሑを取りႚれた生活ዻ式やᆍᆎと６人の子どもたち、住み込みの使ዿ人とい

う住人の構成に合わせたᇓኜ計画となっていることがわかる。  

႘቎の家に関して、レーモンドは次のように述べている。「႘቎の家はႊ向きで、

完全に開ሐされている。すなわち、家には開口ᆪと柱以外になく、夏はፏしいᆭをう

けいれ、冬は家を暖かくするዑ一のሑሓ、太ጉをいっぱいにႚれる。換気にᅢጅな開

口はሾに置き、何もかもかびてしまうのをሻぐ。၍時に、庭の႘蔭にあたるᆪᇀの眺

めをとりႚれる。われわれの計画は、全くጫᎪづくめの、このような伝ျをたよりに

してきた。」 8 

旧赤星鉄჉邸でも、家族のᆪ屋はႊ向きに設けられている。  

―――――――――――――――――――― 
8 アントニン・レーモンド著・三沢浩቏ዅ『私と႘቎建築』（SD 選書、 1967 Ⴉ）23p 
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１階の家族のためのᆪ屋としては、居間・食၎、႘቎間１といった家族や親族が

集まるᆪ屋、西側のᆍ人室、子供室といった居室がある。 

これらのᆪ屋は、全ኜをᇝで仕切るのではなく、居間・食၎の間は全ኜを開ሐで

きる間仕切りで一体としても使うことができるようになっており、食၎と႘቎間１の

間には開き戸、႘቎間１とᆍ人室の間は引き戸が設けられている。ᆍ人室と子供室の

間も全ኜを開ሐできる間仕切りで、間仕切りを開けたときにはᆍ人室から４つの子供

室が見通せるようになっていた。  

２階の東側にある႘቎間２、書斎、主人室とᆣ属する化粧室は、１階から上がる

ᅳ階段も含めて主人のためのᆪ屋として設計されたと考えられ、鉄჉の孫へのヒアリ

ングでも、２階は鉄჉のための空間であったとされている。これらのᆪ屋もႊに窓を

設けている。  

鉄჉と妻・ᇌ
ふみ

には四男ႏ女がおり、旧赤星鉄჉邸が竣工した昭Ꭼ９（1934）Ⴉの

子どもたちのႩ፼は、上から、長男が 23 歳、次男が 21 歳、長女が 17 歳、三男が

15 歳、四男が 13 歳、次女が 11 歳であった（誕生月と竣工の月は考ፄしない）。竣

工後早い時期に長女が、次いで長男、次男、三男が結婚して቎邸を出、前述のように

ᆕ地ၾに家を構えた。レーモンドの設計図において子供室とされたᆪ屋は１階に４

つ、２階に２つで、20 代も含めて６人の子どもがいたことを၃まえて計画された可

Ⴗ性があるが、実際にどのようなᆪ屋割であったかはᄕነしていない。  

主人の空間は２階にほかの家族とᄾべてかなり大きく、ၤጵした形でとられてお

り、１階の家族が集まるᆪ屋、子どもたちや使ዿ人のᆪ屋はᆍ人がႾ握しやすいよう

になっている。子どもたちのᆪ屋は、一ᆪ屋ごとにみればそれほど大きくないが、そ

れぞれにၤጵした造りᆋけの家具やベッドが設けられ、間仕切りの使いሑによって個

室にも細長い大ᆪ屋にもなるつくりである。こうした広さやၤጵ性の違いはあって

も、家族全員の居室がႊ側の庭にኜする点は共通している。また、鉄჉の孫は、主人

とᆍ人の空間はᇀかれているように見えるが、ᇌが２階へ行けばᆍᆎで過ごすことが

できるようになっていたとも推測している 9。 

また、ጏ室は１階にᎬ式、２階にዼ式のものが設けられている。いずれも家族の

居室から中᎗下を挟んでሾ側にኜしている。レーモンドは႘቎のጏ室をምめ、著書に

おいて「もっと他国に宣伝されてよいのではあるまいか。」とし、自身の設計におい

てはできる限り႘のဴたる側におき、眺ሰをよくしたとしている 10。現在、ጏ室ၾᆪ

は改ᇥされており、竣工時のዻ子は設計図ኜや古写真からわかるのみだが、ሾኜ上ᆪ

に設けられた窓から光がよくႚるようになっている（資ፍᇨにᎬ式ጏ室の古写真を掲

載）。前述したሾ側の開口に関する考えሑが取りႚれられているといえる。 

ሾ側には３つの中庭が設けられ、前述のレーモンドのᇌ章の通り႘陰にあたるᆪ

ᇀの眺めがとりいれられている。中᎗下だけでなく、ႊ側のᆪ屋も、戸を開ければ中

庭からの光、ᆭが取りႚれられるようになっている。  

―――――――――――――――――――― 
9 赤星鉄჉の孫へのヒアリングより  
10 アントニン・レーモンド著・三沢浩቏ዅ『私と႘቎建築』（SD 選書、 1967 Ⴉ）20p 
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収Ⴖのためのᆪ屋としては、まず、２階建ての蔵が西側に接続している。レーモ

ンドは႘቎の蔵について「倉庫を高尚にしたもので、家ሉ့をしまう」と述べてお

り、ၾᆪ構造も研究している 11。また、１階・２階とも蔵に近い位置にႶ戸が設けら

れている。  

使ዿ人が主に使うᆪ屋としては、１階ሾ側の台所および接続する洗濯場と女中室

（設計図の႘቎語኎称）、執事室がある。「赤星家運営全ᄤを担った執事のほか、子ど

もひとりずつに担ဴの女中がおり、ፍጫ人や庭師も常駐した」とする資ፍがあるが

12、቎計画策定時の調査では赤星家の使ዿ人の人数や構成の詳細をነ確にするには至

っていない。 

台所はႊሾでვ膳室と厨ሮにᇀかれ、間には中央の食器戸棚、ፊ端のスイングド

アで仕切られていた。ვ膳室と᎗下の間もスイングドアで、ፊ手で食器့を持ったま

ま行き጖しやすいようになっていた。また、２階につながるリフトが設置されてい

た。厨ሮのሾ側には女中室と洗濯場のある棟（現存せず）が接続し、女中室の使ዿ者

がᅳ玄関、ၾ玄関やႊ側の家族のᆪ屋を通らず、直接往጖できるようになっていた。 

女中室はኪ造ᇓ屋建て、ႊሾに長い長ሑ形で、ႊ側が厨ሮのሾ側に接続してい

る。設計図は細ᆪが異なるものがᆷ数残されているが、居室として６畳、８畳のᆪ屋

が一つずつあり、᎗下を挟んでႚ口と土間、手洗い、ᇬ所、ᆾ置があった。また、洗

濯室も設けられていた。石炭庫・ボイラー室がある地下へも直接行けるようになって

いた。  

レーモンドは႘቎の家庭における使ዿ人について、「昔のヨーロッパのように家族

の一員と考えられている」とᇀ析している 13。 

 

②GHQ 接収期 

GHQ 接収期の状況を示した図ኜはないが、「小ኪ曽邸ᇓኜ図  接収解除時」と出

された図ኜが接収期の状態に近いと推定できる。これを見る限り、間取りは大きくは

ᇥわっていない。この時期の居住者の詳細な構成はᆊነだが、ဴ時、ᆕ地のႊに፥接

する長女宅に住み、接収中の旧赤星鉄჉邸をሞኴしたことがある鉄჉の孫は、軍人と

そのᆍ人がいたこと、大型犬を飼っていたことを記憶している 14。 

 

③接収解除からカトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会の取ၜまで  

後述のႩᅳの通り、親族が住んでいたが、この頃のᇓኜ図を含め、ᇿらしぶりや

建ᆾの改修のዛኅに関する資ፍは現在のところ見つかっていない。  

 

④カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会時༉  

旧፵჌棟・旧修室棟の増築時（昭Ꭼ 54(1979)Ⴉ）の図ኜが残されている。  

―――――――――――――――――――― 
11 アントニン・レーモンド著・三沢浩቏ዅ『私と႘቎建築』（SD 選書、 1967 Ⴉ）20⿤21p  
12 ይၽ原恵『፾史に消えたパトロン―ႂの大ᆏ豪、赤星鉄჉』（中央公Ꭺ新社、2024 Ⴉ）347p 
13 アントニン・レーモンド著・三沢浩቏ዅ『私と႘቎建築』（SD 選書、 1967 Ⴉ）21p 
14 赤星鉄჉の孫へのヒアリングより  
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カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会取ၜ時（昭Ꭼ 31(1956)Ⴉ）から

旧፵჌棟・旧修室棟の増築までの間のᇓኜ図့は見つかっていないが、各室の使いሑ

に関しては、修ၗ女会へのヒアリングによって以下のことがᇀかっている。  

 

・１階居間・食၎には祭壇が置かれていた。（図１⿜10） 

・１階のᆍ人室にある着ᆾ収Ⴖዿの造りᆋけ家具は、祭ᆴႚれとしてጦዿしていた。  

・２階のパントリーはዄを置くᆪ屋としてጦዿしていた。ვ膳ዿリフトが食器棚とな

った時期はᆊነだが、修ၗ女会時代にはリフトとしてのጦዿはしていなかった。  

・２階の旧インナーバルコニーは管区事ኃ長のᆪ屋として使われていた。  

・２階の主人室は管区長室として使われていた。  

・台所ሾ側にあったဴ初の女中室（解体）は、「セント・アロイシャス」と呼ばれて

いた。石造りの洗濯槽、洗濯機、፰蔵庫့が置かれていた。 

 

「（11）修ၗ女会時代の旧赤星鉄჉邸の使われሑと地域との交ጺ」で後述するよう

に、初期には取ၜ時の間取りを活かして修ᎉと生活の場とし、居住人数の増加にᄔっ

て３階の居室の増築、その解体と旧፵჌棟・旧修室棟のᆕ地ၾへの建築が行われた。  

 

※室኎は቎計画書での呼称をዿいた。  

※詳細なᆪ屋のዿ途は時期によって異なる可Ⴗ性がある。  
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㕲）各時期の平面図  
 

①設計図（レーモンド設計事ኃ所所蔵）  

 

ვ置図 
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  １階ᇓኜ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ሾ側ཨ央に使ዿ人ိ（現ໜせず、修ၗ女会時༉に解໲）が接໗している。 

※ᇓኜ図の኎称は英語だが、各室の詳細図့に႘቎語の኎称が記載されている（後述の室኎のᇥ遷一ጥᅳを参照） 。 
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  ２階ᇓኜ図  
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  屋上・地下ᇓኜ図  
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②GHQ 接収解除時のᇓኜ図（「小ኪ曽邸ᇓኜ図  接収解除時」） 

 

１階・地下  
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２階・屋上  
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③「ノートルダム清心女学院（昭Ꭼ 30 Ⴉ 10 月大፟組営繕課）」  

 

１階・地下  

  

※作成の経緯ははっきりしない。タイトルは「ノートルダム清心学園修ၗ院」だが、作成႘が修ၗ女会

が取ၜした昭Ꭼ 31（ 1956）Ⴉより前であること、1 階の「SERVANTS RM」はヒアリングによれば

修ၗ女会時༉には使ዿ人室としてのጦዿはなかったと考えられること、接収解除時の図ኜ （英語）

と室኎が概ね一ཙすることから、修ၗ女会のためにᅷかれた図ኜだが、修ၗ女会が使ዿを始める

前、接収時  またはその後の親໖居住時のዻ子を示したものと推測できる。  
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２階・屋上   
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④「ナミュール・ノートルダム修ၗ会東京修ၗ院増築工事」（昭Ꭼ 54(1979)Ⴉ）（ဿ

ኪ工ኃ店）をもとに作成した修ၗ女会時代の図ኜ  

 

 

１階 
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   ２階  
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屋上  
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地下   
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㕳）室名の変遷一ጥ表  
 

階 ①  設計図  

上：英語（ᇓኜ図）  

下：႘቎語  

（その໢図ኜ）   

②  GHQ 

接収解除時

図ኜ  

 

③  昭Ꭼ30 

（1955）Ⴉ  

図ኜ  

④  修ၗ女会時༉  

፵჌ိ・修室ိ

増ཝ時図ኜ  

参考：  

቎計画で使ዿ

する኎称  

１階  VESTIBULE 

ᅳ玄関 

玄関 

- ポーチ  主玄関  ᅳ玄関  

１階  HALL 

- 

- ホール  - ホール１  

１階  - 

ᅳ階段 

- 

 

- - ᅳ階段  

１階  TOILET 

化粧室  

TOILET ᇬ所 ᇬ所 化粧室１  

１階  - 

中庭 

COURT YARD 

 

中庭 中庭 中庭１  

１階  LIVING R’M 

RECEPTION 

居間 

LIVING RM 

 

居室 居間 居間 

１階  DINING ROOM 

食၎ 

LIVING RM 

 

居室 居間 食၎ 

１階  JAPANESE R’M 

႘቎間 

DINING RM 

 

食၎ 居間 ႘቎間１  

１階  MADAMS BED ROOM 

ᆍ人室 

BED RM 

 

居間 事ኃ室  ᆍ人室  

１階  CHILDRENS ROOMS 

子供寝室  

子供室  

小供室  

BED RM 

 

居間 食၎ 子供室１  

１階  CHILDRENS ROOMS 

子供寝室  

子供室  

小供室  

BED RM 

 

居間 食၎ 子供室２  

１階  CHILDRENS ROOMS 

子供寝室  

子供室  

小供室  

BED RM 

 

居間 食၎ 子供室３  
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１階  CHILDRENS ROOMS 

子供寝室  

子供室  

小供室  

BED RM 

 

居間 食၎ 子供室４  

１階  KURA 

倉庫 

STORE 

 

倉庫 倉庫 蔵１ 

１階  NANDO 

Ⴖ戸 

- Ⴖ戸 Ⴖ戸 Ⴖ戸１  

１階  JAPANESE BATH R’M 

ጏ室 

Ꭼ式ጏ室  

- ጏ室 洗濯室  洗濯室    

(旧Ꭼ式ጏ室) 

１階  DRESSING 

化粧室  

- ጏ室 洗濯室  洗濯室    

(旧化粧室) 

１階  - 

- 

COURT YARD 

 

中庭 中庭 中庭３  

１階  TOILET 

化粧室  

TOILET 

 

手洗 ᇬ所 化粧室３  

１階  KITCHEN 

台所・厨ሮ  

KITCHEN 

 

台所 厨ሮ 台所 

１階  PANTRY 

台所・ვ膳室  

KITCHEN 

 

台所 厨ሮ 台所 

１階  - 

ጮ階段 

COURT YARD 

 

中庭 - ጮ階段１  

１階  - 

᎗下 

- 

 

᎗下     

(ဴ初子供室

２前まで)・

中᎗下(ဴ初

子供室３・４

前) 

᎗下 ᎗下１  

１階  - 

- 

COURT YARD 

 

中庭 中庭 中庭２  

１階  - 

ၾ玄関 

- 

 

ၾ玄関  玄関・ホール  ၾ玄関  

１階  TOILET 

化粧室  

- 

 

- ᇬ所 化粧室２  

１階  INTENDANTS 

執事室 

BED RM 

 

居間 - 執事室  
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１階  RECEPTION 

応接室 

- 

 

居間 応接間  応接室  

２階  - 

- 

-  - ホール２  

２階  - 

႘቎間 

JAPANESE 

 

居間畳ᆕ  修室 

(２ᆪ屋にᇀ

かれる) 

႘቎間  

２階  STUDY 

書斎 

STUDY 

 

広間 書斎 書斎 

２階  MASTER’S BED ROOM 

主人寝室  

主人室  

BED RM 

 

居間 - 

(管区長室と

してጦዿ) 

主人室  

２階  DRESS.RM 

化粧室  

TOILET 

 

ᇬ所 ᇬ所 化粧室４  

２階  - 

- 

- 

 

化粧室  ጏ室・洗ኜ  ጏ室 

(旧インナー

バルコニー）  

２階  - 

- 

- 

 

- 修室 

(管区事ኃ長

室としてጦ

ዿ) 

寝室 

(旧インナー

バルコニー ) 

２階  - 

- 

- 

 

- ᇬ所 ᆾႚ 

(旧インナー

バルコニー ) 

２階  CHILDRENS ROOM 

子供寝室  

子供室  

BED RM 

 

居間 修室 子供室５  

２階  CHILDRENS ROOM 

子供寝室  

子供室  

BED RM 

 

居間 修室 子供室６  

２階  NANDO 

Ⴖ戸 

BED RM 

 

居間 修室 Ⴖ戸２  

２階  - 

ᆽ間 

BED RM 

 

居間 修室 SHRINE 

２階  KURA 

倉庫 

STORE 

 

倉庫 倉庫 蔵２ 
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２階  BATH R’M 

ጏ室 

ዼ式ጏ室  

西ዼᆭᎎ場  

BATH RM 

 

ጏ室 ጏ室 ጏ室 

(旧ዼ式ጏ室) 

２階  TOILET 

ᇬ所 

化粧室  

- 

 

ᇬ所 ᇬ所 化粧室５  

２階  PANTRY 

- 

- 

 

洗場 - 

(ዄ置き場とし

てጦዿ) 

パントリー  

２階  - 

- 

- 

 

᎗下 ᎗下 ᎗下２  

２階  - 

- 

- - - ጮ階段２  

２階  BALCONY 

バルコニー  

- 

 

- - バルコニー  

屋上  - 

- 

- 

 

- - 屋上 

屋上  - 

- 

- 

 

- - ᆾ干場  

屋上  TANK ROOM 

- 

TANK 

 

タンク室  - 洗濯室  

屋上  - 

- 

- 

 

- - ᎗下３  

地下  BOILER ROOM 

ボイラー室  

BOILER RM 

 

ボイラー室  ボイラー室  ボイラー室  

地下  COAL 

石炭庫  

COAL 

 

石炭庫  石炭庫  石炭庫  

地下  - 

- 

- - - 地下階段  
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（㕶）赤星鉄馬について 
㕱）概ጅ  

赤星鉄჉はነ治 15（1882）Ⴉ、東京ᆒ（現東京都）に生まれ、大正、昭Ꭼ期に活዆

した実業家である。ᆙ・኿Ⴑ
や の

助
すけ

は鹿児島県出身の実業家で、ጊ子として赤星家にႚり、

軍艦に設置する大ሖのၟ許権によってጦ益をၜたほか、貸金業့の事業を通じてჶ大な

資産を形成した人ᆾである。ሀ・静
しず

は、軍人・政治家としてጅ職を፾႞した樺山資
かばやますけ

紀
のり

の

ንにあたる。鉄჉は、Ꭵ男七女の長男であった。  

鉄჉は、ነ治 34（1901）Ⴉにアメリカにጽ学し、ローレンスビル・スクールにႚ学

した。ነ治 37（1904）Ⴉ、ᆙ・኿Ⴑ助のᅸ気のために帰国し、኿Ⴑ助の死後は、事業

を継いだ。ነ治 38（1905）Ⴉにローレンスビル・スクールを卒業し、帰国を挟んでጐ

Ⴉにはペンシルベニア大学のビジネススクールであるウォートン校にႚ学、ነ治 41

（1908）Ⴉに၍校を卒業した。ጽ学経験を経て、鉄჉はアメリカのᇌ化を知るとともに

スポーツにႨ中するようになった。釣り、჉の飼育、ゴルフは、後Ⴉまで鉄჉の趣ታと

なった。  

ᆙから受け継いだ事業をᄇ展させることはなく、一時期、千代田火災ᇱ険株式会社監

査ዂ、泰昌銀行၈取をኃめたほか、大正４（ 1915）Ⴉ設ጵの成歓ቄ場において趣ታで

もある჉の飼育に携わった。  

ᆏ豪として知られる人ᆾであったが、その財産を自ら使うのみでなく、寄ᆋや、後述

する学術団体「啓ነ会」の設ጵといった学術への支援も行っていた。  

関東大震災後、吉祥寺に移り住み、昭Ꭼ 19（1944）Ⴉに疎開するまで在住してい

た。この間である昭Ꭼ３（1928）Ⴉには、ᆦ蔵ኾ村が町となり、新庁舎建設にあたっ

て、鉄჉は多額の寄ᆋを行った 15。 

大磯への疎開後は吉祥寺に኱ることはなく、昭Ꭼ 26（1951）Ⴉに死去した。 

 

㕲）赤星コレクション売却を巡る顛末（啓明会設ጵ資金）  

鉄჉のᆙは、薩ቒᄥ出身でነ治期に海軍御ዿ達のሹ易商として財産を築いた赤星኿Ⴑ

助である。鉄჉は長男で、ነ治 37（1904）Ⴉに኿Ⴑ助がሦくなると、その財産を引き

継ぎ、ᆏ豪として知られるようになった。赤星኿Ⴑ助は、၍郷の茶人伊集院兼常の勧ዤ

でነ治 24（㕱㕸㕹㕱）Ⴉ頃からᅖ術ᆀ蒐集を開始し、わずか 10 Ⴉዬりの歳月で大Ꮆという

異኎を取るほどの勢いでቁ蹟、古ᅤ切、経ᇌ、消息、古ᇌ書、茶ၗ具、蒔絵調度、၇磁

器、ᘞᆭ፬にᆘ世絵など一ጺᆀばかりሶ大なコレクションをものにした。現在国ሉに指

定されているፎᡤ「雪景山水図」（東京国ጵშᆾ館）や巨勢金岡「ၽ智瀧図」（根津ᅖ術

館）なども኿Ⴑ助の旧蔵ᆀである。鉄჉自身は「太刀  ናህ永」（国ሉ 静嘉၎ᇌ庫ᅖ術

館）့をዛした愛刀家ではあったが、኿Ⴑ助の 13 回忌が終わった後、国への寄贈やᅖ

術館の開設も検၀し、ሀሑの親族である樺山愛ᇹ、茶人の団琢ቓ仲介を経て世Ꭽ人に茶

―――――――――――――――――――― 
15 『ᆦ蔵ኾ市ᅪႩ史』には「昭Ꭼ三Ⴉ度  決算書によると、寄ᆋ金は総額でႏቮ九千ႏᅪ九十七円五十銭であっ

た。昭Ꭼ四Ⴉႏ月の追加ያ算によると、赤星鉄჉ら、千ႏᅪ人が拠金することになっているから、昭Ꭼ三Ⴉ度

ቨの、町の世帯数をႏ千Ꭵᅪ世帯程度であったと推定すると、ほぼ四Ꭵパーセント前後の世帯主が寄ᆋに応じ

たことになる。個々の個人の寄ᆋ額を記した記Ꭹは、残されていないようである。」との記Ꭹが残っている。  
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人の高橋義የ（᭖庵）に、一ጺの茶ၗ具商 13 人を札元に集め、大正６ (191㕷 )Ⴉ６月

９႘、東京ፊ国のᅖ術倶楽ᆪで第１回のႚ札が行われ、300 点がპりጵてられた。こ

のႚ札で１ቮ円以上の値がついたᆀが 92 点に上るなど記ᎩჅりの高値が続出し、პ上

高は 395 ቮ円に上った。この好景気に᭖庵は「ၗ具のዓ့なるにも因るべけれども、

ቦ以て႘቎経済社会のሶ張を観るに足る」と記しているほどである。၍Ⴉ 10 月６႘に

第２回のპりጵてが行われ 380 点がპられ、１ቮ円以上が 15 点、総額 89 ቮ円をპり

上げ、さらに၍月 15 ႘に第３回პりጵてが行われ、200 点がპられたが、１ቮ円以上

は１点しかなくპ上高 28 ቮとなった。３回のპりጵて総額は 510 ቮ円に上り、戦前

のႚ札会の２位の座を占め、赤星家には、２割の経ᅉ、手数ፍを引いて 410 ቮ円近く

が渡った 16。なお、弟のうち四Ꭴ、ᎥᎤはゴルフの振興に኎を馳せたが、኿Ⴑ助の古ᅖ

術愛好の DNA を継いだのは五Ꭴで、大正４ （1915）Ⴉから朝鮮京城で鉄჉が経営して

いた成歓ቄ場の代ᅳ社員であった頃、朝鮮古၇磁の研究者として知られた浅川ღ教の手

引きで朝鮮၇磁器蒐集に቉၈、一大コレクションを形成し、安宅英一の手を経て現在大

阪市ጵ東ዼ၇磁ᅖ術館のጩ朝၇磁コレクションの一角を彩っていることをᆋしておく

17。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㕳）学術への支援（啓明会の設ጵ）  
鉄჉は、大正７（1918）Ⴉ８月８႘、პ上のၾ 100 ቮ円を投じてᇌᆪ省管轄の財団啓

ነ会を設ጵした。自身は啓ነ会の運営には一切関わらず、親族にも関わらせず、創ጵ者

―――――――――――――――――――― 
16  ば橋義የ  『近世ၗ具移၌史』（慶ᇌ၎書店、 1929）208-227㖣 

17 ይၽ原恵『赤星鉄჉  消えたᆏ豪』（中央公Ꭺ新社、2019）288-294p 
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䠄 個人蔵 䠅  
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をቄኾ伸顕と初代ጫ事長ᇓ山成信に႞せたのである。これまで啓ነ会が助成した研究助

成件数は、280 件に上っており、わが国の諸科学のᄇ展に多大なる貢献をしてきた。

そのၾዴを見ると、対象ᇀኾは自然系から人ᇌ系、社会系ᇀኾまでᅋ常にᆳ広く採択し

ていることがわかる。具体的には、大正 13(1924)Ⴉ４月に伊東忠太と共၍研究の኎義

で啓ነ会の助成を受けた鎌倉ሙ太Ꭴは、ጼ球芸術調査事業に着手し、東京ᅖ術学校助手

(ᅖ術史研究室勤ኃ)として調査記Ꭹをまとめ、沖ႈの芸術ᇌ化に多大なる貢献を果たし

た 18。また、染織家としては沖ႈ伝ျの染織技ሓである紅型の技術を継承し、重ጅኅ形

ᇌ化財「型絵染」の人間国ሉにႡ定されている。他に金田一京助の「アイヌ伝説研究の

整ጫ」、ወ田国男の「႘቎ኁ族語ጃのᇨ集・刊行」、長岡ᄖ太Ꭴの「伊Ⴗ忠敬著  測ፘ႘

記の出ᄟ」をはじめ、化学のᇀኾにおいても、柴田桂太・柴田የ次「植ᆾ色素の生ᆾ化

学的及ᇀ光化学的研究」、真島ጦ行「烏၈属植ᆾ中のアルカロイドの研究」、「቎ሠにお

ける化学的研究業績総ጥのᇨ纂」及び「アコニチン፬の化学的構造に関する研究」、小

竹ኅႏየ「ひきがえるၣの化学的研究」、朝ᄾၼ貞一「ዛ機ᇀ子化合ᆾの研究」、緒ሑ知

三Ꭴ「်ႜᅸの実験的研究」などが助成を受けている 19。会の運営はᇓ成 22(2010)Ⴉ

まで続いた。 

 

㕴）居住地の変遷・邸宅の建築  

アメリカጽ学からの帰国後、ジョサイア・コンドルの設計で、ነ治 40（1907）Ⴉに

神ၼ川県大磯にᇠ荘を、ነ治 45（1912）Ⴉに港区赤坂台町（現港区赤坂）に邸宅を建

てた。  

大正  12（1923）Ⴉの関東大震災により、ᆙ኿Ⴑ助の代からあり、赤星家቎邸として

使われていたቕᆑ区鳥居坂（現港区Ꭵ቎ኪ）の邸宅がᄖ壊した後、鉄჉一家は以前より

カントリーハウスを所ዛしていたᆦ蔵ኾ町に移り住み、昭Ꭼ９ （1934）Ⴉにはレーモン

ド設計による邸宅（現在の旧赤星鉄჉邸）が竣工した。鉄჉は、五႘市街ၗの向かいに

ጵ地する成Ẏ学園の初代ጫ事長であった岩崎小኿太や成Ẏ学園のᄇ展を支えた今村ᄣ三

と親交があった 20。赤星鉄჉の孫へのヒアリングによれば、成Ẏ学園に子どもたちを通

わせるのがこの地を選んだጫዡの一つと考えられる。鉄჉とレーモンドはともに東京倶

楽ᆪ、東京ゴルフ倶楽ᆪの会員で、レーモンドは東京ゴルフ倶楽ᆪが駒沢から朝霞に移

転した際、新しいクラブハウスを設計した（昭Ꭼ７ （1932）Ⴉ竣工）。また、鉄჉邸に

先ጵって弟たちの邸宅を設計している 21。これらのことから、ፊ者に交ጺがあったこと

が伺えるが、その詳細や鉄჉がレーモンドに設計を依ጘした経緯はᄕነしていない。  

鉄჉は昭Ꭼ 19（1944）Ⴉに大磯へ疎開するまでここに居住したが、その後は኱るこ

とはなく、昭Ꭼ 26（1951）Ⴉに死去した。 

―――――――――――――――――――― 
18 三ኪ健「鎌倉ሙ太Ꭴ  沖ႈᇌ化研究にささげたᄖ世紀」『ႊ島史学会』２号 （ 1973）  
19 池上四Ꭴ「႘቎で最初の財団ሓ人「啓ነ会」―その設ጵと推移」 MEDCHEM NEWS㕶巻４号 （ 1996）  
20 今村ᄣ三は、赤星鉄჉と၍ዻ、東京倶楽ᆪの会員だった。また、安ဿせん子『紅ဳ情Ꭽ  ႏ代芸者』（新栄社

出ᄟᆪ、大正２Ⴉ）には赤星鉄჉と今村ᄣ三、田中銀Ⴑ助がᎌれጵって歓楽街に出かけていたዻ子が書かれて

いる。  
21 赤星四Ꭴᇠ邸（昭Ꭼ６ （ 1931）Ⴉ竣工）、赤星喜介邸（昭Ꭼ７ （ 1932）Ⴉ竣工）  
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㕵）趣味・家族・人柄  

鉄჉の主な趣ታは前述のゴルフのほかに乗჉、釣り、バラの栽თで、釣りに関して

は、環境のᇥ化やጞ獲に耐え、釣り人にとっても楽しめる魚を႘቎に၏ႚしたいという

思いから、大正 14（1925）Ⴉに、႘቎政ᆒ協፛のもと႘቎ではじめてሾᇚからブラッ

クバスをዐႚし、芦ノ湖にሐጺしたことでも知られている 22。  

鉄჉の人ᇕについて、小学校ႚ学の前Ⴉから６Ⴉ生の秋まで鉄჉と生活を共にしたと

いう孫の赤星静የは、マナーに厳しいᄗኜ、書ၗや数字の書きሑを教えてくれた「ዓし

きፕき祖ᆙ」であり、「自然をこよなく愛し、自然と調Ꭼして生きた人であったと思い

ます。」と述べている 23。 

また、鉄჉は前述の通りᎥ男七女の長男で、若くしてሦくなったきょうだいも含め、

２人の姉、５人の弟、５人の቗がいた。鉄჉はᆙ・኿Ⴑ助の死後は家長としてきょうだ

いのኜ倒をみており、アメリカにጽ学した弟たちに資金援助を行うなどしていた。ま

た、兄弟はሀ・静をᅋ常に敬愛していたという 24。 

弟たちのうち四Ꭴ（四男）、ᎥᎤ（Ꭵ男）はゴルファーであり、鉄჉と၍じ東京ゴル

フ倶楽ᆪに所属していた。ゴルフ界で著኎になるのは弟たちのሑだが、鉄჉は先に東京

ゴルフ倶楽ᆪの会員となっており、၍倶楽ᆪに残る最も古いものである大正５ （1916）

Ⴉの会員኎ሁに鉄჉の኎が掲載されている 25。 

また、鉄჉の妻であるᇌ
ふみ

（ᇌ子）もゴルフを楽しんだとされる 26。 

妻・ᇌは旧姓を清ኾといい、ᇌの姉が鉄჉のዕ人・ᆵ島行信の妻だったことから知り

合ったのではとされている 27。前述の通り、鉄჉とᇌの間には四男ႏ女があった。 

このように、鉄჉はᆙ赤星኿Ⴑ助から受け継いだዛりዬる財産で釣りやゴルフ、჉好

きがこうじたቄ場経営、花ወ界でも粋人として華やかな人生をᇶむ一ሑ、自らがᅳに出

ることなく終戦間際まで学術研究にჶ大な私財を投じ、わが国の学術振興の礎を築いた

のである。また、家族の中では早くから家長のዂ割を担い、ᄭႩは孫たちにዓしく接す

る一ኜも見せていた。  

  

―――――――――――――――――――― 
22 ブラックバスをዐႚしたኬ的について、鉄჉は、外጖生ᆾをもたらすことのリスクも၃まえつつ、「食べて旨

い、釣ってኜწい魚を多くのアングラーと共に長く楽しみたいことにあるのだが、၍時にこれが水産ሑኜはも

とより、ᆱ業的に見てもᅢずጦ益をもたらし、やがてそれが多少とも国家に貢献 するという信Ⴊと自ᆟがあれ

ばこそ」と述べている（赤星鉄჉・ᆵ原穀『イーハトーヴ出ᄟの釣りᇌᴰシリーズ１  ブラックバッス』（イ

ーハトーヴ出ᄟ株式会社、 1996））。  
23 赤星静የ「祖ᆙ赤星鉄჉の思い出」（松井ᙼ吉・所沢一ᆍᇨ集『ブラック・バス』（芦ノ湖漁業協၍組合、

1970）96-97p）  
24 ይၽ原恵『፾史に消えたパトロン―ႂの大ᆏ豪、赤星鉄჉』（中央公Ꭺ新社、2024 Ⴉ） 100p ほか  
25 75 Ⴉ史ᇨ纂委員会ᇨ『東京ゴルフ倶楽ᆪ 75 Ⴉ史』（東京ゴルフ倶楽ᆪ、 1989）31-32p 
26 東京倶楽ᆪによって大正 15 Ⴉに開催された「第１回京ᆎ人対関西ᆎ人対抗ゴルフ協議」の出場者には赤星ᇌ

子の኎がある。また、「昭Ꭼ４Ⴉのᆎ人ハンディキャップ一ጥ」では、ハンディキャップは「９」と、 22 人中

４ᄮኬだった。（75 Ⴉ史ᇨ纂委員会ᇨ『東京ゴルフ倶楽ᆪ 75 Ⴉ史』（東京ゴルフ倶楽ᆪ、 1989）68-69p）  
27 ይၽ原恵『፾史に消えたパトロン―ႂの大ᆏ豪、赤星鉄჉』（中央公Ꭺ新社、2024 Ⴉ） 138p。また、ᆵ島行信

ᇨ著『偲ぶ草』「思ひ出づるまゝを」（ᆵ島行信、昭Ꭼ 14 Ⴉ）にはᇌが寄せたᇌ章には「赤星へ嫁ぐዻになりま

したのも御兄ዻ御姉ዻの御世Ꭽ」と記されている。  

 

 



 

 
1-50 国登Ꭹ有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 保存活ዿ計画 

【赤星࿲჉ጸႩᆞ】  

年代  
主なできごと 

Ꭼ፽  西፽  

ነ治 15 1882 赤星኿Ⴑ助の息子（Ꭵ男七女の長男）として生まれる  

ነ治 34 1901 アメリカጽ学のためፅጵつ、ローレンスビル・スクールにႚ学  

ነ治 37 1904 ᆙ኿Ⴑ助の葬儀のためアメリカから一時帰国  

ነ治 38 1905 アメリカへ኱り、ローレンスビル・スクールを卒業、႘቎に帰国  

ነ治 39 1906 
再度アメリカへጽ学し、ペンシルベニア大学のビジネススクール、ウォ
ートン校にႚ学  

ነ治 40 1907 大磯の土地に赤星家ᇠ荘（ዼ館）を建てる（ジョサイア・コンドル設計） 

ነ治 41 1908 ペンシルベニア大学ウォートン校を卒業  

ነ治 42 1909 清ኾᇌと結婚  

ነ治 45 1912 赤坂台町（現港区赤坂）に邸宅が完成（ジョサイア・コンドル設計 ) 

大正２  1913 

「千代田火災ᇱ険株式会社」が設ጵされ、監査ዂに就႞  

「中国興業株式会社」が設ጵされ、出資する  

「泰昌銀行」が設ጵされ、出資、၈取に就႞（大正９（ 1920）Ⴉに十五
銀行に経営権を譲渡）  

大正３  1914 
東京倶楽ᆪ会員をሀ体に「東京ゴルフ倶楽ᆪ」設ጵ。会員に赤星兄弟や
今村ᄣ三など  

大正４  191㕵  朝鮮に「成歓ቄ場」創設、事業資金の調達に関わる  

大正５  1916 
雑誌『実業Ⴑ႘቎』（大正五Ⴉᄄ月十五႘号）掲載の「華族・ᆏ豪宅地ᄮ
ᆋ」で 15 位（三千똬坪）に位置する  

大正６  1917 赤星家所蔵ᆀႚ札として኿Ⴑ助コレクションをპጵに出す  

大正７  1918 
コレクションპጵによる収ႚの一ᆪを投ႚし、႘቎初の቎格的学術財団
「啓ነ会」を設ጵ  

་正 12 1923 
【関東大震災】  
・鳥居坂の邸宅（቎邸）、大磯のዼ館、赤坂台町の邸宅がᄖ壊  

་正 13 1924 

【成Ẏ学園が池袋から吉祥寺に移転】  

・旧赤星鉄჉邸の土地を購ႚ  

・吉祥寺に転居、቎家とする  

་正 14 1925 ႘቎政ᆒ協፛のもと、ブラックバスをዐႚする  

昭Ꭼ３  1928 
【ᆦ蔵ኾ村がᆦ蔵ኾ町へ（町制施行）】  

ᆦ蔵ኾ村が町となった際の新庁舎建設にあたり、多額の寄ᆋを行う  

昭Ꭼ９  1934 吉祥寺の赤星鉄჉邸をレーモンド設計で建替える（現・旧赤星鉄჉邸）  

昭Ꭼ 19 1944 
旧赤星鉄჉邸が႘቎ጲ軍に接収される（推定）  
神ၼ川県大磯に疎開  

昭Ꭼ 21 1946 旧赤星鉄჉邸が進駐軍に接収される  

昭Ꭼ 26 1951 大磯にて死去 
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（㕷）アントニン・レーモンドについて  
㕱）生涯  

アントニン・レーモンドは、第ႏ次世界大戦前・後に႘቎に設計事ኃ所を構え、国ၾ

の多くの著኎な建築を残すとともに多くの建築家を育て、႘቎の近代建築のᄇ展に大き

く貢献した建築家である。႘቎のほかに、アメリカやインドでも設計を行っている。  

また、႘቎の伝ျ的なᅖ意識や建築の考えሑを取りႚれた自身の建築Ꭺと建築作ᆀ

を、アメリカ建築家協会がᄇ行する雑誌「The Architectural Record」へ브した

り、詳細図集をᄇ行したりと、႘቎における自身の作ᆀを世界に브し 28、႘቎のみな

らず、世界の近代建築にとっても重ጅな位置を占めている。  

レーモンドは、1888 Ⴉ、オーストリア帝国のျ治下にあったチェコに生まれ、1910 Ⴉ

にプラハ工科大学を卒業した。1911 Ⴉにアメリカへ渡り、キャス・ギルバート事ኃ所

で။く。  

1914 Ⴉには、長く生活を共にし、レーモンドの建築においてもインテリア・家具・

テキスタイル့を担うことになるノエミと出会い、結婚した。ဴ時、レーモンドは建築

事ኃ所の「死に絶えたような単調さと焦燥感」に耐えられず、プロとして絵をᅷくこと

を決意してアトリエを構えたとしている。結婚後はノエミと製図机を向き合わせて仕事

をすることとなった 29。 

1916 Ⴉには、ノエミの親ዕがဴ時すでに著኎な建築家であったフランク・ロイド・

ライトのパートナー、ミリアム・ノエルと知り合ったことをきっかけに、ライトの下で

။くことになった。従軍のため一時設計の仕事をጱれた後、大正８（1919）Ⴉ 12 月に

帝国ホテルの建設のためフランク・ロイド・ライトと共に጖႘したが、その後ၤጵして

大正 10（1921）Ⴉに丸のၾに設計事ኃ所を設ጵし、቎格的に႘቎での設計活၌を開始し

た。  

第ႏ次世界大戦中は႘቎をጱれ、軍事施設の設計やインド、東ႊアジア့での設計活

၌を行った。႘቎建築を知る建築家として軍への協፛も行ったが、このことについて、

自伝では、႘቎への愛情を述べ、「႘቎をᆟかす意ታを持つၗ具をつくることは、ዴ易

な課題ではなかった」と述べている 30。また、戦時中は႘቎に住んだことのあるアメリ

カ人のグループに加わり、ኅ差ᇠჴ撃の禁止့を訴える活၌を試みていたという 31。 

終戦後に再び጖႘し、設計事ኃ所を再開した。戦前・戦後ともレーモンド設計事ኃ所

はレーモンドを長とする組織的な建築事ኃ所として運営され、前川ᕢ男、吉村順三、ジ

ョージ・ナカシマ、杉山雅則など႘቎を代ᅳする建築家をე出し、႘቎の建築界に多大

な影響をይえた。  

昭Ꭼ 48（1973）Ⴉにアメリカへ帰国し、昭Ꭼ  51（1976）Ⴉ 10 月にペンシルベニア

州ニューホープにある自身が設計したスタジオにて 88 Ⴉの生涯をᇘじた。  

―――――――――――――――――――― 
28 「The Architectural Record」 1936 Ⴉ１月号、詳細図集には旧赤星鉄჉邸も掲載されている。  
29 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝 アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、32-33p 
30 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝 アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、 175p 
31 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝 アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、 174p 
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㕲）レーモンドの建築スタイル  
①自身のスタイルの確ጵ 

レーモンドは 1921 Ⴉにၤጵしたが、自伝で、ၤጵ後初期の建築には、師であるライ

トの影響がみられると述べている。  

最初にၤ自の建築スタイルを実現した作ᆀとして自伝で挙げているのは「፺ႊ坂の自

邸」（1926 Ⴉ竣工）であり、「現代建築の真のはしり」、「打ሐしコンクリートの耐震構

造で、セメント・モルタルはおろか、何の仕上げもなかった。多ᇀその点ではどこより

も早かったと思う。」としている。また、႘቎の伝ျ的建築や、ဴ時取りႚれられるよ

うになったᎬዼ折衷の生活ዻ式を研究し、ᆃᅐ子爵ᆍ人ᇠ邸（ 1927 Ⴉ竣工）につい

て、「初めてᎬዼの生活ዻ式を調Ꭼさせる解決策をᄇ見し、その上に斬新で自然な形を

ይえた。このデザインはᇓኜでもディテールにおいても、今႘、現代的と考える住居の

先駆であった。」としている 32。  

ᆃᅐ子爵ᆍ人ᇠ邸以降も、レーモンドは႘቎の伝ျ的建築やᎬዼ折衷の生活ዻ式を研

究しながら住宅の設計に取り組んでおり、後述するように、自伝で戦前の作ᆀを取り上

げる中で、「四つの住宅」と題して赤星鉄჉邸および၍時期の住宅の設計について述べ

ている。  

レーモンドが႘቎建築の研究を通じて自らのスタイルを確ጵしていく過程について、

レーモンド事ኃ所の所員であった三沢浩は、「戦前にあってはᄸの建築スタイルは、な

かなか安定しなかった。ᄸは「帝国ホテル」により F.L.ライトの強い影響を受け、そ

れから၄れようと、チェコ・キュビズムやデ・スティルዻ式をとりႚれた。さらに፾史

的ዻ式の取りႚれの上に、オーギュスト・ペレ、ル・コルビュジエのኟሃやᒝ窃が取り

沙汰されたから、႘቎のᅴᎪ家はレーモンドの節度を疑った。しかし、そのᄻᄕの中で

モダニズム建築の原ጫを、႘቎の伝ျ的建築の中に見つけ、自ᇀの設計作ሓにとりႚれ

ていた。」と述べている 33。 

 

②レーモンドの５原則 

レーモンドは、戦後、５原則（「直᜹性」、「単純性」、「経済性」、「自然主義」、「ኁ主

的な建築」） 34と呼ばれる考えሑを示した。  

―――――――――――――――――――― 
32 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝  アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、 107p 

33 三沢浩「A・レーモンドのモダニズム：その設計作ሓ」（神ၼ川県ጵ近代県ጵᅖ術館  太田泰人、三቎松፝代ᇨ集

『建築とᇿらしの手作りモダン アントニン＆ノエミ・レーモンド』（Echelle-1/ᅖ術館ᎌጛ協議会、2007）  

34 「႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っていますか」プロジェクト委員会ᇨ『教ᇌ館創業 130 Ⴉ   

記Ⴊ  ႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っていますか  銀座の街ᇖみ・祈り』（教ᇌ館、 2016）  
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５原則は、Ꭺ説としてまとめられてはいない 35が、レーモンド自身が設計において実

践してきたもので、前述のように著኎な建築家をე出してきたレーモンド事ኃ所にも深

く浸၅している 36。 

以下に、レーモンド事ኃ所に継承される５原則を記載する。  

 

【レーモンドの５原則】  

直᜹性   …クライアント（建主）からの抽象的なጅ求をኬ的空間として構成

し、機Ⴗを最重ጅ視すること  

単純性   …虚飾をჍし、ኅ駄、ኅ意ታな空間を造らず、これ以上削ぐものがな

い状態まで簡素に徹する心  

経済性   …ᅉዿをኅ駄なくዛ効に使いながら、ぜい႕をつけない端正な仕上が

りを心がけ、完成後の維持・管ጫᅉ့のライフサイクルコストに十

ᇀვፄするᅢጅ性  

自然主義  …資材は出጖る限り自然の素材を使い、既存の樹ኪやᆕ地形状などの

周囲の環境をᇱ持するためにも、自然を損なわずに活ዿする姿勢  

ኁ主的な建築…建築は個性的。人間的でなければならないという根቎的原則  

 

「႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っていますか」プロジェクト委員会ᇨ

『教ᇌ館創業 130 Ⴉ記Ⴊ ႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っていますか  

銀座の街ᇖみ・祈り』（教ᇌ館、2016）よりᄌ粋  

 

 

㕳）「アントニン・レーモンド自伝」における旧赤星鉄馬邸の記述  
自伝において、旧赤星鉄჉邸は、戦前のことを述べた第３章で、「四つの住宅 37」の

一つとして写真ᆋきで取り上げられている。以下に記述をᄌ粋する 38。 

 

この三つ 39の場合、デザインのኴ題点はいずれも቎人のႏ重生活にᅢጅな、ႚႪ

なვ置計画を作り上げることであった。客と、家族と、使ዿ人のためのᇀかれた

玄関。その家に親しくない人をႚれるための、異なった種፬の応接間。管ጫ人の

ために（ママ）場所や、その事ኃ室など。Ꭼዼፊ設ᅏの厨ሮ。伝ျ的႘቎間と၍

ዻに、畳のあるዻ式のᆪ屋など。  

―――――――――――――――――――― 
35 『私と႘቎建築』81-82p で、レーモンドは現代建築を公式のような形で示すことはできず、実践しなければ

その思想はᇀからないとした。  
36 三沢浩「A・レーモンドのモダニズム：その設計作ሓ」（神ၼ川県ጵ近代県ጵᅖ術館  太田泰人、三቎松፝代ᇨ

集『建築とᇿらしの手作りモダン  アントニン＆ノエミ・レーモンド』（ Echelle-1/ᅖ術館ᎌጛ協議会、

2007）、「႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っていますか」プロジェクト委員会ᇨ『教ᇌ館創

業 130 Ⴉ記Ⴊ  ႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っていますか  銀座の街ᇖみ・祈り』（教ᇌ

館、2016）  
37 赤星喜介邸、赤星鉄჉邸、川崎守Ⴑ助邸、ᆵ井菊三Ꭴ邸  
38 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝  アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、

122-126p 
39 赤星鉄჉邸、川崎守Ⴑ助邸、ᆵ井菊三Ꭴ邸  
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その他ኜწい点は、泥ሲ除けのことであった。すべての外ᆪの窓には、雨戸か

格子をつけること。Ỗり
す べ り

または折りたたみ。現代的な広い開口ᆪではႍしいኴ題

であった。ၾ庭は外からႚれなかったからその点は助かり、そこには雨戸がᆊጅ

で、開口ᆪはኻ間の換気ዿにもなった。  

どの住宅も鉄筋コンクリート造で打ሐし、耐震耐火。空気調Ꭼ設ᅏはဴ時はな

かった。湿けっぽい雨季や、Ⴈ帯性の暑い夏の、ᇝの結᎔を除くため、全建ᆾは

ᇝをႏ重にした。どのᆪ屋もႊを解ሐし、最大の窓口をとり、換気をはかった。

ႊと西の窓口にはᄷをつけて、夏の太ጉから守ったが、低い冬の太ጉをとりいれ

るように計算した。ႏ重生活の組み合わせは造園にも及んだ。造園には西ዼ式の

ᆪᇀと、純粋な႘቎式のᆪᇀとがあった。  

三つの住宅のためにノエミと私は、庭園も家具も、じゅうたんも、テキスタイ

ルも、電気器具もデザインした。簡単にいえば、仕事にᆋ随するもの全ᆪであっ

た。だから三つとも今までどこでも成功したことのない、ごく稀な့質性と、ျ

一性がይえられたのである。  

 

㕴）旧赤星鉄馬邸および庭にみられるレーモンドの設計思想  
旧赤星鉄჉邸は、レーモンドがライトの弟子としての作ᆀとはᇠの、ၤ自のスタイル

を持つようになった後の作ᆀである。自伝において「ᄸらのጅ求を除き、まったくの自

ዡがይえられた。」とされており、施主からの条件にそれほどჵられず、レーモンド自

身の建築の考えሑをよくᄗ映していることがうかがえる 40。戦後の５原則にもつながる

モダニズム建築の考えሑがᅳれはじめた初期のものといえ 41、また、႘቎の建築や႘቎

人の生活の研究の成果が建ᆾや庭にᄗ映されている。  

主なၟ徴は以下の通りである。  

 

①施主の西ዼ式・႘቎式双ሑのዻ式を取りႚれた生活に合わせた設計  

②鉄筋コンクリート造打ちሐしの実践  

③外ᆪ空間（庭）と家との関係を重視した設計  

④建ᆾだけでなく住居に関するものすべてのデザイン  

 

①施主の西ዼ式・႘቎式双ሑのዻ式を取りႚれた生活に合わせた設計  

レーモンドが初めてᎬዼ双ሑの生活ዻ式を取りႚれることに成功したのは、前述の

通りᆃᅐ子爵ᆍ人ᇠ邸だが、これ以降にᎬዼの生活ዻ式を取りႚれた作ᆀとして大き

く取り上げられているのが、川崎守Ⴑ助邸、赤星鉄჉邸、ᆵ井菊三Ꭴᇠ邸の３つであ

る。４つの住宅の中で、現存するのは赤星鉄჉邸のみである。  

 

 

―――――――――――――――――――― 
40 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝  アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、

122p。施主からのጅ求は具体的には書かれていない。  
41 ５原則との詳細については቎節第 10 項「３）ᇌ化財（建造ᆾ）としての価値」を参照。  
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②鉄筋コンクリート造打ちሐしの実践  

レーモンドは 1926 Ⴉ竣工の「፺ႊ坂の自邸」において初めてコンクリート打ちሐ

しを設計に取りႚれており、世界的にみても先駆的な፯といえる。打ሐしコンクリー

トの最初期の建築としては、オーギュスト・ペレの「ル・ランシーの教会」（ 1923

Ⴉ竣工）があるが、打ሐしコンクリートは柱・ፎにዿいられており、ᇝとして初めて

ዿいたのはレーモンドの「፺ႊ坂の自邸」とされる。  

戦前のレーモンドの打ሐしコンクリートによる大規ኟ住宅として、፺ႊ坂の自邸、

旧赤星鉄჉邸のほかに赤星喜介邸（1932 Ⴉ竣工）、川崎守Ⴑ助邸（1934 Ⴉ竣工）、

ᆵ井菊三Ꭴ邸（1936 Ⴉ竣工）があったが、現存しない。1934 Ⴉ竣工の旧赤星鉄჉

邸は、レーモンド作ᆀのうち、打ちሐしコンクリートをዿいた大規ኟ建築の住宅で現

存するものとしては最も古い。  

 

③外ᆪ空間（庭）と家との関係を重視した設計  

旧赤星鉄჉邸では、ႊ側の庭と室ၾがᎌ続的に繋がるようვፄした設計がなされ  

ている。፯えば、居間・食၎では柱を開口ᆪよりၾ側にႚれる芯外しをዿい、ᆭ景を

最大限に室ၾに取り込むべく大きな開口をとっている。また、႘቎間のႊ側の窓は、

全ኜ開口となるよう、工ᆍを凝らしたスチールサッシを使ዿしている。レーモンドは

「大ᇥᅖしい景色と植ᆾは出጖るだけそのままᇱ存しなければなりません。もし仮に

現状をჅ壊して全ᆪやりかえるとしたら、ኮᎪ相ဴの時間をጅしますし、また፯えそ

うしたとしても絶対に過ちをᄠす事のない『自然』という巨匠の手になる作ᆀにሃう

ものではありません。」 42と述べておリ、レーモンドの５原則の一つである自然主義

のጵ場にጵち、旧赤星鉄჉邸竣工以前からあった庭を生かした可Ⴗ性が高い。  

また、ႊ側の広がりのある空間は華ᅖな庭園とはしない一ሑ、႘቎間の前やሾ側

の中庭には、窓から眺められるよう、シンプルな植栽をვ置していることが設計図

（ვ置図）からၥみ取れる。  

 

④建ᆾだけでなく住居に関するものすべてのデザイン  

アントニン・レーモンドは、ノエミとともに旧赤星鉄჉邸に関する全ᆪをデザイ

ンしたとしている。トータルデザインのዻ子は、設計図や竣工直後の写真などからၥ

み取ることができる。ვ置図には中庭、テラス、኷のᆋ近、外構周ᇩの植栽がᅷき込

まれており、照ነや暖᎑のファイヤードッグ、ၟ徴的なデザインであった኷の詳細図

もある。また、竣工直後の写真には、テーブル、椅子、ソファー、ᮮᣭ、間仕切りな

どが写っている。設計図・写真の双ሑにみられる造りᆋけ家具は、現在も残されてい

る。 

なお、具体的にどのᆪᇀがアントニン、ノエミどちらのデザインであったかは、

ノエミのクレジットが設計図ኜに記されていないため、一ᆪを除いて推定するほかな

い。まず、ဴ初の኷（現存せず）がノエミのデザインであることは、設計担ဴ者の一

―――――――――――――――――――― 
42 「新建築 39」（新建築社、 1964 Ⴉ９月号）  
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人である杉山雅則が雑誌のインタビューで語っている 43。また、次節で詳述する通

り、仕事全ᄤにおいて、ၾ装はノエミが担ったというレーモンドや所員のᄇ言 44があ

ることを၃まえると、現存する造りᆋけ家具のほか、前述の古家具、ᮮᣭや間仕切り

့のテキスタイル、室外のオーニング、ファイヤードッグ့もノエミのデザインと考

えられ、後Ⴉのノエミの作ᆀ 45とᄾべても、違Ꭼ感がない。  

 

 

【アントニン・レーモンドጸႩᆞ】  

レーモンドは多くの作ᆀを브しているため、主ጅ作ᆀは、建築史上のᅴ価、旧赤星

鉄჉邸との関ᎌ、旧赤星鉄჉邸の今後の活ዿの参考となる現存፯を挙げることとし、以

下のものを中心に選定した。  

・レーモンドが自伝において「四つの住宅」として旧赤星鉄჉邸とともにとりあげた、

戦前の重ጅな住宅  

・「႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っていますか」プロジェクト委員

会ᇨ『教ᇌ館創業 130 Ⴉ記Ⴊ  ႘቎近代建築のᆙ  アントニン・レーモンドを知っ

ていますか  銀座の街ᇖみ・祈り』（教ᇌ館、2016）４ᇛにおいて代ᅳ的な作ᆀとし

て挙げられたもの  

・鉄筋コンクリート造の主なもの  

・႘቎に現存（移築、ᆲ原含む）するもの  

―――――――――――――――――――― 
43 「昭Ꭼ初期モダニスト回顧Ꭹ レーモンド事ኃ所の思い出  杉山雅則氏にᇍく」（『SD 第 286 号』 (鹿島出ᄟ会、

1988)） 
44 「昭Ꭼ初期モダニスト回顧Ꭹ レーモンド事ኃ所の思い出  杉山雅則氏にᇍく」（ 『SD 第 286 号』 (鹿島出ᄟ会、

1988)）  

45 ፷ኪᆈᅝ、ᄫ田៙ᇓ、ሾᦁ興一、杉原ዛ紀、᫹ဿさだむ「アントニン＆ノエミ・レーモンドのトータルデザ

イン―ノエミ・レーモンドの果たしたዂ割を中心に―」（住総研  研究Ꭺᇌ集 No.43, 2016 Ⴉᄟ）に「ሾᦁ

コレクション」としてまとめられている。  
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Ⴉ༉  
ጸ፾および主ጅ作ᆀ  

（◯は主ጅ作ᆀ）  

႘቎のモダニズム建ཝ史  
・コンクリート関ᎌ史  

（◯は建ཝ作ᆀ、  

括弧ၾは設計者）  

欧ᇚのモダニズム建ཝ史  

（◯は建ཝ作ᆀ、  

括弧ၾは設計者）  Ꭼ፽  西፽  

ᇌ久元  1861   

モリス・マーシャル・フォ
ークナー商会 (モリスに
よる     「トータルデザイ
ン」の提唱、アーツ・アン
ド・クラフツの၌き) 

ነ治５  1872  
銀座ᎇ瓦街建設開始  

◯第一国ጵ銀行    
(清水喜助) 

 

ነ治 10 1877  ジョサイア・コンドル጖႘  

ነ治21 1888 

オーストリアፚ      
ボヘミア地ሑ 

(現在のチェコ)    
クラドノで生まれる  

  

ነ治22 1889  
(ነ治20 Ⴉ代)႘቎に 
鉄筋コンクリート構造が
伝わる  

 

ነ治24 1891  

◯ニコライ၎        
(ジョサイア・コンドル) 

◯႘቎水準原点ᅮ庫  
(左ጵ七次Ꭴ ) 

 

ነ治27 1894  
◯三ᅟ一号館        

(ジョサイア・コンドル) 
 

ነ治29 1896  

◯岩崎久኿邸        
(ジョサイア・コンドル) 

◯႘቎銀行቎店      
(辰ኾ金吾) 

 

ነ治36 1903  

ᅔჄ湖疏水႘ノ岡ᾳၗ
東口橋（７月竣工）を
はじめとし、鉄筋コン
クリート造の橋ፎ・構
造ᆾがつくられるよう
になる  

 

ነ治37 1904  
◯横ᆃ正金銀行      

(妻ኪጘ黄）  
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ነ治38 1905  

佐世ᇱ市の軍事施設に
鉄筋コンクリート造の
倉庫が建設される  

横ᆃ銀行集会所(ᎇ瓦造 )
の階段ጇ場スラブに鉄
筋コンクリートが取り
ႚれられる。その後、
ᆪᇀ的(レンガ造とᇏዿ
့)に鉄筋コンクリート
造とする建築が建て始
められる  

 

ነ治39 1906  
◯႘቎ዧ船小樽支店  

(左ጵ七次Ꭴ ) 
 

ነ治40 1907   ◯ロビー邸            
(フランク・ロイド・ライト) 

ነ治42 1909  
◯赤坂ጱ宮          

(ᇦ山東熊) 
 

ነ治43 1910 

プラハ工科大学卒業  
渡ᇚ  

キャス・ギルバートの
設計事ኃ所にႚ所する 

 
◯カサ・ミラ         
（アントニ・ガウディ） 

ነ治44 1911  

႘቎初の全鉄筋コンクリ
ート造のオフィスビル・ 
三井ᆾ産横ᆃビル (現
KN ႘቎大通りビル )が
竣工する。  

◯三井ᆾ産横ᆃ支店  
(遠ဿ於菟・酒井ዢႱ介) 

  RC  

◯シュタイナー邸    
(アドルフ・ロース）  

大正２  1913  
◯諸戸清Ꭵ邸        

(ジョサイア・コンドル) 
 

大正３  1914 
ノエミと出会い、  
結婚する  

◯東京駅（辰ኾ金吾）   

大正４  1915  
◯島津家袖ヶ崎邸    

(ジョサイア・コンドル) 
 

大正５  1916 

アメリカの市ኁ権を
取ၜ  

フランク・ロイド・ライト
のもとで။き始める  

  

大正７  1918 
◯ドゥ・ヴィユー・コロ

ンビエ座改築  
 デ・ステイル設ጵ  
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大正８  1919 
ライトにዤわれ、  
帝国ホテル建設のた
めに጖႘  

 バウハウス開校  

大正９  1920  ᇀጱჃ建築会結成   

་正 10 1921 

ライトの下からၤጵ
し、スラックとᇚ国
建築合資会社  
「American &              
Architectural &        
Engineering 
Co.Ltd.」を始める。  
中山隅三、女ፕ己Ⴑ助、
小አ田ᄖ次Ꭴ、    
杉山雅則ら参加  

◯東京女子大学    
総合計画  

  

་正 11 1922 

「東京倶楽ᆪ」「東
京テニス倶楽ᆪ」の
会員になる  

◯聖᎓加国際ᅸ院計画
(1928Ⴉまで計画、
工事途中の 1930 Ⴉ
まで関わるが、ᄇ注
者との意見の相違か
ら手を引くこととな
り、計画通りには実
現しなかった ) 

  

་正 12 1923 

「レーモンド建築事ኃ所 
Antonin Raymond 
Architect」を኎乗
る  

関東大震災を契機に、
耐震性の高い建ᆾとし
て、レンガ造から鉄筋
コンクリート造・鉄骨造
への世代交代が進む  

仕上げᅳ現としての全
ኜ打ちሐしコンクリート
がዿいられ始める  

◯帝国ホテル  

(フランク・ロイド・ライト) 

 RC(一ᆪᎇ瓦造 )  

་正 13 1924 

◯後ဿ新ᇓ子爵邸
（ኗ失）  

 RC   住宅   

◯アンドリュース＆ 
ジョージ商会 

  (ኗ失）  RC  

◯星製ዄ商業学校記
Ⴊ講၎         
(現星ዄ科大学቎館）
(現存) 

 RC(一ᆪ鉄骨造 )  

◯東京聖心学院   
(修ၗ院ኗ失、教室
現存）  RC  

  



 

 1-60 国登Ꭹ有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 保存活ዿ計画 

་正 14 1925 

サイクスとともに   
レーモンド＆サイクス
建築事ኃ所を設ጵ  

◯A.P.テーテンス邸
(２階ኪ造)(ኗ失)  

   RC   住宅   

◯シーバー・ヘグナー
生糸倉庫（ኗ失）  

 RC  

◯東京中央電信局   

  (山田守)  RC  
 

大正 15 
昭Ꭼ元  

1926 
◯፺ႊ坂の自邸  

(ኗ失) RC   住宅   
◯၍潤会アパート   RC  

◯バウハウス=デッサウ 
校舎  

(ヴァルター・グロピウス) 

◯自ዡ学園ነ႘館    
(フランク・ロイド・ライト) 

昭Ꭼ２  1927 

パートナーであった
サイクスが去り、社኎
をアントニン・レーモ
ンド建築事ኃ所とす
る 

◯エリスマン邸   
(移築ᆲ原)  住宅   

◯ᆃᅐ子爵ᆍ人ᇠ邸  

(ኗ失)   住宅   

  

昭Ꭼ３  1928 

◯イタリア大使館   
႘光ᇠ荘 (現存 )  

 住宅   

◯スタンダード石ው
会社ビル (ኗ失 )  

 RC  

◯スタンダード石ው
会社社宅群 (ኗ失) 

 RC   住宅   

  

昭Ꭼ４  1929 

◯岡山清心高့学校
(現ノートルダム清心  
女子大学 )(現存）  

 RC  

◯ソヴィエト大使館  

(ኗ失)  RC  

◯ライジングサン石ው
会社社宅群     
(ኗ失・一ᆪ現存 ) 

   RC  

 

◯バルセロナ・         
パヴィリオン 

(ミース・ファン・デル・       
ローエ) 

昭Ꭼ５  1930 
前川ᕢ男が所員と  
なる  

◯甲子園ホテル  

（遠ဿ新）   RC  

◯トゥーゲントハット邸 

(ミース・ファン・デル・     
                                              ローエ) 
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昭Ꭼ６  1931 

吉村順三が所員と  
なる  

◯赤星四Ꭴᇠ邸  

（ኗ失）   住宅   

◯アメリカ大使館
（ኗ失）  

◯ライジングサン・
シェル給ው所  

（ኗ失）   RC  

 

ニューヨーク近代ᅖ術館
でインターナショナル・
スタイル展開催  

 

◯サヴォア邸 

(ル・コルビュジエ） RC  

昭Ꭼ７  1932 

◯東京ゴルフ倶楽ᆪ
クラブハウス(ኗ失) 

   RC  

◯赤星喜介邸 (ኗ失 ) 

  RC  

  

昭Ꭼ８  1933 

◯ဿ沢ゴルフクラブ
(現存)  RC  

◯夏の家 (移築現存 ) 

  住宅   

◯教ᇌ館・聖書館ビル
(現存) 

◯フランス大使館増
改築（増築ᆪ鉄筋
コンクリート）
(ኗ失)  RC  

  

昭Ꭼ９  1934 

◯川崎守Ⴑ助邸  

(ኗ失) RC   住宅   

◯赤星鉄჉邸 (現存 ) 

 RC   住宅   

◯聖ሀ学院体育館  
及び講၎ (ኗ失 ) 

 RC  

◯築地቎願寺  

(伊東忠太) 
 

昭Ꭼ 10 1935 

「Antonin  
Raymond:his 
 work in Japan 
1920-1935/ 

アントニン・レイモンド
作ᆀ集」が出ᄟされ
る。  
 
◯聖パウロ軽井沢教会

(現存) 

◯ᆵ井菊三Ꭴᇠ邸  

（ኗ失）  RC  

◯土浦亀城自邸  

（土浦亀城）  
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昭Ꭼ 11 1936 

雑誌  「The 
Architectural 
Record」1936 Ⴉ１
月号に、コンクリー
ト建築に関するᎪ
説・自身のコンクリ
ート造の作ᆀ (赤星
鉄჉邸を含む )をᄇ
ᅳする。  

 

◯ጜ水荘  

(フランク・ロイド・ライト) 

 RC  

昭Ꭼ 12 1937 

◯東京女子大学፵჌
၎及び講၎ (現存) 

  RC  

◯東京帝室შᆾ館  

(渡ᇩ仁)  RC  
 

昭Ꭼ 13 1938 

アメリカに帰国  
「Antonin  

Raymond  
Architectural  
Details 1938」

(レーモンド建築詳細
図集 )が出ᄟされる。 

◯スリ・オーロビンド・
ゴーズ僧院宿舎  

(現存)  RC  

  

昭Ꭼ 14 1939 

ニューヨークに    
事ኃ所を開設  

ニューホープに    
Ⴚ場を購ႚ  

 
◯ニューヨークቮშ   

フィンランド館    
(アルヴァ・アアルト) 

昭Ꭼ 16 1941 
東京事ኃ所ᇘ鎖  
アメリカに長期帰国  

  

昭Ꭼ22 1947  
◯前川ᕢ男自邸  

  (前川ᕢ男 ) 
 

昭Ꭼ23 1948 再጖႘    

昭Ꭼ25 1950  建築基準ሓ制定  ◯ファーンズワース邸  

昭Ꭼ26 1951 

ቕᆑ・ᭂ 町に自邸    
及び事ኃ所完成  

◯リーダーズ・ダイジ
ェスト東京支社  

(ኗ失)  RC  

◯႘቎楽器製造東京
支店（ኗ失）  

◯ᭂ町の自邸   

  (ኗ失)  住宅   

◯神ၼ川県ጵ近代ᅖ術館 

(坂倉準三) 

◯ユニテ・ダビタシオン
（ル・コルビュジエ）  

 RC  

◯レイクショア・ドライブ
のアパート 

(ミース・ファン・デル・       
ローエ) 

昭Ꭼ27 1952 

アメリカ建築家協会
の኎ዮ会員に選出さ
れる  

リーダーズ・ダイジェ
スト東京支社ビルデ
ィングが႘቎建築学
会賞を受賞  
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昭Ꭼ29 1954 

◯安川電機቎社ビル 
（講၎ᆪᇀ現存）  

   RC  

 
◯ロンシャンの教会
（ル・コルビュジエ）  

  RC  

昭Ꭼ30 1955 

◯カトリック聖アン
セルモኬ黒教会  

(現存)  RC  

◯広島ᇓᎬ記Ⴊ資ፍ館  

(丹下健三)  RC  
 

昭Ꭼ31 1956 
◯႘቎聖公会聖  

オルバン教会  
(現存) 

 
◯グッゲンハイムᅖ術館  

(フランク・ロイド・ライト) 

昭Ꭼ32 1957   
◯ラ・トゥーレットの   

修ၗ院  

（ル・コルビュジエ）  

昭Ꭼ33 1958  

◯香川県庁舎  

(丹下健三)  RC  

◯スカイハウス  

(菊竹清訓)  RC  

◯シーグラム・ビル 

(ミース・ファン・デル・       
ローエ) 

昭Ꭼ34 1959 

◯国際基ၠ教大学
(ICU)総合計画  

◯ጵ教高့学校総合
計画  

  

昭Ꭼ35 1960 

◯国際基ၠ教大学
(ICU)図書館  
(現存)  RC  

◯኷司ゴルフクラブ
(現存)  RC  

◯イラン大使館  
(現存)  RC  

  

昭Ꭼ36 1961 

◯群჉音楽センター
(現存)  RC  

◯聖十字教会 (現存 ) 

◯聖ミカエル教会
(現存) 

◯ႊ山大学総合計画 

◯東京ᇌ化会館  

(前川ᕢ男) 
 

昭Ꭼ37 1962  
◯軽井沢の山荘   

(吉村順三) 
 

昭Ꭼ38 1963 

◯ጵ教学院聖パウロ
፵჌၎(鉄骨鉄筋
コンクリート造）
(現存) 

◯山ጃホール(ኗ失 ) 

◯東京ゴルフクラブ
クラブハウス 
(現存)  

 RC(２階はኪ造 )  
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昭Ꭼ39 1964 

勲三့旭႘中綬章を
授ይされる  

◯松坂屋銀座店   
全ኜ改修  (ኗ失 ) 

◯東京カテドラル 

(丹下健三)  RC  

◯国ጵ競技場  

(丹下健三) 

◯リチャーズ・メディカル 
・リサーチ・センター 

(ルイス・カーン)  RC  

昭Ꭼ40 1965 

ႊ山 大学 が႘ ቎建
築学会賞を受賞  
႘቎ 建築 家協 会終
身会員となる  

◯カトリック新ᄇ田
教会(現存) 

◯ጵ 教小 学校 ፵჌
၎及び講၎  

(現存)  RC  

  

昭Ꭼ41 1966 

◯神言神学院 (現
存 ) 

◯上智大学Ꭵ号館
(ኗ失)  RC  

・七号館 (現存 ) 

◯パレスサイドビル 

(႘建設計) 
 

昭Ꭼ42 1967 
Ꭺᇌ集「私と႘቎建
築」が出ᄟされる  

  

昭Ꭼ47 1972  
◯中銀カプセルタワー  

ビル（黒川紀章）  

◯キンベルᅖ術館  

(ルイス・カーン)  RC  

昭Ꭼ48 1973 

自伝「Antonin 
Raymond: An 
Autobiography」
が出ᄟされる  

႘቎を去り、  
ニューホープへ኱る  

 ◯シドニー・オペラハウス 
(ヨルン・ウッツォン) 

昭Ꭼ51 1976 死去    

昭Ꭼ55 1980 
ノエミ・レーモンド
死去  

  

 

 

【建ཝ作ᆀቐ፯】  

 RC  ：RC 造(計画のみやၾ装のみのものは除く ) 

 住宅   ：住༔(計画のみやၾ装のみのものは除く ) 
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（㕸）ノエミ・レーモンドについて  
ノエミ・ペルネサン（後のノエミ・レーモンド）は、1891 Ⴉ、フランス・カンヌに

生まれた。コロンビア大学でファインアートを学んだ後、 1910 Ⴉにニューヨークでグ

ラフィックデザインのスタジオを開き、ポスター、広告့を手がけた。  

1914 Ⴉにアントニン・レーモンドと結婚した直後は、新ᇍにቱ画をᅷいたり、劇場

のポスターをᅷいたりといった仕事を行った。アントニンは建築事ኃ所を辞め、プロと

して絵をᅷくため、アトリエを構えていたが、「自ዡ時間のほとんどをソファで過ご

し、失われてしまった絵のためのインスピレーションを見つけようとしていた」という

状態だった 46。ノエミやその家族・ዕ人がᄸを経済ኜ・精神ኜで支えたことがၥみ取れ

る。  

ノエミの親ዕがフランク・ロイド・ライトのパートナーであるミリアム・ノエルと知

り合いであったことから、紹介を受け、 1916 Ⴉにはアントニンとともにライトの下で

ኪᄟ・彩色の仕事を行った。1920 Ⴉには、帝国ホテルにዿいられることとなる装飾デ

ザイン画を製作している。  

アントニンのၤጵ後は、その事ኃ所にてインテリア・家具・テキスタイル့を担ဴす

るようになった。設計の際、ၾ装は現場に၍行するノエミに႞されていたという 47。イ

ンテリアデザインについて、アントニンは「外ᆪとၾᆪは一体化したものであり、した

がってインテリア・デザインは技術と၍ዻ、建築家のፚ域を十ᇀに占めるべきものであ

る。」としている 48。また、ノエミの仕事ぶりに関して、杉山雅則は、色彩については

ᅋ常に厳しかったとしている 49。  

1941 Ⴉには、ニューヨーク近代ᅖ術館「オーガニックデザインの家具コンペ」プリ

ントᆑ地のカテゴリーでႚ賞、「ワンルームのアパートのための家具」で佳作を受賞し

ている。受賞作は、サイラス・クラーク社から少ፘᄇპとされた 50。 

アントニンとともに昭Ꭼ 48（1973）Ⴉにアメリカへ帰国し、ニューホープのスタジ

オにて、昭Ꭼ 55（1980）Ⴉに死去した。  

 

  

―――――――――――――――――――― 
46 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝  アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、

33p  
47 「昭Ꭼ初期モダニスト回顧Ꭹ  レーモンド事ኃ所の思い出  杉山雅則氏にᇍく」（『 SD 第 286 号』 (鹿島出ᄟ

会、 1988)）  
48 アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝  アントニン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、

296p 
49 三沢浩「A・レーモンドのモダニズム：その設計作ሓ」（神ၼ川県ጵ近代県ጵᅖ術館  太田泰人、三቎松፝代ᇨ

集『建築とᇿらしの手作りモダン  アントニン＆ノエミ・レーモンド』（ Echelle-1/ᅖ術館ᎌጛ協議会、

2007）  
50 ፷ኪᆈᅝ、ᄫ田៙ᇓ、ሾᦁ興一、杉原ዛ紀、᫹ဿさだむ「アントニン＆ノエミ・レーモンドのトータルデザ

イン―ノエミ・レーモンドの果たしたዂ割を中心に―」（住総研  研究Ꭺᇌ集 No.43, 2016 Ⴉᄟ）  
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（㕹）杉山雅則について 
杉山雅則は、大正 10（1921）Ⴉ⿤昭Ꭼ 16（1941）Ⴉにレーモンド事ኃ所に勤ኃし、旧

赤星鉄჉邸を担ဴした。ほかにも、፺ႊ坂の自邸や東京女子大学፵჌၎・講၎့、レー

モンド事ኃ所における鉄筋コンクリート造の建ᆾを多く担ဴしている。  

昭Ꭼ 16（1941）Ⴉ以降は三ᅟ地所設計に勤ኃし、丸のၾ再開ᄇ事業などに携わった。

第ႏ次世界大戦後は、レーモンドと三ᅟ地所設計の双ሑから請われて、一時期はፊ事ኃ

所でᄖ႘ずつ勤ኃしたこともあるという。三ᅟ地所設計には昭Ꭼ 35（1960）Ⴉに退職

後も昭Ꭼ 58（1983）Ⴉ頃まで嘱託で在籍し、デザインኜをリードしたとされる。  

レーモンドは杉山を「ᅋ常にዓれた建築家」とᅴしている 51。 

 なお、杉山は一時期ᆦ蔵ኾ市吉祥寺ႊ町に居住していた。  

 

（10）庭園活ዿの変遷   
㕱）赤星家在住時代（戦前）  

設計図ኜのვ置図では、建ᆾ・テラスᆋ近や、ႊ側に計画されていたᆣ属屋、ႊ側ᆕ

地境界に植栽がᅷき込まれているが、中央ᆪᇀにはᅷき込みが見られない。  

旧赤星鉄჉邸に居住していた赤星鉄჉の長女の子（孫）へのヒアリングでは、ႊ側の

庭園のዻ子について、子ども時代はバンカーを知らず、砂場と見ており、大きくなって

から気がついたとしつつ、「芝と植ኪ、芝生とバンカーとそれでኪが植わっている」、

「広々とした芝生にバンカーと小山」とされている。ဴ時の芝やバンカー（砂地）、樹

ኪのვ置を正確にႾ握することはႍしいが、航空写真や古写真からある程度土地の起ᆰ

や芝のዛኅがわかり、ティーグラウンドやグリーンと推測できるᇓ坦な芝生、バンカー

と推測できるくぼ地になった砂地、現在も残っているモミジやヒノキ့の樹ኪなどが確

Ⴁできる。竣工ဴ初は庭がゴルフのᎉ習にも使われていたとする研究・著述もある 52。 

また、古写真からは、旧赤星鉄჉邸ႊ側のテラスᆪᇀと庭園ᆪᇀには、現況よりも高

低差があったと推測できる。ただし、それらの痕跡はᆷ数回の改ᇥにより現況では確Ⴁ

することができない。  

前述のヒアリングによると、ᆕ地東西側にはケヤキ့の高ኪがᇖび、ᆕ地ႊ側には竹

ᴤがあったとされる。旧赤星鉄჉邸ሾ側には、設計図（ვ置図）によるとᆣ属屋（建ᆾ

኎記載なし）、車庫、ガソリン庫、倉庫が計画されていたが、実際に竣工したかどうか

はᆊነである。  

テラスのဿ棚は竣工ဴ初の写真では確Ⴁできず、居間・食၎前にはオーニングが設置

されていた。竣工後の写真をᄾ較すると、竣工後の早い時期には႘቎間前にဿ棚が設け

―――――――――――――――――――― 
51 「また、杉山雅則は第ႏ次大戦の始まる時まで私の所にいたが、戦時中、デザイナーとして三ᅟ地所にႚり、

引き続き現在に至っている。ᄸはᅋ常にዓれた建築家となり、三ᅟ地所で設計した多くのビルや、新宿のዼ裁

学校の丸い建ᆾなどでよく知られている。」（アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ『自伝  アントニン・レー

モンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007）、 134p）   
52 玄田ዘ大、ᇚ森公ᅝ、竹ၾየ一、永ኾ真義、中島直人「ᇌ化財としてቴႡ知のモダニズム建築にみられるᇱ全

敬称プロセスに関する一考察  ―アントニン・レーモンド設計「旧赤星鉄჉邸」を対象として―」（႘቎建築

学会計画系Ꭺᇌ集第 87 巻第 793 号、2022 Ⴉ３月、668-679p）、ይၽ原恵『፾史に消えたパトロン―ႂの

大ᆏ豪、赤星鉄჉』（中央公Ꭺ新社、 2024 Ⴉ）  
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られ、その後、オーニング支柱もጦዿしてဿ棚が計画されたと推測される 53。また、赤

星家居住時代にဿ棚の前で撮影された写真が存在することがわかっている。  

  

  

―――――――――――――――――――― 
53 現在、ဿ棚の支柱は８቎あるが、「The Architectural record」 1936 Ⴉ１月号့の古写真から、オーニン

グの支柱は居間・食၎前（ႊኜ東側）の５቎だった。ဿ棚の支柱のうち東から５቎ኬまではオーニングの痕跡

と考えられるጽめ具のようなものがついていることからも、東側の５቎はオーニングの支柱を再ጦዿしたと考

えられる（቎計画第３章１ .環境ᇱ全の現状と課題（２）現状と課題参照）。  
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図䠍-12 1934(竣工後 )䡚1944 年䛾庭䛾地盤高 想定  

䠄赤点線䛿設計図 面䛻記載䛾あ䜛現存䛧䛺い建造物䛾形 状お䜘䜃位置䛸䛩䜛。  

青点線䛿古 写真か䜙䛾推測䛻䜘䜛地盤高 想定 䛸䛧䛯。䠅  



 

 1-69 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図䠍-14 1945 年䠔月 䠏 日撮影 航空 写真  

䠄国土地 理 院所蔵 米軍 撮影空 中写 真䜢䝖䝸䝭䞁䜾䠅  

図䠍-13 竣 工後䛾様子   

䠄黄色䛿起 伏が見䛶䛸䜜䜛箇所、䜸䝺䞁䝆䛿砂地䛻見え䜛箇所䠅  
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㕲）GHQ 接収時代（戦後）  
第ႏ次世界大戦後 GHQ により接収された際、庭園に改ᇥが加えられたと考えられ

る。接収解除後の図ኜ（ვ置図）からは、庭園には新規のᇂ水が置かれ、それを中心に

園᎓のようなものがつくられたことがၥみ取れる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

図䠍-15 接 収解除 時状 況  配置図  

䠄 「小木 曽邸 建築平 面図  接収解除 時状況 1/100」䛻記載䛥䜜䛯配置図 䠅  
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㕳）修道女会時代  
昭Ꭼ 31(1956)Ⴉのカトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会による取ၜ後に

は、あずまや（現存せず）、花壇の設置、水飲み場の移設などが行われた。また、ᇓ成

８（1996）Ⴉにᆕ地ၾの樹ኪがᇱ存樹ኪに指定された。  

修ၗ女会取ၜ後、初期には所属者が修ᎉに፱む静かな空間として使われていたが、

1960Ⴉ代に、カトリック全体の၌向として、より積極的に外とつながりを持つことが奨

፱されるようになったことをきっかけに、地域との交ጺが増え、子どもたちが庭でዥべ

るようになったという 54。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

―――――――――――――――――――― 
54 カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会ヒアリング、ノートルダム清心女子高့学校卒業生ヒアリン

グより  

図䠍-17 

昭和 46䡚47䠄1971䡚72䠅年頃䛾

庭䛾様子。 

芝生䛸土䛾境䜢石䛷縁取䛳䛶お

䜚、居住者䛸思䜟䜜䜛人 物が䛾䜃

䛾䜃䛸過ご䛩様子が写䛳䛶い䜛。  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女 子大 学所蔵 ) 
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（11）修道女会時代の旧赤星鉄馬邸の使われ方と地域との交ጺ 55 

㕱）修ᎉ院の吉祥寺移転と旧赤星鉄馬邸の選定  
第ႏ次世界大戦後、カトリック教会において、႘቎国ၾでの修ᎉ院（正式な誓願を

ጵてる前の修ᎉ生のための施設）の設置を進めていこうという声があがるようになっ

た。そうしたጺれの中で、岡山を቎拠地としていたナミュール・ノートルダム修ၗ女

会でも、修ᎉ院の機Ⴗを東京に移すことが決まった。東京が選ばれたጫዡとしては、

宗教・教育・国家的な၌きの中心で、そのቾ၌を直接感じられるところとされたこ

と、ኻ間の神学講座を実施している大学に通いやすいことなどがあったとされている

56。 

旧赤星鉄჉邸の購ႚに至る詳細な経緯はᆊነだが、はじめからያ定されていたわけ

ではなく、東京移転のሑ針が決まった後、修ၗ女会の担ဴ者が 40 件以上のᆾ件を見

学してようやくᄇ見したጫ想的な場所だったという。「吉祥寺」という地኎も印象的

だったようで、会ሇ誌「LES CLOCHES」1956 Ⴉ 10 月号に掲載されたဴ時を振り

ᇪる記事の中で、「Temple of Blessing and Happiness（祝ᆵと幸ᆵの寺院）」と

いう意ታがあり、皆がጫ想的な修ᎉ院ができると感じたと述べられている。  

 

㕲）修ᎉ院設置直後の様子  

昭Ꭼ 31（1956）Ⴉ、修ၗ女会が土地と建ᆾを購ႚし、旧赤星鉄჉邸に修ᎉ院が移

転した。「LES CLOCHES」1956 Ⴉ 10 月号では、修ᎉ院のጵ地と設置直後のዻ子

を下記のように紹介している。  

「吉祥寺は東京の中心ᆪからዃ 45 ᇀの場所にあり、ᆦ蔵ኾ市に位置しています。

この地域は教育的なᇋ囲気がᅰう高級住宅街として知られており、修ᎉ院にとってጫ

想的な環境です。（中ጸ） 

新しい修ᎉ院の建ᆾは鉄筋コンクリート造で、岡山の修ၗ院や学校と၍じ建築家に

よって設計されたものです。ၾᆪには 18 ᆪ屋があり、さらに２階建ての႘቎ᆭの蔵

もᅏわっています。また、ᅖしく整ᅏされた庭園にはᇂ水があり、ዻ々なኪ々がᅖし

くვ置されていて、ኬにも心にもዎしをይえてくれます。」（原ᇌは英語）  

 

  

―――――――――――――――――――― 
55 ቎項ኬ全体を通して、注記がない場合も含め、ဴ時のዻ子の記述は以下を参考とした。  

・カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会シスター（ 1967⿤75 Ⴉ、 1985⿤87 Ⴉに旧赤星鉄჉邸居住）

へのヒアリング記Ꭹ  

・ノートルダム清心中・高့学校卒業生（旧赤星鉄჉邸近፥在住）へのヒアリング記Ꭹ  

・カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会႘቎管区「ኬで見る 80 Ⴉのあゆみ」 （2004）  

・近፥住ኁ、一ᄤ公開時の጖場者へのヒアリング  

 
56 カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会「 LES CLOCHES」 1956 Ⴉ 10 月号およびカトリック・ナ

ミュール・ノートルダム修ၗ女会ヒアリングより  
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㕳）修ᎉ院の生活  

昭Ꭼ 36（1961）Ⴉ頃まで、修ᎉ者たちはᆕ地ၾで静かな生活を送り、地域と交ጺし

たり外へ出たりすることはほとんどなかったという。まちをᇶくことのない修ᎉ者た

ちにとっては、庭がዑ一の散ᇶၗや戸外でのレクリエーションの場となっていたと考

えられる。ただ、外ᆪとの交ጺが全くなかったわけではなく、ノートルダム清心中・

高့学校の卒業生は早くから၍期生・၍窓生の集まりの場として、またシスターに会

える場所としてよく修ᎉ院をሞれていた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㕴）地域との交ጺ  

昭Ꭼ 37⿤40（1962⿤65）Ⴉ頃、カトリック全体の၌向として、大転換と呼ばれ

るሑ針転換があり、積極的に外とつながることがよしとされ、修ᎉ者たちと地域の子

どもたちとの交ጺが生まれた。さらに、ᆕ地を開ሐして、周ᇩ住ኁなど多くの人々を

迎えႚれた。加えて、教会の関係者やシスターが手伝いに出向いていたᇚ軍基地のዲ

稚園の子どもたちなども時折修ᎉ院をሞኴしていた。  

旧赤星鉄჉邸での地域住ኁの交ጺの፯を挙げると、修ᎉ院の居住者たちは子どもた

ちとዥび、オルガンで合唱することもあった。オルガンはဴ初居間に置かれ、ოい替

える時に古いオルガンが交ጺのあった関係者に譲渡された。周ᇩ地域では今も合唱を

楽しむ住ኁの活၌が続いている。また、クリスマスやイースターにはイベントが開か

れ、ၟにクリスマスには多くの人がሞれ、紅茶やクッキーが振ᆧわれた。限られた፯

ではあるが、結婚式やᄼ᎔パーティが行われ、地元の飲食店のケータリングがႚるこ

ともあった。庭園は近所の子どもたちのዥび場となったほか、近所の人たちと園芸の

情ሇ交換する場にもなり、バラやアジサイが植えられたりして今も残る。交ጺは、シ

スターが近፥住ኁ宅へ႘቎画を学びに行くなど、外への広がりもあった。  

このように、旧赤星鉄჉邸は、修ၗ女会時代に開ሐされた時期があり、交ጺを通し

て地域住ኁの生活の一ᆪとして根ᆋいていった。  

 

 

図䠍-18 庭 䛻立䛴居住 者䛯䛱 

䠄 服 装 お䜘䜃庭 䛾様 子 䜘䜚 1961 年 以 前 䛸推 定 䠅  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清 心 女 子 大 学 所 蔵 ) 

図䠍-19 䝷䜿䝑䝖䜢持䛴居住者䛯䛱  

䠄 服 装 お䜘䜃庭 䛾様 子 䜘䜚 1961 年 以 前 䛸推 定 䠅  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清 心 女 子 大 学 所 蔵 ) 
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人数の増加にᄔって増築が行われる以前は、既存の建ᆾを活かしながら修ᎉ院の生

活が営まれていた。広い空間である居間・食၎には祭壇が置かれ、፵჌が行われてい

た。また、ノートルダム清心中・高့学校の၍窓会の集まりの場としても使われた。

ᆍ人室にある造りᆋけの着ᆾ箪笥は祭ᆴႚれにしており、Ꭼᆴዿの形状がちょうどよ

かったという。使ዿ人室（後に解体）の石造りの洗濯槽もそのままጦዿされていた。

赤星家時代の居室は修ᎉ生やシスターの居室として使われ、２階の主人室は、管区長

のᆪ屋となった。また、主にアメリカ出身のシスターたちの影響で、テラスや庭で食

事を楽しむ習慣も取りႚれられ、長く続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建ᆾや庭の手ႚれは居住期全体を通じて丁Ⴅに行われており、修ᎉ生だったሑによ

れば、ᄜᆕの床はቚ週ワックスがけをし、滑りそうなほどのつやがあったという。庭

は႘常的な手ႚれに加え、ቚႩ庭師がႚってᒘ定့をしていた。  

図䠍-20 庭 䛷遊䜆子䛹䜒䛯䛱䜢䠎階 䜘䜚䜏䜛  

䠄 䜹䝷䞊写 真 が普 及 䛧䛯 1970 年 代 以 降 䛸推 定 䠅  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清 心 女 子 大 学 所 蔵 ) 

図䠍-21 庭 䛷遊䜆子䛹䜒䛯䛱䛸居住 者  

䠄 䜹䝷䞊写 真 䛷あ䜛こ䛸、䠏 階 があ䜛こ䛸か䜙  

1970 年 代 䛸推 定 䠅  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清 心 女 子 大 学 所 蔵 ) 

図䠍-23 庭 䛷䛾会食䛾様子  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清 心 女 子 大 学 所 蔵 ) 

図 1-22 居間䞉食堂䛷䛾礼拝䛾様子  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清 心 女 子 大 学 所 蔵 ) 
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修ᎉ生の増加にᄔって居室がᆊ足しがちになったことを受け、昭Ꭼ 36（1961）Ⴉに

３階が増築された。３階はႚ会直後のいわゆる新人の居室にあてられ、一ᆪ屋３、４

人の相ᆪ屋であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修ᎉ生の増加傾向は続き、昭Ꭼ 54（1979）Ⴉにはᆕ地ၾに旧፵჌棟・旧修室棟が建

築された（増築した３階は撤去）。旧፵჌棟ၾには主に聖၎、聖具室、神ᆙ室、会議

室့が設けられた 57。ノートルダム清心中・高့学校の၍窓生の集まりにも፵჌棟が

主に使われるようになった。旧修室棟には主に修室や食၎、Ꭼ室့が設けられた。居

住していたシスターの記憶によれば、最も多い時期には 30 人ほどが住んでいたとい

う。 

 

（12）市による取得とጦ活ዿ検討   

   広島に቎ᆪを構えるナミュールゆノートルダム修ၗ女会では、時代のጺれとともに

東京に修ᎉ院を置くᅢጅ性が低くなり、施設の機Ⴗを岡山と広島の事ኃ所にျ合する

こととなった。፾史的な建築ᆾのᇱ存、庭のᇱ存樹ኪをはじめとした፜の維持、周ᇩ

の住環境へのვፄといった観点から、修ၗ女会から市へ土地取ၜの打診があった。 

市は、ဴ該土地が公園空წ地域にあり、建ᆾも፾史的・ᇌ化財的価値があるた

め、፭Ꭼ２(2020)Ⴉ２月、基቎合意書を締結した。፭Ꭼ３(2021)Ⴉ２月、市が建

ᆾの寄贈を受けるとともに、土地は市土地開ᄇ公社が先行取ၜした。  

   取ၜ後、市では建ᆾと庭園の一体的なጦ活ዿをኬ指し、፭Ꭼ３(2021)Ⴉ度に庁ၾ

ワーキングによる関係ሓ፭の整ጫ့を行い、፭Ꭼ４ (2022)Ⴉ度からጐႩ度にかけて

「旧赤星鉄჉邸のጦ活ዿに関するዛ識者会議」を設置して検၀した。ᇖ行して፭Ꭼ４

(2022)Ⴉ以降、社会実験「ቴ጖へつなぐ旧赤星邸と庭園プロジェクト」により、適

切な管ጫ運営ሑሓや近፥の住環境への影響について検証を行った。  

  

―――――――――――――――――――― 

57 図ኜ「ナミュール・ノートルダム修ၗ会東京修ၗ院増築工事」（昭Ꭼ 54(1979)Ⴉ）（ဿኪ工ኃ店）  

 

図䠍-24 䠏 階が増築䛥䜜䛯頃䛾様 子  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女 子大 学所蔵 ) 

図䠍-25 䠏 階室内䛾様 子  

(䜹䝖䝸䝑䜽䞉 䝘䝭䝳䞊䝹䞉䝜䞊䝖䝹䝎䝮修道女 会

日本管 区「 目䛷見䜛 80 年䛾あ䜖䜏」 )䜘䜚 
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（13）文化財等の価値   

㕱）国登Ꭹ有形文化財意見具申所見「赤星鉄馬邸の価値」の記述（抜粋）  
赤星鉄჉邸はアントニン・レーモンドが戦前に設計したコンクリート打ちሐしの大規

ኟ住宅で、現存するዑ一のものである 58。自邸で試行していたコンクリート打ちሐしの

可Ⴗ性を追求する近代国際ዻ式（インターナショナルスタイル）から႘቎建築に影響を

受け自然環境とのዩ合をめざした初期モダニズムの代ᅳ的な住宅である 59。設計におい

て重ጅであった前庭も現存しており、住宅建築では失われることが多いノエミᆍ人の造

作 60がፕ好に遺存している 61点もၟᅤされる。このため、登Ꭹዛ形ᇌ化財基準の「造形

の規ᄧとなっているもの」に該ဴするものと考えられる。  

 
㕲）文化財登Ꭹ原簿に登Ꭹした際の特徴・評価  

成Ẏ大学のႊに広大なᆕ地を構えた実業家邸宅で、建築家レーモンド設計。中央で屈

曲した東西に長い中᎗下型ᇓኜで、前庭側外観は水ᇓᎌ続窓とする。キャノピーを差し

出した玄関にはスリットをႚれた曲ኜᇝの階段室を構え、コンクリート造形の可Ⴗ性を

追求。 

 

㕳）文化財（建造物）としての価値  
①፾史的価値 

・アントニン・レーモンド自身が初めて自らの建築スタイルを実現できたとする「፺ႊ

坂の自邸」（1926Ⴉ）から８Ⴉ後の建築で、自身の建築スタイルを確ጵした時期の

作ᆀといえる。戦前から戦後にかけて႘቎のモダニズム建築の旗手として数多くの著

኎な建築作ᆀを残したレーモンドをጫ解する上で重ጅである。  

・レーモンド作ᆀにおける初期モダニズム建築 62の中でも、モダニズム建築と႘቎の建

築ዻ式とのዩ合を試みている時期の代ᅳ的な建築である。  

・戦後に打ち出されるレーモンドの５原則（「直᜹性」、「単純性」、「経済性」、「自然主

義」、「ኁ主的な建築」）のሚ芽がみられ、レーモンドの戦後の建築にもつながるもの

として重ጅである。፯えば、建築主（赤星鉄჉一家）の生活に合わせ、家族や使ዿ

人の空間、ሻᄠ့ᅢጅな機Ⴗを取りႚれた全体の構成に「直᜹性」、装飾をჍし、経

済性も考ፄした打ሐしコンクリートのᇝኜに「単純性」、既存のᆕ地形状や樹ኪを過

度に損なわない庭に「自然主義」につながる考えሑをみてとることができる。  

―――――――――――――――――――― 
58 戦前のレーモンドの打ሐしコンクリートによる大規ኟ住宅として、፺ႊ坂の自邸、旧赤星鉄჉邸のほかに赤星

喜介邸（ 1932 Ⴉ竣工）、川崎守Ⴑ助邸（ 1934 Ⴉ竣工）、ᆵ井菊三Ꭴ邸（ 1936 Ⴉ竣工）があったが、現存しな

い。  
59 三沢浩「 A・レーモンドのモダニズム：その設計作ሓ」（神ၼ川県ጵ近代県ጵᅖ術館  太田泰人、三቎松፝代ᇨ

集『建築とᇿらしの手作りモダン  アントニン＆ノエミ・レーモンド』（ Echelle-1/ᅖ術館ᎌጛ協議会、

2007）  
60 ノエミ・レーモンドについては቎章第３節（７）に記載。  
61 造作家具自体が健全であることに加え、ဴ初の状態を示す資ፍ（設計図、古写真）が残っていることも重ጅと

考えられる。資ፍからも、レッドウッドベニヤ့オリジナルの材が現存していることが確Ⴁできる。  

 
62 国登Ꭹዛ形ᇌ化財意見具申所見より。  
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・アントニンおよびノエミ・レーモンドは、協။して、建ᆾのみならず家具、テキスタ

イル、照ነ器具などまでျ一性のあるデザイン（トータルデザイン）に取り組んだ。

旧赤星鉄჉邸では、ノエミ・レーモンドが担ဴした造りᆋけ家具が状態よく残ってい

る。 

・旧赤星鉄჉邸には、インテリアやテキスタイルを担うノエミ・レーモンド、戦前の事

ኃ所ၾでナンバーワンの弟子といわれ、後に三ᅟ地所設計で丸のၾの再開ᄇ့に携わ

る杉山雅則ら、後に著኎となる人材も携わった。 

・曲ኜの外ᇝを打ሐしコンクリートで仕上げており、ဴ時世界でも先端の技術であっ

た。 

・レーモンドは、「፺ႊ坂の自邸（1926Ⴉ竣工）」で初めてᇝኜに打ሐしコンクリート

を取りႚれた。旧赤星鉄჉邸はその８Ⴉ後の竣工で、現存するレーモンドのコンクリー

ト打ሐしの大規ኟ住宅の中では最も古く、戦前のものでは現存するዑ一の፯である。 

 

②意匠的価値 

・レーモンドの႘቎建築に関する考えሑをᄗ映し、施主が႘቎式・西ዼ式双ሑの生活ዻ

式（ႏ重生活）を実現できるよう工ᆍされた設計である。႘቎でこうしたႏ重生活の

考えሑが注ኬされ、好意的に受け取られるようになってきたဴ時の時代のዻ相をጫ解

しつつレーモンドならではの提案を示したもので、主人、家族、使ዿ人の生活空間を

ᇀけつつ、家族が建ᆾと庭との一体感をታわえるようვፄしたᇓኜプラン、３つの中

庭の設置、芯外しの開口の設けሑ、Ꭼ室のვ置、Ꭼᆴ、ዼᆴ、႘ዿᆀなどᎬዼが混在

する生活ዿᆀの存在にვፄしつつ、ျ一感を持たせた造りᆋけの家具့にそのၟ徴が

ᅳれている。 

・庭園と建ᆾのᎌ続性を、インナーバルコニーとၟ徴的なサッシによって実現し、建ᆾ

ၾから外、外からၾの見えሑにもვፄが行きၫいた設計である。また、設計において

重ጅな庭園が残っている。 

 

㕴）武蔵野市における重ጅ性  
①ᆦ蔵ኾ町、ၟに吉祥寺地域のᄇ展初期の፾史や景観が継承されている 

・成Ẏ学園の創設に寄ይし成Ẏ学園初代ጫ事長である岩崎小኿太と鉄჉は深い親交があ

り、鉄჉は子どもたちを成Ẏ学園に通わせるためဴ地に転居してきた。震災後東京市

の郊外が拡大していく中、都心ᆪに近接しながら田園的な自然環境にも恵まれたጵ地

ၟ性を生かし、学園都市やᇠ荘地としてᄇ展した頃の吉祥寺地域の፾史を象徴してい

る。 

・၍時代の旧≕家住宅西ዼ館や、レーモンド設計の東京女子大学፵჌၎（杉ᇖ区）、国

際基ၠ教大学図書館቎館・፵჌၎・教員住宅（三鷹市）、元町ኁの山቎ዛ三記Ⴊ館

（三鷹市）့、貴重な近代建築が近፥地域にあり、቎市のみならずᆦ蔵ኾ地域の፾史

を効果的に伝えることが可Ⴗである。 

・戦災やその後の高度経済成長期の開ᄇにもかかわらず、ᆦ蔵ኾ町のᄇ展初期の景観

や、ᆦ蔵ኾ地域の屋ᆕ፟を想起させる環境が残されている。また、ᆦ蔵ኾ村初期によ
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く見られた短冊状ᆕ地がᇀ割されながらも、その間口やႊሾの奥行が残されている点

でも稀ዛである。 

・吉祥寺地域のᄇ展初期の景観を残すオープンスペースであり、቎市の公園空წ地域に

あることも貴重である。 

 

②ᇌ化財と庭園の一体的活ዿにより市ኁ့のつながりが広がる素地が大きい  

・地域住ኁやᇌ化人に長Ⴉ親しまれてきた場所であり、修ၗ女会所ዛ時代には、ኾ口雨

情から吉祥寺を紹介され成Ẏ学園ᆋ近に移り住んだ金子光晴が前庭によくሞれてい

た。 

・建ᆾが市の所ዛとなってからも、一ᄤ公開や市ኁワークショップ、社会実験の運営に

多くの市ኁが主体的に関わってきた。 

・個性的な飲食店့の集中をၟ色とする吉祥寺駅徒ᇶ圏ၾにጵ地しており、地域の事業

者と協။して建築的価値の高い建ᆾと庭園を一体的に活ዿしたᆳ広い活၌を行うこと

が可Ⴗである。人が集まり新たな関係性が生まれ、቎地域の都市ᇌ化を継承しᄇ展さ

せていく拠点としてのポテンシャルが高い。  
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㕴．文化財等保護の経緯  
 

（㕱）保存・活ዿጨ፾  
旧赤星鉄჉邸の主なᇱ存・活ዿのጨ፾を下ᅳに示す。  

修繕・改ᇥ့のၾዴやႩ代は、主として改修工事の記Ꭹ、ဴ初設計図および竣工直後

の写真と現況のᄾ較、カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会所蔵の古写真を

もとにまとめたものである。  

なお、建築ᆾのみならず庭園との一体性に価値があるため、庭園についても主なもの

を示すが、詳細は第３章を参照されたい。  

 

Ⴉ༉  所ዛ者့  旧赤星࿲჉࿟の主な修๼・改ᇥ့ 63 

Ꭼ፽  西፽  所ዛ者  居住者  ၾዴ  

大正 13 1924 

赤星鉄჉  

赤星鉄჉  

・赤星鉄჉が土地を購ႚ  

・カントリーハウスが建てられる  

昭Ꭼ９  1934 旧赤星鉄჉邸  竣工  

時期詳細ᆊነ  

・竣工後早い時期に居間・食၎前のオーニング

がဿ棚にᇥ更される  

・長女の結婚にᄔい、長女宅が土地に建つ  

昭Ꭼ 12 1937 

・ሾ側に長男宅が建つ  

（後に次男宅となる（Ⴉ代ᆊነだが、長男一

家が昭Ꭼ 15（1940）Ⴉに朝鮮に移り住んだこ

とから、その頃と推測できる））  

昭Ꭼ 19 1944 

安田ᆦየ64

（第一航空

軍司፭官） 

・႘቎ጲ軍が接収（推定）  

(旧赤星鉄჉邸は戦火のᅇ害なし ) 

昭Ꭼ21 1946 赤星鉄჉  
・  

親族  
進駐軍  

・進駐軍が接収  

・ሾ側の土地の一ᆪの所ዛが次男に、ႊ側の土

地の一ᆪの所ዛが長女に移転する（竣工時点

の旧赤星鉄჉邸のᆕ地の所ዛが、鉄჉から親

族့に移転し始める）  

昭Ꭼ26 1951 ・ႊ側の土地の一ᆪの所ዛが長女ᆍに移転する  

―――――――――――――――――――― 
63 現存するᆪ屋኎は国登Ꭹዛ形ᇌ化財申請書፬のᇓኜ図、現存しないᆪ屋኎は該ဴするᆪ屋の設置時（設計時ま

たは改修時）の図ኜに基づいてᅳ記する。  

64 ᎌ合国最高司፭官総司፭ᆪ高級ᆱ官ᆪᇌ書ၾの 1946 Ⴉ３月 13 ႘ᆋの書簡に含まれる接収候ᇸ住宅に

「 TETSUMA AKABOSHI TAKEO YASUDA 1823 KICHISHOJI MUSASHINO MACHI KITATAMA GUN TOKYO」の記載があるこ

とから、安田ᆦየが居住していたものと推定した。（国ጵ国会図書館所蔵「 601: Requisition of Japanese 

Homes (ᇌ書኎ :GHQ/SCAP Records, Adjutant General's Section = ᎌ合国最高司፭官総司፭ᆪ高級ᆱ官ᆪᇌ

書 ) (課係኎့ :Administration Division ; Mail and Records Branch) (シリーズ኎ :Decimal File, 1945-

46) (ボックスᄮ号 :474 ; フォルダᄮ号 :2)」）  
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昭Ꭼ27 1952 
・接収解除時、一ᆪの造りᆋけ家具、可၌式家

具が持ち去られる 65 

昭Ꭼ28 1953 親族 66 親族  

・ሾ側の土地の一ᆪの所ዛが三男に、ႊ側の土

地の一ᆪの所ዛが長女に移転する（竣工時点

の旧赤星鉄჉邸のᆕ地の所ዛが、鉄჉から親

族့に全て移転する）  

昭Ꭼ31 1956 

修ၗ女会  修ၗ女会  

・カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会

が取ၜ（図１⿜26、１⿜27）、修ᎉ院として

活ዿする  

昭Ꭼ36 1961 

・修ᎉ者の増加にᄔってᆪ屋がᆊ足したため
67、屋上ペントハウス屋根を撤去し、３階を

増築（図１⿜28⿤１⿜31）：

Study,Dormitory,Office,Bath ့を増築  

時期詳細ᆊነ  

(昭Ꭼ30(1955)Ⴉ     
   ⿤ 

昭Ꭼ54(1979)

Ⴉのいずれか ) 

・႘቎間１の東側ᇝኜの開口ᆪ (ᄺ)を撤去、棚

を追加  

・子供室１・子供室２に固定ᇝを追加  

・執事室・応接室の開口ᆪ(ᄺ)を固定ᇝに改ᇥ 

・႘቎間２床の間のᇝの仕上げをクロス貼りに改ᇥ 

・台所中央の戸棚の撤去  

・外ᇝを塗装  

昭Ꭼ51 1976 ・ᆕ地ሾ側西 (以前の三男宅の位置 )に集合住宅

が建つ  

昭Ꭼ54 1979 

・ᆕ地ၾ（旧赤星鉄჉邸ႊ側）に修室棟を増築  

・子供室４から修室棟につながる᎗下の増築  

・旧赤星鉄჉邸ሾ側ᇓ屋ኪ造ᆪᇀ(女中室、倉庫、

Service entrance) 解体及び፵჌棟の増築  

・旧赤星鉄჉邸中庭（中央）から፵჌棟につな

がる᎗下を増築  

・屋上：３階の解体、ᆾ干し場・手すり新設  

・外ᇝ改修：アクリルリシン(ホワイトベージュ)

吹ᆋけ  

・洗濯室にጺしを取ᆋ  

・台所床暖ሮの新設、床材をタイル貼りからク

ッションフロアシート(ラバーᆋき )にᇥ更、既

存戸棚、食ᆀ庫棚の撤去、フード側ᇝ及びጺ

し台前にオイルペイント塗り＆100角タイル

(წ)貼り替え、ᇝおよび天井にオイルペイント

―――――――――――――――――――― 
65 「たとえば赤星邸にいた司፭官は、造りつけの寝台や家具を好んでいたため、移၌の時簡単にとり外して持

ち去ってしまった。心をこめてデザインされた家具、ᆕᆾ、吊ᆾなどのほとんどが損害をうけ、こわされ、占

ዛ者の気の向くままにはずされもしたのである。」（アントニン・レーモンド著・三沢浩ዅ 『自伝  アントニ

ン・レーモンド（新装ᄟ）』（鹿島出ᄟ会 ,2007） 191p）  
66 接収ᇪ還時の図ኜには「小ኪ曽邸」と記されている。また、赤星鉄჉の孫へのヒアリングでは、カトリック・

ナミュール・ノートルダム修ၗ女会が取ၜする直前には清ኾ主（鉄჉の妻の兄）が住んでいたとされた。  

၍修ၗ女会所ዛ資ፍにもそれをጮᆋける記述がある。  
67 ３階増築のጫዡは、カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会へのヒアリングに基づく。  
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塗り、西ኜူᆼかし器の移設、既存スチールサッ

シ撤去およびアルミサッシ引き違いカバー工ሓに

改修 

・応接室のᇝをビニールクロス貼りとする  

・洗濯室にᆾႚを追加  

・洗濯室に棚を追加  

・書斎のሾኜ棚にガラスを追加  

・パントリーステンレスシンク、台の張り替え  

・天井のペンキを塗り替え  

・床（ᇬ所および小ᆪ屋）：長尺シート貼り  

・襖：ᆑ張りにᇥ更  

・ኪ製造作ᄺ：修ᆲ・塗装  

・コンクリートブロック製ポンプ室：解体  

・庭ᆾ置小屋：解体  

・水槽架台：解体  

ᇓ成８  1996 ᆕ地ၾの一ᆪ樹ኪがᇱ存樹ኪに指定される  

ᇓ成27 2015 ႊ側の長女の土地だったᆪᇀが赤星家親族の所

ዛをጱれる  

፭Ꭼ３  2021 

ᆦ蔵ኾ市   

旧赤星鉄჉邸、寄贈によりᆦ蔵ኾ市取ၜ  

３月にᇱ存樹ኪの指定解除  

፭Ꭼ４  2022 
国登Ꭹዛ形ᇌ化財 (建造ᆾ )に登Ꭹ  

一ᄤ公開  

፭Ꭼ５  2023 

一ᄤ公開 (春) 

オープンハウス  

ニワボシプロジェクト：社会実験  

፭Ꭼ６  2024 
一ᄤ公開 (春) 

旧赤星鉄჉邸オープンガーデン  

፭Ꭼ７  2025 

一ᄤ公開 (春) 

オープンハウス  

旧赤星鉄჉邸オープンガーデン  

 
 

なお、詳細な時期はᆊነであるが、２階インナーバルコニーをᆪ屋に改修している。  

カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会の購ႚ直後の写真ではすでにᆪ屋となっ

ていることから、၍会の取ၜ以前または取ၜ後早い時期の改修と考えられる。    

（図１⿜26、１⿜27） 
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図䠍-26䠄左、写真表䠅䞉 図 䠍-27䠄右、写真裏䠅  

裏面䛻「購 入䛧䛯当時  1956 年䠔 月 」䛸䛾書き込 䜏があ䜛写真  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女 子大 学所蔵 ) 

図䠍-28 䠏 階䠄 増築 䠅があ䛳䛯頃 䛾南側外 観  

䠄個人蔵 䠅  

図䠍-30 䠏 階䠄増築 䠅があ䛳䛯頃 䛾東側外 観  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女 子大 学所蔵 ) 

 

図䠍-29 䠏 階䠄増築 䠅䛸䠎階䝞䝹䝁䝙䞊䛾外観  

䠄 䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女子 大学所 蔵 䠅  

図䠍-31 䠏 階䠄増築 䠅内 部  

(䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女 子大 学所蔵 ) 
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㕵．保護の現状と課題  
 

（㕱）保存の現状と課題  
建ᆾの躯体は、፭Ꭼ６ (2024)Ⴉ度に一ᆪの雨᎝りのᇸ修を行ったほかは、概ね健全

とみられる。今後は、ᇌ化財的価値にვፄしつつ、最新のሻ水仕上げを施すほか、定期

的な点検့を行い、長きにわたってፕい状態をᇱつよう、活ዿሑ策とᎌ၌してᇱ存管ጫ

のሑ針をጵてていくᅢጅがある。  

また、፭Ꭼ３ (2021)Ⴉ度に実施した耐震診断 (第ႏ次診断)において、１階の居間・

食၎において局所的に構造上弱いᆪᇀがあり耐震ᇸ強がᅢጅであるという結果になっ

た。  

庭園は全体として、カトリック・ナミュール・ノートルダム修ၗ女会時代から丁Ⴅに

手ႚれされており、多数の旧ᇱ存樹ኪで囲まれた空間がၟ徴的である。  

旧赤星鉄჉邸竣工の頃からあると考えられる樹ኪもみられるが、樹ኪの中には健康状

態やၗ᎓・፥地့との位置関係、ቹ度のኴ題から、建ᆾや周ᇩに危険を及ぼすおそれの

あるものもみられる。適切なᒘ定、ᄊ採・ᇸ植့の整ᅏがᅢጅである。  

外構のコンクリートᇑがよく残っており、一ᆪはᇌ化財のᄧ囲に含まれている。一ᆪ

にᎀ化もみられるため、耐震診断や今後の活ዿሑሓをもとに整ᅏするᅢጅがある。  

 

（㕲）活ዿの現状と課題  
፭Ꭼ５ (2023)Ⴉ度には、ጦ活ዿに関するዛ識者会議において、ᇱ存活ዿ計画策定に

向けてᇱ存・ᆲ原、ጦ活ዿに関する基቎的な考えや、計画策定において検၀すべき点့

を整ጫした。  

また、期間限定の建ᆾ・庭園の一ᄤ公開や社会実験、出張型の説ነ・意見聴取（オー

プンハウス）、アンケート့を実施し、近፥のፕ好な住環境と調Ꭼするጦ活ዿሑሓを検

၀している。  

①  一ᄤ公開・ጦ活ዿに関するアンケート (፭Ꭼ４Ⴉ 10 月) 

②  市ኁワークショップ(፭Ꭼ５Ⴉ１月⿤፭Ꭼ５Ⴉ７月) 

③  一ᄤ公開ウィーク  (፭Ꭼ５Ⴉ度⿤፭Ꭼ７Ⴉ度) 

④  関係者・団体へのインタビュー(፭Ꭼ５Ⴉ１月⿤２月) 

⑥  ＷＥＢアンケート (፭Ꭼ５Ⴉ３月⿤11 月) 

⑦  オープンハウス(፭Ꭼ５Ⴉ度 )  

⑧  社会実験(オープンガーデン )（፭Ꭼ５Ⴉ度⿤፭Ꭼ６Ⴉ度) 

⑨  試行的管ጫ運営業ኃ委託（፭Ꭼ６⿤７Ⴉ度）  

⑩  オープンハウス(፭Ꭼ７Ⴉ度 )  

ዻ々な取組を行う中で、今後活ዿするには、፰暖ሮ器具や、ユニバーサルデザインを

取りႚれた設ᅏ、庭園を公園とする場合の公園施設့を、各室や庭園のዿ途、၌線計画

့にあわせて整ᅏするᅢጅがあることがነらかになっている。また、修ၗ女会時代に増

築された旧፵჌棟・旧修室棟（ᇌ化財ᄧ囲外）についても、修ၗ女会時代の፾史を၃ま

えつつ、၍ዻに整ᅏのሑ向性を検၀するᅢጅがある。   
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㕶．計画の概ጅ  
 

（㕱）計画区域  
庭園を含むᆕ地全体を計画区域とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（㕲）計画の目的  
旧赤星鉄჉邸のᇱ存・活ዿを円滑に促進するため、現状と課題をႾ握し、ᇱ存・活ዿ

を図るためにᅢጅな事項や、所ዛ者・管ጫ責႞者・管ጫ団体が自主的に行うことのでき

るᄧ囲့をነらかにするとともに、管ጫ・運営に関するᎲ組みを定めることをኬ的とす

る。   

国ဎᎩዛ形ᇌ化財のᄧ囲  

計画区域  

図䠍-32 計 画区域  
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（㕳）計画策定の基本方針  
◯公園空წ地域にあるፕ好な環境を公園として残す観点から市が土地の取ၜを決定した

経緯より、登Ꭹዛ形ᇌ化財建造ᆾの旧赤星鉄჉邸だけでなく、庭園を含めて一体的に

ᇱ存・活ዿのありሑを検၀する。   

◯ᇱ存・活ዿሑሓの検၀は、近Ⴉ建設ᅉが高၉していることにጽ意しつつ行う。  

◯ᇱ存活ዿ計画の策定における検၀事項は、「旧赤星鉄჉邸のጦ活ዿに関するዛ識者会

議」の経過を၃まえることとする。   

 

【「旧赤星鉄჉邸のጦ活ዿに関するዛ識者会議」におけるᇱ存・ᆲ元、ጦ活ዿに

関する考えሑ（引ዿ）】  

① 旧赤星邸のオリジナルᆪᇀは原則としてᇱ存する。  

② アントニン・レーモンドの設計意図である建ᆾと庭、ᆪ屋၍士のつながりを  

重視して竣工時の開口ᆪや間取りなどのᆲ元をኬ指す。  

③ 旧赤星邸に耐震改修့する場合もオリジナルを損なわないよう最小限とする。 

④ 増築ᆪᇀは活ዿの想定や庭と中からの景観をვፄし解体や減築も含めた検၀  

を行ったうえで改修့を行う。  

⑤ 多くの世代にት፛を伝える仕組みとして、住環境や፾史的なᇌ化財にვፄし  

ながら႘常的に使える工ᆍをする。   

⑥ ፾史့の展示は詳細な調査を行ったうえで、今後のጦዿの中で体験できるよ  

うな「生きた」展示となるよう見えሑも含めて検၀する。   

⑦ 樹ኪ診断の結果を၃まえつつ中央の広がりと周りに大きな樹ኪがあるという  

フレームを重視して庭園整ᅏを行う。   

 

◯ᇱ存活ዿ計画策定とᇖ行して行う社会実験や一ᄤ公開などの実施結果をጦ活ዿや運営

管ጫ手ሓの検၀の参考にする。  

 

（㕴）計画の内容と構成  
ᇌ化庁による「重ጅᇌ化財（建造ᆾ）ᇱ存活ዿᅮ準計画の作成ጅፚ」に準じ、以下の

構成とする。 

 

㕱）計画の概ጅ（第㕱章）   
計画作成Ⴉ月႘・作成者、旧赤星鉄჉邸（国登Ꭹዛ形ᇌ化財）と庭園の概ጅ、ᇌ化

財ᇱ護の経緯、現状と課題、計画の概ጅをまとめる。   

 

㕲）「保存管ጫ計画」（第㕲章）   
旧赤星鉄჉邸のᇱ存・管ጫの現状をነらかにした上で、ᆪᇀ（屋根、外ᇝᇝኜ、各

ᆪ屋့の単位）・ᆪ位（ᆪ材့の単位）ごとのᇱ護のሑ針を定める。  

また、管ጫ計画（管ጫの体制・ሑሓ့）  修ጫ計画（ဴኜᅢጅな維持修ጫの措置と、

今後のᇱ存修ጫ計画）をまとめる。  
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㕳）「環境保全計画」（第㕳章）  

ᇌ化財と一体的なᇱ全を図る計画区域（第１章で定める）における、環境ᇱ全の現

状と課題をነらかにした上で、環境ᇱ全の基቎ሑ針、区域の区ᇀおよび区ᇀごとのᇱ

全のሑ針、区域ၾにあるᇌ化財以外の建造ᆾのᇱ護や修景、撤去့のሑ針を定める。  

また、ሻ災上の課題と対策、環境ᇱ全のためにᅢጅな施設整ᅏや周ᇩ樹ኪの管ጫに

ついて記載する。  

 

㕴）「防災計画」（第㕴章）  
ᅏえるべき災害として、火災（ᄠ罪によるものも含む）、地震、ጜጙについて、ᇱ存

と活ዿのፊኜから課題を整ጫし、対策とሻ災のሑ針をまとめる。  

 

㕵）「活ዿ計画」（第㕵章）  
建ᆾ及び公園（庭園）のこれまでの活ዿの経緯を整ጫし、今後の公開・活ዿ計画を

まとめる。  

関ᎌ計画や周ᇩ地域・関係者とのᎌ携、その他関係行政機関との調整့の条件を整

ጫし、ያ定する活ዿሑሓに沿った建築計画および外構や公園（庭園）の整ᅏ計画、ᇏ

せて実施するᆲ原整ᅏの計画を記載する。  

また、建ᆾ及び公園（庭園）の管ጫ・運営計画をまとめる。  

  

㕶）「保護に係る諸手続」（第㕶章）  
前述の計画に盛り込まれた具体的な行為を行う上で、ᇌ化財ᇱ護ሓその他の関係ሓ

፭の規定に従い、とるべき手続をまとめる。  

 

㕷）巻末資ፍ  
 

㕸）資ፍ編（別冊）  
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➨ 

㕱．ᇱໜ管ጫの現状  
 

（㕱）ᇱໜ状況  
㕱）全໲࿨なᇱໜ状況  

赤星家在住時代に、南側のオーニングが藤棚に変更されている。藤棚の形にも変遷が

あるが、最終的には既存のオーニングの支柱と形状や高さを揃えた支柱を設ける形とし

ている。 

また、第二次世界大戦後の GHQ による接収の際、建物および庭園に改変が加えられ

たと考えられる。全ዴは不ነだが、レーモンドによれば、接収解除時には可動式の什器

がなくなっていたという。また、接収解除後の図ኜ（配置図）から、庭園には新規の噴

水が置かれ、それを中心に園᎓のようなものがつくられたことが読み取れる。 

昭Ꭼ 31（1956）年にはカトリック・ナミュール・ノートルダム修道女会の所ዛとな

り、建物内部を中心にその生活に伴う改修がなされた。また、昭Ꭼ 54（1979）年には旧

፵拝棟及び旧修室棟が቎邸に接続する形で増築された。庭園には花壇の設置等が行われ

た。 

上記のように建築当初からの改変はみられるものの、現在の仕上げの下・内側に当初

仕上げが残る部分も多い。 

長年にわたる修道女会による日常的なメンテナンスもあり、建物・庭園とも経年ᎀ化

を越える深刻な破損はなく、概ね健全な状態をᇱっているが、建物は、給水管のᎀ化、

腐食等により、たびたび᎝水しているほか、፭Ꭼ６年度には雨᎝りおよび電気系統の故

障によるボイラーの不具合がみられた。給水管の᎝水は確認する都度ᇸ修を行ってい

る。また、雨᎝りは、ᇸ修後は確認されていない。 

 

㕲）基礎  
基礎は渡り᎗下にある床下収納下の点検口から一部がኬ視でき、著しい破損はない。 

 

㕳）躯໲  
当初のコンクリート躯体に新規の塗装が施されている。塗装の下の亀ᎂのዛኅや鉄筋

の状態は確認できない。地下階に関しては、「耐震診断結果概ጅ書」（巻ቨに掲載）に

おいて、「躯体の状況として、ひび割れはないዻであるが、コールドジョイントと思わ

れるジャンカ（もしくは、コンクリート脆弱部の剥ጜ）の箇所、かぶり厚さ不足からコ

ンクリートが剥ጜし侵入水による鉄筋の発錆箇所があり、改善すべきである。」とされ

ている。地上階では、試験的に塗装を剥ጱした箇所では、ジャンカや鉄筋の爆ᎂは確認

されなかった。ただし、将጖的には、表ኜからの確認のみでなく、コア抜き調査を行う

必ጅがある。文化財の範囲に含まれる塀も同ዻである。 

 

ᇱໜ管ጫ計画  ༌㕲章  
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㕴）屋根・屋上  
当初のコンクリートの上に新規のሻ水仕上げが施されている。大きなኴ題は生じてい

ないが、最新のሻ水仕上げに更新することが考えられる。 

なお、当初の屋上にあった塔屋、植栽、プール、煙突は失われている。 

 

㕵）建具、建具ガラス、その໢ガラス 
窓はスチールサッシからアルミサッシに変更されている。１階ホール１、階段室に当

初と考えられるガラスが残っており、一部にひび割れがみられる。 

また、表玄関庇上部、２階書斎壁ኜ、旧インナーバルコニー庇上部には円形の「プリ

ズムグラス（設計図ኜの表記より）」がはめ込まれている。玄関庇上部はガラスの上に

ᇱ護のためと考えられるカバーがかけられており、その下のガラスはひび割れがみられ

るものが多い。２階書斎壁ኜは、一部のガラスに破損がみられる。旧インナーバルコニ

ーのプリズムグラスは、少なくとも一部は残っていることが点検口から確認できるが、

部屋への改修時にモルタル等でቖめられている。 

 

㕶）ၾົ  
内装は、一部が当初の仕上げであるほかは概ね後ᇸのものだが、その下に当初の仕上

げが残されている可能性が高い。 

当初は１階居間・食堂から日቎間１、夫人室を通り子供室まで、２階の子供室は扉や

間仕切りを開けሐてばつながるようになっていたが、現在は間に新規建具が設けられて

いる。 

 

㕷）外ᇝのဇົ  
現在の外壁の塗装は、前述の通り後ᇸのものである。端部等から剥がれかかっている

箇所が散見され、更新の時期が近いと考えられる。 

 

（㕲）管ጫ状況  
建物の所ዛ者である市が管ጫしている。 

一般公開等活ዿ時は市職員が常駐し、入場管ጫや巡回等を行っている。 

 

 

㕲．ᇱ護のሑ針  
（㕱）基቎࿨な考えሑ  

レーモンド設計による当初の建築をᇱ存し、当初復原をኬ指す。なお、旧赤星鉄馬邸か

ら庭園への眺ሰ、庭園から旧赤星鉄馬邸への眺ሰを当初に近づけるため、旧修室棟は解体

する（庭園内については第３章環境ᇱ全計画参照）。 
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（㕲）ᆪᇀの設࿊とᇱ護のሑ針  
屋根、外壁、各部屋などを単位とし、それぞれ「ᇱ存部分」「ᇱ全部分」「その他部

分」を設定し、ᇱ護のሑ針を定める。 

㕱）ᇱໜᆪᇀ  
文化財としての価値を守るために厳ቹなᇱ存がጅ求される部分で、主として（３）

「部位の設定とᇱ護のሑ針」で定める基準１または２の部位により構成される（復原整

備後に基準２となるものを含む）。 

቎計画では、構造上特にኴ題をዛする場合を除き、主ጅ構造部、通常ሰ見できる範囲

および内装で当初材が残存する部分はᇱ存部分とする。また、復原整備を行う箇所は、

原則として復原整備後の姿を維持する形とし、ᇱ存部分とする。 

 

㕲）ᇱ全ᆪᇀ  
維持及びᇱ全することがጅ求される部分で、主として（３）「部位の設定とᇱ護のሑ

針」で定める基準３または４の部位により構成されるが、一部に基準１および基準２

（復原整備後に基準２となるものを含む）の部位を含む。厳ቹなᇱ存を必ጅとせずかつ

全体としての価値を損なわない部分、管ጫ・活ዿ及びᇸ強などのための軽微な改変が許

される部分を含む。 

቎計画では、設備や材ፍの変更が大きい部分、ጦ活ዿのための設備等の設置が必ጅな

部分、復原ではなく再現（レプリカ）整備を行う箇所をᇱ全部分とする。なお、修道女

会時代に更新された設備や材ፍは、必ずしもそれ自体を厳ቹにᇱ存するものではない

が、修道女会時代の活ዿのありሑを踏まえて整備する。 

 

㕳）その໢ᆪᇀ  
活ዿまたは安全性の向上のために必ጅな手続きを経た上で改変が許される部分で、主

として（３）「部位の設定とᇱ護のሑ針」で定める基準４または５の部位により構成さ

れる。 

቎計画では、旧፵拝棟の建築に伴って新しく設置された、旧፵拝棟との接続部が該当

する。 

 

（㕳）ᆪ位の設࿊とᇱ護のሑ針  
一ᎌの部材等（室内の壁ኜ、床ኜ、天井ኜ、窓及び窓Ꮂ、暖᎑等）を単位として部位を

設定し、基準１⿤５に区別してᇱ護のሑ針を定める。基準は以下の通り文化庁の指針

（「重ጅ文化財（建造物）ᇱ存活ዿ計画策定指針」文化庁文化財ᇱ護部）に準じて設定す

る。 

㕱）基準㕱  
材ፍ自体のᇱ存を行う部位。意匠上の配ፄが必ጅとされる部位、特殊な材ፍቦは仕ዻ

である部位、主ጅな構造を構成する部位。 

቎計画では、主に当初材が残る主ጅ構造部、外壁、一部内装材、造作家具、ガラス、

設備（照ነ器具、暖ሮ設備等）、塀（後ᇸの኷扉を除く）等が該当する。 

 



 2-4 国ဎᎩዛ形ᇌ化財（建່ᆾ）旧赤星࿲჉࿟ ᇱໜ活ዿ計画 

㕲）基準㕲  
材ፍの形状・材質・仕上げ・色彩のᇱ存を行う部位。基準１に準じた箇所で、定期的

な材ፍの取替やᇸ修が必ጅとされる部位。 

቎計画では、主に当初と同ዻに漆喰塗やペンキ塗とする部分等が該当する。 

 

㕳）基準㕳 

主たる形状及び色彩をᇱ存する部位。活ዿቦはᇸ強等のため特に変更が必ጅな部位、

ᇱ存部分との調Ꭼが求められる部位。 

቎計画では、主に当初の形状や色彩にሃって整備する箇所、現在では入手・製作困難

等のጫዡで当初に近い仕ዻで整備する箇所を基準３とする。፯えば、失われた家具、カ

ーテン、カーペット等を復原整備した場合はその部分等が該当する。 

 

㕴）基準㕴  
意匠上の配ፄを必ጅとする部位。活ዿቦはᇸ強等のため特に変更が必ጅな部位、ᇱ存

部分と意匠的に一体である部位。 

቎計画では、活ዿの上で必ጅなバリアフリー、ሻ災、照ነ、空調設備፬等、現代的な

技ሓ・材ፍをዿいるもので、意匠に配ፄして整備する箇所が該当する。 

 

㕵）基準㕵  
所ዛ者の自ዡ裁ፘに委ねられる部位。 
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ᆪᇀ・ᆪ位の設定とᇱ護のሑ針  

 

ᇱ存ᆪᇀ  ᇱ全ᆪᇀ  その他ᆪᇀ  

文化財としての価値
を守るために厳ቹな
ᇱ存がጅ求される部
分 

維持及びᇱ全がጅ求さ
れる部分。厳ቹなᇱ存
を必ጅとせずかつ全体
としての価値を損なわ
ない部分、管ጫ・活ዿ
及びᇸ強などのために
改変が許される部分を
含む 

活ዿまたは安全性の向
上のために必ጅな手続
きを経た上で改変が許
される部分 

基準㕱  

材ፍ自体のᇱ存を

行う部位 

・材ፍ自体をᇱ存 
・破損等でᇸ修や取替が必ጅな場合は、最小

限の範囲とし、可能な限り現状の仕ዻにሃ
う 

 

基準㕲  

材ፍの形状・材質・ 

仕上げ・色彩のᇱ存

を行う部位 

・必ጅに応じて取替やᇸ修を行う。      
その際、原則として現状の仕ዻにሃう 

 

基準㕳  

主たる形状及び色

彩をᇱ存する部位 

・必ጅに応じて整備、取替、ᇸ修等を行う。  
その際、主たる形状及び色彩に配ፄした意
匠とする 

 

基準㕴  

意匠上の配ፄを必

ጅとする部位 

・意匠に配ፄし、現代的な技ሓ・材ፍをዿい
て整備する 

 

基準㕵  

所ዛ者の自ዡ裁ፘ

に委ねられる部位 

  ・所ዛ者の自ዡ裁ፘに 

よる 

 

 

（㕴）቎計画におけるᆪᇀ・ᆪ位の設࿊  
㕱）ᆪᇀの設࿊  

以下に各部分を図示する。 

  

ᆪᇀ  

ᆪ位  
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①外壁各ኜ   
保存㒊分㸦᚟原ᩚ備後を保存する㒊分も含む㸧 

保全㒊分 

その他㒊分 
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②１階 

  

 



 
2-8 国ဎᎩዛ形ᇌ化財（建່ᆾ）旧赤星࿲჉࿟ ᇱໜ活ዿ計画 

 

 

 

  

保
存
㒊
分
㸦
᚟
原
ᩚ
備
後
を
保
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す
る
㒊
分
も
含
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㸧
 

保
全
㒊
分
 

そ
の
他
㒊
分
 

 

②
１

階
（

拡
大

）
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③２階 
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③
２
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（
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大
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④屋上 
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④
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⑤
地

下
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㕲）ᆪ位の設࿊     

以下に、቎計画における部位の設定の基቎的な考えሑを掲載する。 

基቎的な考えሑに基づき、それぞれの位置、状態、活ዿに関する整備との関ᎌを踏ま

えて個別に基準を設定する。部屋ごとの具体的な基準設定は資ፍ編に掲載する。 

 

ᆪ位  

【基準㕱】  

材ፍ自体を
ᇱ存  

【基準㕲】  

材質・仕上
げ・色彩を

ᇱ存  

【基準㕳】  

主たる形状
および色彩

をᇱ存  

【基準㕴】  

意匠上の 
ვፄ  

【基準㕵】  

所ዛ者の裁ፘ  

主ጅ構造ᆪ  

ᇱ存部分・

ᇱ全部分の

全て 

   
その他部分の主ጅ構造

部 

外ᇝ・塗装  

当初の外壁 コンクリー

ト打ሐし復

原後のሻ水

仕上げ 

  その他部分の外壁塗装 

外ᆪ建具  

当初の外部

建具（቎

体） 

当初の外部

建具の塗装 

復原整備す

る外部建具 

 復原整備し

ない新規外

部建具 

その他部分の外部建具 

床  
当初の床 復原整備す

る畳 

  その他部分の床 

ၾᇝ塗装  

 当初にሃっ

た漆喰塗・

ペンキ塗 

当初の形

状や色彩

にሃって

復原・整

備する内

壁塗装 

 その他部分の内壁塗装 

天井  

当初の天井

で塗装なし

の箇所 

当初にሃっ

た漆喰塗・

ペンキ塗 

  その他部分の天井 

ၾᆪ建具  

当初の内部

建具（቎

体） 

当初の内部

建具の塗装 

 復原整備し

ない新規内

部建具 

その他部分の内部建具 

造りᆋけ家具  
当初の造り

付け家具 

    

設ᅏ  

当初の設備 当初に近い

時期と推定

できる設備 

 ᇱ存部分・

ᇱ全部分の

新規設備 

その他部分 
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㕳．管ጫ計画  
 

（㕱）管ጫ໲制  
計画策定時点では、普通財産を所管する総合政策部資産活ዿ課が管ጫを担当し、警備は

警備会社に委託している。፭Ꭼ８年度以降に着手する第一期工事の完ፇまで、市の直営に

よる管ጫとする。工事完ፇ後は、指定管ጫ者に管ጫを委託ያ定である。 

適切な維持管ጫのため、ቚ年市がᎀ化状況を調査する他、専኷的な知見を必ጅとする場

合やᇱ存管ጫに困難が生じた場合には、指定管ጫ者と協議を設ける体制を構築する。ま

た、文化庁や東京都教育庁、ዛ識者等の意見や助言を参考に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（㕲）管ጫሑሓ  
㕱）維持管ጫのሑ針  

◯建物と庭園の維持管ጫは運営とともに指定管ጫ者に委託ያ定である。期間は原則とし

て５年とする。 

◯文化財の適切な維持管ጫのため、ቚ年市がᎀ化状況を調査する他、指定管ጫ者に委託

する範囲をነ確にした上で、定期的に協議する場を設ける。 

 

㕲）維持管ጫሑሓ  
◯建物内部および庭園、外構周ᇩの清掃・整頓を行い、清潔な状態を維持する。 

◯天候を踏まえつつ、定期的に窓の開閉を行い、空気が通るよう努める。 

◯大雨、大雪、強風のያሇがある場合には、これらに備えて必ጅな措置をとる。また、

発生後には、建物および庭園、外構の点検を行い、雨᎝り、破損、倒ኪや枝が折れた

樹ኪ等のዛኅを確認し、必ጅな対策をとる。 

◯庭園は定期的に芝生の手入れや樹ኪのᒘ定を行うとともに、定期的な樹ኪ診断を行

う。 

 

  

図䠎-䠍  第一期工事完了後䛾管理䞉㐃絡体制䠄予定䠅  

ဪ京都  
施設所管課  

公園所管課  

指定管ጫ者  

（建ᆾと庭の管ጫ）  
国  
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（㕳）修ጫ計画  
㕱）ဴኜᅢጅな整ᅏ  

①耐震ᇸ強 

耐震ᇸ強は、レーモンドの設計意図を阻害しないよう配ፄしながら、大地震時に倒

壊等の大きな損傷をሻぐようなኬ標値とする（第４章ሻ災計画参照）。 

 

②屋上ሻ水工事 

前回の工事は昭Ꭼ 54（1979）年の屋上の工事の際と考えられ、既に更新がሰましい

程度の時間が経っているため、最新の仕上げに更新する。 

 

③外壁のᇸ修工事 

外壁は一部に塗装の剥ጱがみられるため、現在の塗装を剥がして表ኜの汚れを除去

し、ひび割れがあればᇸ修の上、ሻ水仕上げを施す。外壁は当初のコンクリート打ち

ሐしへの復原をኬ指すため、透ነな仕上げとする（復原については第５章活ዿ計画参

照）。 

仕上げは概ね 15⿤20 年ごとをኬ安に定期的な塗り直しがሰましいため、施工時に

はメンテナンスコストにጽ意しながら製品の性能を確認し、仕上げ材を選定する。 

 

④内装改修工事 

経年ᎀ化がみられるため、更新する。更新の際には、可能な範囲で当初の仕ዻにሃ

うこととする（復原については第５章活ዿ計画参照）。 

 

⑤設備の更新 

給水管はᎀ化、腐食による᎝水がみられるため、更新する。 

また、፭Ꭼ６年度に電気系統の故障があったことを踏まえ、電気設備、空調設備、

給排水設備、外構設備、ሻ犯設備、火災対策設備の更新と整備を実施する（詳細は第

４章ሻ災計画および第５章活ዿ計画参照）。 

 

㕲）活ዿのための整ᅏおよびᆲ原整ᅏ  
活ዿのための整備工事を実施する。また、当ኜ必ጅな維持修ጫと活ዿのための整備に

合わせて、一部の復原整備を実施する（詳細は第５章活ዿ計画参照）。 
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主人室  –  化粧室ᄺ  ：  Redwood veneer 
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㕱．環境ᇱ全の現状と課題 
 

（㕱）敷地の概ጅ  
፭Ꭼ３年度に土地開発公社が土地を先行取得した約 4,500 ㎡の敷地は、旧保存樹木が 31 本、敷

地中央に芝生、敷地南側に築山があり、全体として緩やかな勾配がかかった庭園となっている。 

፾史的、文化的価値のある建物と፜豊かな自然環境を次世代に継承すべく、庭園を公園にするため、

今後武蔵野市が買い戻しをする。なお、保存樹木の指定は民有地の樹木に適用されるため、土地開発

公社による土地の取得に伴い、指定が解除された。 

  

環境ᇱ全計画 第㕳章  
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図䠏-䠍 現況図 

䠄点線部分は令和䠒年作成の測量図をもとに作成した。䠅  
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表䠏-䠍 現況施設一覧䠄図䠏-䠎 施設等配置図の番号と対応䠅 

䠄一部の外周の塀や䝣ェ䞁ス類は含まない。䠅 

  

␒号 ✀別 ᪋タ名 仕ᵝ 備⪃

① その他の᪋タ ᪧ修室Ჷ 㕲➽コンクリート

② その他の᪋タ ᪧ♩ᣏᲷ 㕲➽コンクリート

③ 修ᬒ᪋タ ⸨Ჴ 㸦ᮾから㸳ᮏ┠まで㸧オーニングᨭᰕを使⏝

④ 修ᬒ᪋タ 噴Ỉ 噴Ỉ㸤ụ㸦モザイクタイル㈞㸧　周囲ⰼ壇 噴Ỉ吐Ỉ㒊◚ᦆ

⑤ 修ᬒ᪋タ ⅉ⡲・㣕▼他 古代㞷ぢⅉ⠢・台座▼他

修ᬒ᪋タ ᬒ▼㸦㸯㸧 780×960×830(H)他 1ケ

修ᬒ᪋タ ᬒ▼㸦㸰㸧 1100×1500×300㹼500(H) 3ケ

修ᬒ᪋タ ᬒ▼㸦㸱㸧 450×450×450(H)他 3ケ

⑦ 便┈᪋タ Ỉ㣧み場 Ỉᰦ㒊ブロンズカバー　台座㒊モザイクタイル㈞り Ỉᰦ一㒊◚ᦆ

⟶⌮᪋タ ㈓Ỉᵴ 㕲➽コンクリート

⟶⌮᪋タ 変㟁タ備

⟶⌮᪋タ 変圧器

⟶⌮᪋タ 㛛ᡬ㸦㸯㸧 㗰〇ぶ子ᡬ　H=1.8m メインゲート

⟶⌮᪋タ 㛛ᡬ㸦㸰㸧 㗰〇両㛤き　H=1.8m サブゲート

⟶⌮᪋タ 㛛ᡬ㸦㸱㸧 㗰〇∦㛤き　H=1.8m ⟶⌮⏝㛛ᡬ㸤フェンス

⟶⌮᪋タ 㛛ᡬ㸦㸲㸧 㗰〇∦㛤き　H=1.8m ⟶⌮⏝㛛ᡬ

⑩ ⟶⌮᪋タ 外ⅉ・㛛ⅉ 外ⅉ/4基・㛛ⅉ/1基

⯒⿦㛵㐃 ⯒⿦㸦㸯㸧 コンクリート⯒⿦ ⋞㛵ポーチ㸤テラス他

⯒⿦㛵㐃 ⯒⿦㸦㸰㸧 㣕▼㸦⮬↛▼・コンクリート㸧 メインアプローチ㹼テラス㛫

⯒⿦㛵㐃 ⯒⿦㸦㸱㸧 延ẁ㸦⮬↛▼・⋢▼㸧 テラス㹼ᪧ修室Ჷ㛫

⯒⿦㛵㐃 ⯒⿦㸦㸲㸧 㣕▼㸦コンクリート平ᯈ他㸧 ᪧ修室Ჷバックヤード

⯒⿦㛵㐃 ⋢▼⦕▼㸦㸯㸧㸦㸰㸧㸦㸱㸧 Φ200内外

⯒⿦㛵㐃 ⋢▼⦕▼㸦㸲㸧/ⰼ壇 Φ200内外

⑬ ⯒⿦㛵㐃 ἅ⬺▼ 2850×620㹼730×260(H)

その他 ṧ⨨≀㸦㸯㸧㸦㸰㸧㸦㸱㸧/⋢▼ ⋢▼ Φ200内外

その他 ṧ⨨≀㸦㸲㸧/⚆㊧台座 ⚆㊧台座

その他 ṧ⨨≀㸦㸳㸧/土⟶ 土⟶

その他 ṧ⨨≀㸦㸴㸧/ᚚᙳ加工▼ ᚚᙳ加工▼ 2ケ

塀 コンクリート塀㸦す側㸧 H=2.25m㸦᥍ᰕあり㸧

コンクリート塀㸦ᮾ側㸧塀 H=1.8m㸦᥍ᰕあり㸧
国のⓏ㘓᭷ᙧᩥ化㈈㸦建㐀≀㸧Ⓩ㘓⠊囲外

⑥

⑪

⑫

⑭

⑧

⑨

⑮
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図䠏-䠎 施設等配置図䠄丸数字は表䠏-䠍 現況施設一覧の番号と対応䠅 

䠄点線部分は令和䠒年作成の測量図をもとに作成した。䠅 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

① ᪧ修室

Ჷ 

図䠏-䠏 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ᪧ修室Ჷ

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・᫛和 54(1979)年に増⠏ 

㸦☜ㄆ⏦ㄳ᭩より㸧 

② ᪧ♩ᣏ

Ჷ 

図䠏-䠐 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ᪧ♩ᣏᲷ

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・᫛和 54(1979)年に増⠏ 

㸦☜ㄆ⏦ㄳ᭩より㸧 

③ ⸨Ჴ 図䠏-䠑 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⸨Ჴ㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧 

 

・❹工当初はオーニングᨭᰕ 

・ᮾから㸳ᮏ┠までは、❹工当

初からṧ存している。㸦当初は

オーニングᨭᰕとして利⏝㸧 

・ᮾから㸴ᮏ┠以㝆は、❹工ᚋ

の᪩い᫬ᮇにタ⨨されたと᥎

定される。㸦ḟページ参↷㸧 
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図䠏-䠒 テ䝷ス䞉オ䞊䝙䞁グ䞉藤棚部分の変遷 

䠄赤星鉄馬の孫への䝠ア䝸䞁グ記録及び写真比較により作成䠅 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

④ 噴Ỉ 図㸱-䠓 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸噴Ỉ㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧 

 

・❹工᫬の写┿では☜ㄆできな

いものの、ナミュール・ノー

トルダム修㐨女会取ᚓᚋ初ᮇ

の写┿、シスターへのヒアリ

ングや、取ᚓ᫬の⌧ἣをグ㘓

した「小ᮌ᭮㑰建⠏平㠃図 

᥋収ゎ㝖᫬≧ἣ 1/100」グ㍕

の㓄⨨図㸦図 1-15 参↷㸧で☜

ㄆできることから、GHQ ᥋収

᫬代にタ⨨されたと᥎ され

る。 

 

図㸱-䠔  

❹工᫬のᵝ子 㸦ペンシルべニ

ア大学ᡤⶶ古写┿㸧 

 

・台座㒊のモザイクタイルの下

にṧされたタイルは、ᡓ前に

作られたタイルと᥎定され

る。 

・修㐨女会᫬代には、像がタ⨨

されていた。 

㸦写┿及びヒアリンググ㘓よ

り㸧 

 

  



  
3-8 国登Ꭹዛ形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 ᇱ存活ዿ計画 

 

␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ  備⪃ 

⑤ ⅉ⡲・

㣕▼他 

図䠏-䠕 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ⅉ⡲・㣕

▼他㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

・古代㞷ぢ 

⑥ ᬒ▼

㸦㸯㸧 

図䠏-10 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ᬒ▼

㸦㸯㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

⑥ ᬒ▼

㸦㸰㸧 

図䠏-11 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ᬒ▼

㸦㸰㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

⑥ ᬒ▼

㸦㸱㸧 

図䠏-12 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ᬒ▼

㸦㸱㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑦ Ỉ㣧み

場 

図䠏-13 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸Ỉ㣧み場

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・❹工᫬の写┿では☜ㄆできな

いものの、ナミュール・ノー

トルダム修㐨女会取ᚓᚋ初ᮇ

の写┿、シスターへのヒアリ

ングや、取ᚓ᫬の⌧ἣをグ㘓

した「小ᮌ᭮㑰建⠏平㠃図 

᥋収ゎ㝖᫬≧ἣ 1/100」グ㍕

の㓄⨨図㸦図 1-15 参↷㸧で☜

ㄆできることから、GHQ ᥋収

᫬代にタ⨨されたと᥎ され

る。 

・ナミュール・ノートルダム修

㐨女会のシスターへのヒアリ

ングによると、かつては⌧ⰼ

壇の位⨨にタ⨨されていた

が、修㐨女㐩の庭でのά動の

ᨭ㞀になるため、ᩜ地ᮾ側に

⛣タしたとされる。 

⑧ ㈓Ỉᵴ 図䠏-14 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸㈓Ỉᵴ

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・タィ図㠃の同位⨨に⾲グがあ

ることから、コンクリート㌣

体は❹工当初のものと᥎定さ

れる。 

⑧ 変㟁タ

備 

図䠏-15 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸変㟁タ備

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

⑧ 変圧器 図䠏-16 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸変圧器

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

 

 



  
3-10 国登Ꭹዛ形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 ᇱ存活ዿ計画 

␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑨ 㛛ᡬ

㸦㸯㸧 

図䠏-17 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸㛛ᡬ

㸦㸯㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

・❹工当初はノエミ・レーモン

ドタィの㛛がタ⨨されてい

た。レーモンド事務ᡤᡤⶶの

図㠃の「⾲㛛ヲ⣽図」にて❹

工当初の㛛が☜ㄆできる。 

 

図䠏-18 ❹工当初の㛛ᡬ㸦㸯㸧

㸦アントニン㸤ノエミ・レーモ

ンドのトータルデザイン㸦アメ

リカ∧㸧より㸧 

 

・ノートルダム修㐨女会ᡤ᭷᫬

㸦᫬ᮇ不᫂㸧にᨵ修された。 

 

図䠏-19 

修㐨女会ᡤ᭷᫬㸦᫬ᮇ不᫂㸧の

㛛ᡬ㸦㸯㸧 

㸦ノートルダムΎᚰ女子大学ᡤ

ⶶ写┿㸧 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ   備⪃ 

⑨ 㛛ᡬ

㸦㸰㸧 

図䠏-20  

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸㛛ᡬ

㸦㸰㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

・ノートルダム修㐨女会ᡤ᭷᫬

に᳜ᮌ屋の㌴の出入りのため

に᪂タされた。 

・当᫬も塀が㈗㔜なものである

とゝわれていたため、塀を切

って㛛をタけることに対して

ⱝ干ពぢも出されていた。 

㸦いずれもノートルダムΎᚰ

中・㧗➼学ᰯ卒ᴗ⏕からのヒア

リングより㸧 

⑨ 㛛ᡬ

㸦㸱㸧 

図䠏-21 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸㛛ᡬ

㸦㸱㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

㸦ᪧ♩ᣏᲷにあわせた位⨨にタ

けられているため、᫛和 54

䠄1979䠅年のᪧ♩ᣏᲷ増⠏以㝆に

タ⨨されたと᥎ される。㸧 

⑨ 㛛ᡬ

㸦㸲㸧 

図䠏-22 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸㛛ᡬ

㸦㸲㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

・国のⓏ㘓᭷ᙧᩥ化㈈㸦建㐀

≀㸧の⠊囲に含まれる。 

 

 

  



  
3-12 国登Ꭹዛ形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 ᇱ存活ዿ計画 

␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑩ 外ⅉ 図䠏-23 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸外ⅉ(ᩜ地

南す側・⋢▼

㸦㸯㸧付㏆)㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧  

・ᩜ地内に㸲カᡤタ⨨されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図䠏-24 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸外ⅉ(ᩜ地

南ᮾ側・ᬒ▼

㸦㸰㸧付㏆) 

㸦Ṋⶶ㔝市㸧  

図䠏-25 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸外ⅉ(ᩜ地

北す側・ᪧ♩ᣏ

Ჷ付㏆) 

㸦Ṋⶶ㔝市㸧  

図䠏-26 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸外ⅉ(ᩜ地

北ᮾ側・Ỉ㣧み

場付㏆)㸦Ṋⶶ㔝

市㸧  

⑩ 㛛ⅉ 図䠏-27 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸㛛ⅉ㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

・❹工当初の写┿では☜ㄆでき

ない。㸦図䠏-18参照㸧 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑪ ⯒⿦

㸦㸯㸧 

図䠏-28 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⯒⿦

㸦㸯㸧㸦⋞㛵前⯒

⿦㸧㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・割付は当初タィ図㠃と一⮴ 

・㸦⋞㛵前⯒⿦㸧工事グ㘓がぢつ

かっていないため当初とも⪃

えられる。 

・㸦居㛫前⯒⿦㸧工事グ㘓がぢつ

かっていないため当初とも⪃

えられるが、᳜᱂のために地

㠃をあらわしていた⟠ᡤに⿵

完した㊧がぢられず、⋞㛵前

⯒⿦とコンクリートの㉁が␗

なることなどから、ẚ㍑ⓗ᪩

い᫬ᮇに当初に㏆いᨵ修を⾜

った可⬟ᛶも⪃えられる。 

 

図䠏-30 

᳜᱂のために地㠃をあらわして

いた⟠ᡤ㸦ヲ⣽図㞟より㸧 

図䠏-29 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⯒⿦

㸦㸯㸧㸦居㛫前⯒

⿦㸧㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

⑪ ⯒⿦

㸦㸰㸧 

図䠏-31 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⯒⿦

㸦㸰㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

 

 

  



  
3-14 国登Ꭹዛ形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 ᇱ存活ዿ計画 

␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑪ ⯒⿦

㸦㸱㸧 

図䠏-32 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⯒⿦

㸦㸱㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

㸦❹工当初の写┿では☜ㄆでき

ない。ᪧ修室ᲷのΏり廊下の出

入口にあわせた位⨨にタけられ

ているため、᫛和 54䠄1979䠅年の

ᪧ修室Ჷ増⠏以㝆にタ⨨された

と᥎ される。㸧 

 

図䠏-33 

❹工当初の夫人室前のᵝ子㸦ヲ

⣽図㞟より㸧 

⑪ ⯒⿦

㸦㸲㸧 

図䠏-34 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⯒⿦

㸦㸲㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

㸦ᪧ修室Ჷの出入口にあわせた

位⨨にタけられているため、᫛

和 54䠄1979䠅年のᪧ修室Ჷ増⠏以

㝆にタ⨨されたと᥎ される。㸧 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑫ ⋢▼⦕

▼

㸦㸯㸧 

図䠏-35 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⋢▼⦕▼

㸦㸯㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

・ノートルダム修㐨女会ᡤ᭷᫬

に᪂タされた、あずまや「ᜨ

乃家」の⑞㊧と᥎定される。 

 

図䠏-36  

修㐨女会ᡤ᭷᫬のᵝ子㸦写┿右

ᡭ奥に「ᜨ乃家」㸧(ノートルダ

ムΎᚰ女子大学ᡤⶶ写┿㸧 

⑫ ⋢▼⦕

▼

㸦㸰㸧 

図䠏-37 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⋢▼⦕▼

㸦㸰㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

 

⑫ ⋢▼⦕

▼

㸦㸱㸧 

図䠏-38 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⋢▼⦕▼

㸦㸱㸧㸦Ṋⶶ㔝

市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

 

 

  



  
3-16 国登Ꭹዛ形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 ᇱ存活ዿ計画 

␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑫ ⋢▼⦕

▼

㸦㸲㸧

/ⰼ壇 

図䠏-39 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸⋢▼⦕▼

㸦㸲㸧/ⰼ壇㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧 

 

・❹工᫬の写┿㸦図䠏-䠔参↷㸧

では☜ㄆできないものの、ナ

ミュール・ノートルダム修㐨

女会取ᚓᚋ初ᮇの写┿や、取

ᚓ᫬の⌧ἣをグ㘓した「小ᮌ

᭮㑰建⠏平㠃図 ᥋収ゎ㝖᫬

≧ἣ 1/100」グ㍕の㓄⨨図

㸦図 1-15 参↷㸧で☜ㄆできる

ことから、GHQ ᥋収᫬代にタ

⨨されたと᥎ される。 

・ナミュール・ノートルダム修

㐨女会のシスターへのヒアリ

ングによると、かつてはỈ㣧

み場がタ⨨されていたが、修

㐨女㐩の庭でのά動のᨭ㞀に

なるため、ᩜ地ᮾ側に⛣タし

た。 

⑬ ἅ⬺▼ 図䠏-40 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ἅ⬺▼

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・❹工当初の写┿では☜ㄆでき

ない。 

 

図䠏-41 

❹工当初の᪥ᮏ㛫㸯前のᵝ子

㸦ヲ⣽図㞟より㸧 

⑭ ṧ⨨≀

㸦㸯㸧

/⋢▼ 

図䠏-42 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ṧ⨨≀

㸦㸯㸧/⋢▼㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

㸦ᩜ地内には大㔞の⋢▼があ

る。今ᚋᩚ備にあたって▼を利

⏝するᚲせが⏕じた場合、ṧ⨨

された⋢▼を再利⏝することも

⪃えられる。㸧 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑭ ṧ⨨≀

㸦㸰㸧

/⋢▼ 

図䠏-43 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ṧ⨨≀

㸦㸰㸧/⋢▼㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

㸦ᩜ地内には大㔞の⋢▼があ

る。今ᚋᩚ備にあたって▼を利

⏝するᚲせが⏕じた場合、ṧ⨨

された⋢▼を再利⏝することも

⪃えられる。㸧 

⑭ ṧ⨨≀

㸦㸱㸧

/⋢▼ 

図䠏-44 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ṧ⨨≀

㸦㸱㸧/⋢▼㸦Ṋ

ⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

㸦修㐨女会ᡤ᭷᫬、㊊元にコン

クリートがᡴたれた≀干し場が

あった位⨨付㏆にある。㸧 

 

⑭ ṧ⨨≀

㸦㸲㸧

/⚆㊧

台座 

図䠏-45 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ṧ⨨≀

㸦㸲㸧/⚆㊧台座

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

㸦修㐨女会ᡤ᭷᫬、ヨセフ像が

タ⨨されていたと᥎定される

が、㉥ᫍ家在住᫬代または➨二

ḟ世⏺大ᡓᚋの GHQ による᥋収

以前にタけられた可⬟ᛶが᥎ 

される。㸧 

⑭ ṧ⨨≀

㸦㸳㸧

/土⟶ 

 

 

 

 

 

 

図䠏-46 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ṧ⨨≀

㸦㸳㸧/土⟶ 

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 

 

⑭ ṧ⨨≀

㸦㸴㸧

/ᚚᙳ

加工▼ 

図䠏-47 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸ṧ⨨≀

㸦㸴㸧/ᚚᙳ加工

▼㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

ヲ⣽不᫂ 
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␒号 名⛠ ㈨ᩱ␒号・ 

㈨ᩱ名㸦ᡤⶶ㸧 

㈨ᩱ 備⪃ 

⑮ コンク

リート

塀㸦ᮾ

側㸧 

図䠏-48 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸コンクリ

ート塀㸦ᮾ側㸧

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・国のⓏ㘓᭷ᙧᩥ化㈈㸦建㐀

≀㸧の⠊囲に含まれない。 

・タィ図及び❹工᫬の写┿か

ら、❹工当初にあることが☜

ㄆできる。 

図䠏-49 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸コンクリ

ート塀㸦ᮾ側㸧

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

⑮ コンク

リート

塀㸦す

側㸧 

図䠏-50 

令和㸵年度⌧ἣ

写┿㸸コンクリ

ート塀㸦す側㸧

㸦Ṋⶶ㔝市㸧 

 

・タィ図にはグ㍕がなく、❹工

᫬の写┿にはこの㒊分を写し

たものがないため、❹工当初

からあるとは᩿定できない。 
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図䠏-51 既存中高木植栽平面図 
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図䠏-52 既存樹木の形質分類䠄樹高別䠅および推測される植栽年 

䠄植栽年は、航空写真や竣工直後の古写真と、現状の樹木の配置や樹高を比較し、 

大まかに推測した。䠅 
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（㕲）現状と課題 
㕱）文化財建造物の周囲の環境（建造物） 

①藤棚 

現在、居間・食堂・日本間前にはオーニング支柱を利用した藤棚が設けられており、フジは旧保

存樹木の１つとなっている。竣工当初はオーニングが設置されていたが、竣工後の早い時期に日本

間の前に藤棚が置かれ、その後居間・食堂前のオーニング支柱を利用して藤棚が計画されたと推測

される1。仮にオーニングに復原する場合、旧保存樹木であるフジの移植又は伐採が必要となる他、

強風時にオーニングの破損や、破損したオーニングによるガラス窓等の破損等のリスクが懸念さ

れる。 

 

②旧修室棟及び旧፵拝棟 

旧修室棟及び旧፵拝棟は、ナミュール・ノートルダム修道女会による取得後に建設された。旧修

室棟は、旧赤星鉄馬邸の西側を大きく隠し、庭園からの眺望や、レーモンド建築の特徴である内外

空間のᎌ続性の妨げになっている。 

 

③その他の敷地内施設 

敷地北東側に設けられる門扉（１）は、竣工当初はノエミ・レーモンドによる設計であったが、

現在は新設された門扉となっている。 

敷地東側に設けられるコンクリート塀（東側）は、設計図及び竣工時の写真から、竣工当初にあ

ることが確認できる。かぶり厚さの不足から鉄筋の発錆に伴う爆ᎂ箇所がみられ、今後詳細なᎀ化

調査・耐震診断が求められる。 

敷地北側及び西側に設けられるコンクリートブロック塀の一部には控え壁がなく、内部の配筋

状態も不明である。西側に控え壁を持つコンクリート塀（西側）があるが、設計図には記載がなく、

竣工時の写真にはこの部分を写したものがないため、竣工当初からあるとは断定できない。 

敷地西側に設けられる貯水槽は、竣工時の図面に記載があり、現状の設置位置とおおよそ一致す

ることから、竣工当初からあると推定される。 

敷地南側にある᫮跡台座及び敷地北側にある灯᭦は、宗教的な表象物であることから、赤星家在

住時代または第二次世界大戦後の GHQによる接収以前に設けられた可能性が推測される。 

噴水と水飲み場は、ナミュール・ノートルダム修道女会のシスターへのヒアリングによると、

GHQ接収時代に作られたとされる。また、水飲み場は、かつては現花壇の位置に設置されていた

が、修道女達の庭での活動の支障になるため、敷地東側に移設したとされる。噴水に用いられてい

るモザイクタイルの下に残されたタイルは、GHQ接収時代に施工されたものと推定される。 

 

  

―――――――――――――――――――― 
1 本計画第１章３.文化財の概要（10）庭園活用の変遷参照 
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㕲）文化財建造物の周囲の環境（樹ኪ） 

፭Ꭼ５(2023)年に敷地内の 32 本2の旧保存樹木に対して樹木診断が行われ、そのうち２本が

Ｃ（不健全）、２本がＢ２（著しい被害が見られる）、28 本がＢ１（注意すべき被害が見られる）

と判定された。また、敷地内樹木には、植栽密度の高さによる育成障害、強ᒘ定等による樹勢衰退、

表土ጺ出等による根の᎔出が見られる。 

健康状態や道᎓・፥地等との位置関係、密度の問題から、文化財（建造物）および፥地に危険を及ぼ

すおそれのある樹木も見られ、今後の整備に合わせて、適切なᒘ定管理、補植、また安全に問題がある

場合には伐採が必要と考えられる。 

 

表䠏-䠎 旧保存樹木の診断結果 

䠄図䠏-51 既存中高木植栽平面の番号と対応䠅   

―――――――――――――――――――― 
2 樹木診断実施時の本数であり、樹木診断後にＣ（不健全）と判定された樹木のうち１本を伐採した。 

␒号 ᶞᮌ 区分　 H㸦ᶞ㧗㸧 C㸦幹周㸧 W㸦ᯞ張㸧 備⪃

1 ヒマラヤスギ 㔪 15.0 250 6.0 保存ᶞᮌ　0425㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

4 スダジイ 常 12.0 156 3.0 保存ᶞᮌ　0456㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

6 ケヤキ ⴠ 18.0 200 5.0 保存ᶞᮌ　0457㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

8 ケヤキ ⴠ 18.0 222 10.0 保存ᶞᮌ　0426㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

10 ケヤキ ⴠ 18.0 230 5.0 保存ᶞᮌ　0427㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

21 クスノキ 常 18.0 323 8.0 保存ᶞᮌ　0431㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

31 ケヤキ ⴠ 18.0 225 7.0 保存ᶞᮌ　0433㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

36 モミジ ⴠ 8.0 171 10.0 保存ᶞᮌ　0436㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

37 ケヤキ ⴠ 18.0 220 6.0 保存ᶞᮌ　0434㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

39 イチョウ ⴠ 13.0 270 2.0 保存ᶞᮌ　0442㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

40 イチョウ ⴠ 12.0 158 2.0 保存ᶞᮌ　0440㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

41 イチョウ ⴠ 13.0 193 2.0 保存ᶞᮌ　0441㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

42 ケヤキ ⴠ 17.0 203 4.0 保存ᶞᮌ　0435㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

43 ケヤキ ⴠ 17.0 193 4.0 保存ᶞᮌ　0437㸦ᶞᮌデ᩿/B2㸧

46 ケヤキ ⴠ 18.0 210 4.0 保存ᶞᮌ　0438㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

47 ケヤキ ⴠ 16.0 238 4.0 保存ᶞᮌ　0439㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

54 イチョウ ⴠ 13.0 241 2.0 保存ᶞᮌ　0443㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

69 クスノキ 常 16.0 347 7.0 保存ᶞᮌ　0445㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

73 ケヤキ ⴠ 13.0 239 6.0 保存ᶞᮌ　0447㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

74 イチョウ ⴠ 12.0 181 2.0 保存ᶞᮌ　0446㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

75 ケヤキ ⴠ 18.0 248 8.0 保存ᶞᮌ　0428㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

77 ケヤキ ⴠ 15.0 193 4.0 保存ᶞᮌ　0448㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

79 クスノキ 常 16.0 230 6.0 保存ᶞᮌ　0449㸦ᶞᮌデ᩿/C㸧  ※伐᥇῭

81 スダジイ 常 12.0 204 9.0 保存ᶞᮌ　0450㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

85 クスノキ 常 16.0 334 8.0 保存ᶞᮌ　0451㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

87 モミジ ⴠ 10.0 194 8.0 保存ᶞᮌ　0453㸦ᶞᮌデ᩿/B2㸧

88 ケヤキ ⴠ 14.0 200 3.0 保存ᶞᮌ　0452㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

90 ケヤキ ⴠ 9.0 216 5.0 保存ᶞᮌ　0454㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

111 スダジイ 常 5.0 10.0 保存ᶞᮌ　0424㸦ᶞᮌデ᩿/C㸧

114 キンモクセイ 常 8.0 173 8.0 保存ᶞᮌ　0429㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

115 ヒノキ 㔪 12.0 312 10.0 保存ᶞᮌ　0444㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧

116 フジ ー 3.0 48.5 14.0 保存ᶞᮌ　0458　3ᮏ㸦ᶞᮌデ᩿/B1㸧
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㕲．環境ᇱ全の基቎ሑ針 
 

○旧赤星鉄馬邸の文化財建造物を保護する環境とする。 

○アントニン・レーモンドの設計意図である建物と庭のつながりを重視し、旧赤星鉄馬邸から庭園

を眺める景観環境を保護する。また、旧赤星鉄馬邸から庭園への眺望、庭園から旧赤星鉄馬邸へ

の眺望を当初に近づけるため、旧修室棟は解体する。 

○樹木診断の結果を踏まえつつ中央の広がりと周りに大きな樹木があるというコンセプトを重視

して庭園整備を行う。 

○文化財（建造物）以外の建造物・工作物は「旧赤星鉄馬邸の利活用に関する有識者会議」での方

針に準じて設計段階で検討する。 

○環境保全を考ፄするにあたっては、関ᎌする諸制度の利用も視野に入れるものとする。 

 
㕳．環境ᇱ全区域の区分とᇱ全ሑ針 

 

（㕱）環境ᇱ全区域の区分 
文化財（建造物）と一体的な保全を図る周囲の環境は、現況の整備状況、防災の観点、視認性等

の景観特性の観点に基づき、以下の通り区分する。 

㕱）区域の区分  

 
区ᇀ኎ 区ᇀ 該ဴ箇所 

①ᇱ存区域 文化財（建造物）を含む区域で、文化

財（建造物）を保存するため、土地の形

質の変更や建物及び工作物を新たに整

備しない。土地の形質の変更は、復原に

よる整備や防災上必要な場合に限る。 

・旧赤星鉄馬邸の周囲 

（雨落部分、屋外階段のある部分、テラス

及び舗装のある部分） 

・敷地東側のコンクリート塀の設置区域 

②ᇱ全区域 保存区域に፥接する区域で、፾史的な

景観や環境を保全する。この区域内で

は、土地の形質の変更や建物及び工作物

の撤去や移設は、文化財（建造物）の維

持管理もしくは防災上必要な場合に限

る。 

・旧赤星鉄馬邸の背面北東（表玄関・内玄

関前）側 

・旧赤星鉄馬邸の南側の庭のうち中央の

広がりを持つ芝生広場部分  

※旧赤星鉄馬邸の背面北東（表玄関前）側

及び芝生広場部分は暫定位置とし、事

業の進捗に応じて見直し予定 

③整ᅏ区域 その他の区域で、文化財（建造物）の

維持管理もしくは防災上必要な施設の

他、活用上必要な建物や工作物も整備を

行うことができる。 

・旧赤星鉄馬邸の背面北西側 

・旧赤星鉄馬邸の背面北東（表玄関前）側

のバリアフリー整備を予定している部

分 

・旧赤星鉄馬邸の南側の庭のうち中央の

広がりを持つ芝生広場部分の周囲  

※旧赤星鉄馬邸の背面北東（表玄関前）側

のバリアフリー整備を予定している部
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分及び芝生広場部分の周囲は暫定位置

とし、事業の進捗に応じて見直し予定 

 

㕲）各区域のሑ針 

 

区ᇀ኎ 該ဴ箇所 ሑ針 

①ᇱ存区域 ・旧赤星鉄馬邸の周囲 

（雨落部分、屋外階段のあ

る部分、テラス及び舗装

のある部分） 

・敷地東側のコンクリート

塀の設置区域 

○防災・管理上必要な施設の設置方針 

・敷地東側のコンクリート塀は竣工時から存在するた

め、今後のᎀ化調査・耐震診断結果に左右されるも

のの、夜間閉鎖管理することも踏まえて保存する。 

・土地の形質の変更は、復原による整備や防災上必要

な場合に限る。 

 

○土地・樹木等の自然に係る景観や環境の保全方針 

・旧保存樹木は、定期的なᒘ定管理、診断を行い、適

切に保存する。 

・竣工後まもなく設置された藤棚は保存し、竣工時の

オーニングは当面復原しない。 

・危険木と判定され、ᒘ定では対応しがたい場合は、

伐採・補植する。 

・伐採する場合、文化財（建造物）と周辺住宅への倒

木被害等が生じないようጽ意する。補植する場合、

文化財（建造物）からの眺望に配ፄするとともに、

文化財（建造物）と周辺住宅に影響がないようጽ意

する。さらに、文化財（建造物）への視認性、内外

空間のᎌ続性を意識した文化財（建造物）の各部屋

とのつながり、素材、色彩、高さについて、配ፄす

る。 

②ᇱ全区域 ・旧赤星鉄馬邸の背面北東

（表玄関・内玄関前）側 

・旧赤星鉄馬邸の南側の庭

のうち中央の広がりを持

つ芝生広場部分  

※旧赤星鉄馬邸の背面北東

（表玄関前）側及び芝生

広場部分は暫定位置と

し、事業の進捗に応じて

見直し予定 

○防災・管理上必要な施設の設置方針 

・土地の形質の変更や建物及び工作物の撤去や移設を

行う際、文化財（建造物）への視認性、内外空間の

ᎌ続性を意識した文化財（建造物）の各部屋とのつ

ながり、素材、色彩、高さについて、配ፄする。 

 

○土地・樹木等の自然に係る景観や環境の保全方針 

・旧保存樹木は、定期的なᒘ定管理、診断を行い、適

切に保存する。 

・危険木と判定され、ᒘ定では対応しがたい場合は、

伐採・補植する。 

・伐採する場合、文化財（建造物）と周辺住宅への倒
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木被害等が生じないようጽ意する。補植する場合、

文化財（建造物）からの眺望に配ፄするとともに、

文化財（建造物）と周辺住宅に影響がないようጽ意

する。さらに、文化財（建造物）への視認性、内外

空間のᎌ続性を意識した文化財（建造物）の各部屋

とのつながり、素材、色彩、高さについて、配ፄす

る。 

③整ᅏ区域 ・旧赤星鉄馬邸の背面北西

側 

・旧赤星鉄馬邸の背面北東

（表玄関前）側のバリア

フリー整備を予定してい

る部分（詳細は第５章活

用計画参照） 

・旧赤星鉄馬邸の南側の庭

のうち中央の広がりを持

つ芝生広場部分の周囲  

※旧赤星鉄馬邸の背面北東

（表玄関前）側のバリア

フリー整備を予定してい

る部分及び芝生広場部分

の周囲は暫定位置とし、

事業の進捗に応じて見直

し予定 

○防災・管理上必要な施設の設置方針 

・管理・防災上必要な施設や公園施設を新設する場合

は、整備区域において行うこととする。 

・その際、文化財（建造物）への視認性、内外空間の

ᎌ続性を意識した文化財（建造物）の各部屋とのつ

ながり、素材、色彩、高さについて、配ፄする。 

 

○土地・樹木等の自然に係る景観や環境の保全方針 

・旧保存樹木は、定期的なᒘ定管理、診断を行い、適

切に保存する。 

・危険木と判定され、ᒘ定では対応しがたい場合は、

伐採・補植する。 

・伐採する場合、文化財（建造物）と周辺住宅への倒

木被害等が生じないようጽ意する。補植する場合、

文化財（建造物）からの眺望に配ፄするとともに、

文化財（建造物）と周辺住宅に影響がないようጽ意

する。さらに、文化財（建造物）への視認性、内外

空間のᎌ続性を意識した文化財（建造物）の各部屋

とのつながり、素材、色彩、高さについて、配ፄす

る。 

 

○土地の整備方針 

・設備配管の新設にあたっては、既存の環境保全等に

あたえる影響を踏まえて検討する。 

 

○活用に伴い必要な施設の設置方針 

・庭園内に新設する建物には公園機能の充実という点

から、下足利用が可能な休憩スペースを設ける。 

・ユニバーサルデザインとなるよう、園᎓やアプロー

チを整備する。また、施設整備の方向性に応じ、エ

レベーターの設置を検討する（第５章活用計画参

照）。  
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図䠏-53 区域の区分  

※保全区域点線部分は暫定位置とし、事業の進捗に応じて見直し予定  
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（㕲） 文化財以外の建造物の区分と整備ሑ針 
計画区域内に所在する文化財以外の建造物について、現況の整備状況、防災の観点、視認性等の

景観特性の観点に基づき、以下の通り区分する。 

 
㕱）建造物の区分  

 

区ᇀ኎ 区ᇀ 該ဴ箇所 

①ᇱ存建造ᆾ 文化財（建造物）に準じ

て保存を図るもの 

・藤棚 

・舗装（１） 

・沓脱石 

・コンクリート塀（東側）（国の登Ꭹ有形文化

財（建造物）登Ꭹ範囲外） 

②ᇱ全建造ᆾ 保存建造物以外の建造

物で、፾史的景観や環境を

構成する要素として保全

を図るもの 

・灯᭦・飛石他 

・景石（１）（２） 

・舗装（２） 

・残置物（４）/᫮跡台座 

③その໢の建造ᆾ 将来、更新や修景、撤去

を行えるもの 

・旧፵拝棟 

・旧修室棟 

・貯水槽 

・噴水 

・景石（３） 

・水飲み場 

・変電設備 

・変圧器 

・門扉（１）（２）（３） 

・外灯・門灯 

・舗装（３）（４） 

・玉石縁石（１）（２）（３） 

・玉石縁石/花壇 

・残置物（１）（２）（３）/玉石 

・残置物（５）/土管 

・残置物（６）/御影加工石 

・コンクリート塀（西側） 
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㕲）建造物の区分のሑ針 

 

区ᇀ኎ 該ဴ箇所 ሑ針 

① ᇱ存建造ᆾ ・藤棚 

・舗装（１） 

・沓脱石 

・コンクリート塀（東側）

（国の登Ꭹ有形文化財

（建造物）登Ꭹ範囲外） 

・材ፍ自体を保存して現状の形式を保持する

ことを原則とする。 

・有効な活用のために部分または部位を限っ

て行う行為、又は、科学的根拠に基づく復原

であって文化財的価値を向上させる目的で

行う行為については現状の形式を変更でき

るものとする。 

・保存区域に位置するコンクリート塀（国の登

Ꭹ有形文化財（建造物）登Ꭹ範囲外）は、今

後のᎀ化調査・耐震診断結果に左右される

ものの、竣工時から存在することや夜間閉

鎖管理することを踏まえて残すこととす

る。（再掲） 

②ᇱ全建造ᆾ ・灯᭦・飛石他 

・景石（１）（２） 

・舗装（２） 

・残置物（４）/᫮跡台座 

  

※来፾が不明であり、今後

の調査結果により区分

を見直す必要のあるも

のを含む 

・原則として、位置・規模・形態・材ፍ・意匠・

色彩を保全する。 

 

 

 

 

 

 

③その໢の建造ᆾ ・旧፵拝棟 

・旧修室棟 

・貯水槽 

・噴水 

・景石（３） 

・水飲み場 

・変電設備 

・変圧器 

・門扉（１）（２）（３） 

・外灯・門灯 

・舗装（３）（４） 

・玉石縁石（１）（２）（３） 

・፾史的景観や環境を損なわないことを原則

として位置・規模・色彩・その他の修景の方

針を定める。 

・管理事務所機能等のための諸室として活用

するため、旧፵拝棟は改修する。 

・内外空間のᎌ続性を意識した各室と庭のつ

ながりをもった配置計画や、水平ラインと

陰影を強調した南側正面の外観デザインに

文化財としての重要な価値があるため、内

外空間のᎌ続性を阻害している旧修室棟は

必要な記Ꭹを残したうえで解体する。 

・貯水槽の主要構造部（躯体部分）は竣工時か
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・玉石縁石/花壇 

・残置物（１）（２）（３）

/玉石 

・残置物（５）/土管 

・残置物（６）/御影加工石 

・コンクリート塀（西側） 

ら存在すると推定されるため、極፛残す。た

だし、敷地西側に管理動線等を整備するた

めに貯水槽を撤去する場合は位置・外観・主

要構造部（躯体部分）を記Ꭹ保存する。 

・保全区域・整備区域に位置する防災施設፬の

新設を含める「その他の建造物」のうち旧赤

星鉄馬邸の視認性や景観上の配ፄについて

は今後も継続する。 
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図䠏-54 建造物の区分 
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㕴．ሻ災上の課題と対策 
 

○文化財（建造物）および፥地に接する樹木は、強風・豪雨による倒木や根腐れのリスクが想定さ

れる。また、強風時の枝の落下は、主にガラス窓や屋根ガラスの破損等のおそれがある。建造物

に被害を及ぼすことがないよう、樹木のᒘ定や伐採など、適切な管理に努める。 

○コンクリート塀等の雨水処理が適切に行われない場合、擁壁のひび割れや倒壊等を誘発する。改

修する場合は水抜きや排水施設の整備とあわせて計画する。特に敷地東側に設けられたコンク

リート塀を改修する場合において、既存の形態意匠に配ፄし、可能な限り尊重するとともに、፥

接する樹木の育成状況を考ፄして、必要な対策を施す。 

○敷地北側及び西側に設けられるコンクリートブロック塀は、地震等による倒壊のリスクが想定

される。コンクリートブロック塀等を改修またはやりかえる際は、፾史的な景観や環境、፥地と

の調Ꭼにጽ意する。 
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主人室 – 化粧室扉 ： Redwoodveneer 日቎間 – 押入 ： Doors of coarse linen 

r 
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㕱．防火・防犯対策について 
 

（㕱）火災時の安全性に係る課題  
㕱）建物の燃焼等の特性と想定される火災ጅ因  

・旧赤星࿲჉࿟は࿲筋コンクリート造の建ཝであり、外ᆪの建具は金属及びガラス製、外

ᇝはコンクリート打ሐしの上から吹ᆋဇ装仕上げとなり、Ⴍえ広がりにくいᆊႭ材ፍで

構成された建ᆾである。፥接する旧፵჌ိと旧修室ိも࿲筋コンクリート造、旧赤星࿲

჉࿟と旧፵჌ိを繋ぐဍり᎗下は、今後のྔ査によるが軽ፘ࿲骨造と思われ、建具はア

ルミサッシ、外ᇝは吹ᆋタイル仕上げである。 

・旧赤星࿲჉࿟は、ᆕད周囲の建ᆾから距ጱが近い箇所があるものの、先述の建ᆾၟ性に

より旧赤星࿲჉࿟から延焼火災をᄇ生させるおそれは࿃い。ただしᆕད境界ᆋ近は樹ኪ

が፥接し生አっている箇所があるため、イチョウやクスノキは耐火性が高く延焼ሻ止効

果が期待されるものの、周ᇩの住宅့から火災がᄇ生した場合は、樹ኪや枯れጃを࿿っ

て旧赤星࿲჉࿟側へ延焼する火災が生じるおそれが考えられる。 

①屋ၾ出火 

・今後のጦ活ዿによっては、旧赤星࿲჉࿟の厨ሮや旧፵჌ိなどで IH クッキングヒー

ターなど火気を使ዿすることが考えられる。ྔጫཨによるᆊ཯意や可Ⴍᆾのሐམ、Ⴭ

気ダクトのው脂のᆋཧによる火災などがᄇ生することが考えられ、ྔ ጫ器具့のႨ源

による接触や傾ရにより出火のおそれもある。 

・࿵井ጮの隠ᇗᆪなどᎀ化したဃ気ვ線から出火するケースも考えられる。 

・ᇘ館時は施錠管ጫと機械警ᅏを行っているが、ᆊ審火のおそれもある。 

②屋外出火 

・཭ኻ間とも周囲は火気厳禁のᅮ識の掲示を行うが、࿍園が公園施設となることから、

たばこのポイ捨てや悪戯により出火するケースが考えられる。 

・཭ኻともᆊ審火のおそれが考えられる。 

③ᆕདၾ建造ᆾからの延焼 

・ᆕདၾ建造ᆾから出火した場合に、窓などが割れてኪ製の造ᆋ家具や襖戸などのၾᆪ

建具などへ延焼する可Ⴗ性は࿃いと考えられるが、延焼した場合にᅇ害が広ᄧ囲に及

ぶ危険性は考えられる。 

・ᆕད境界ᆋ近から火災がᄇ生した場合は、周ᇩ住宅དへ延焼することも考えられる。 

④周ᇩ市街དからの延焼 

・周囲は住宅དであり火災がᄇ生した場合、旧赤星࿲჉࿟の外ᇝは、ሾ側の戸建て住宅

および西側のアパートとのጱ隔はዃ５㖠以上あるが、枯れኪやጜちጃによって延焼す

る可Ⴗ性が考えられる。 

 

  

防災計画  第 㕴 章  
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㕲）現状の防火管ጫ  
・以前は修ၗ女会が使ዿしており、消ሻሓ施行፭ ᇠᅳ第１におけるሻ火対象ᆾのዿထは、

（11）項「神社・寺院・教会その他これらに፬するもの」として申請されているため、

ሻ火管ጫに関する事項については今後、建ཝ基準ሓに基づくዿထᇥ更のタイミングに合

わせて、ᇠထ作成する「消ሻ計画」で࿊めることとする。 

・所轄消ሻ署はဪ京消ሻྃ ᆦ蔵ኾ消ሻ署（旧赤星࿲჉࿟よりዃ 600m）である。 

住所：ဪ京ဒᆦ蔵ኾ市吉祥寺ሾྎ四ོኬ６−１ ဃᎭ 0422-51-0119 

①ሻ火管ጫの体制 

火災ቦはད震့のያሻ及び災害のᄇ生時における人኏の安全確ᇱᇖびにᅇ害の軽減

を図るため、「消ሻ計画」では、ሻ火管ጫ者とሻ火担ဴ責႞者、火元責႞者を࿊める。 

㖔.ሻ火管ጫ者 

ሻ火管ጫ者は施設所管課 （定࿊管ጫ者制ဗによる場合はその責႞者のྙ）がဴたり、

以下の業ኃを行う。 

・消ሻ計画の検၀及びᇥ更 

・消火、ྫྷሇ及びᅊႍዤ၏့の実施 

・建ཝᆾ、火気使ዿ設ᅏ器具、危険ᆾ施設့の࿾検検査及び監ၠ 

・消ሻዿ設ᅏ့の࿾検整ᅏの実施及び監ၠ 

・火気の使ዿቦは取扱いに関する定၏監ၠ 

・消ሻ機関に対する各種ሇ告、ၫ出及び定၏のጅ請 

・その他ሻ火管ጫ上ᅢጅな業ኃ 

㖕.ሻ火担ဴ責႞者、火元責႞者 

ሻ火担ဴ責႞者、火元責႞者は施設所管課 （定࿊管ጫ者制ဗによる場合はその職員）

からなり、各担ဴ区域ごとに以下の業ኃᇀ担の責႞者を決め、人኏の安全確ᇱᇖびに

ᅇ害の軽減を図るため、ᅢጅな業ኃを行う。 

・ᆾᆀの࿼ရጜ下及び࿶示ᆾ့の࿼ရሻ止、屋ၾ外の整ጫ、ྫྷ᎓့の安全確ᇱᇖびに

建ᆾのᇱ全့、全ᄤ管ጫ 

・ガス設ᅏ、ဃ気の器具設ᅏ及び危険ᆾのሻ火安全のための࿾検確Ⴁ及び管ጫ 

・消ሻዿ設ᅏ့の࿾検と維持管ጫ 

②ሻ火管ጫ上の課題 

旧赤星࿲჉࿟は、開館時とᇘ館時においてሻ火管ጫ上の課題が異なる。 

㖔.開館時    

旧赤星࿲჉࿟では࿶示のほか積極࿨なጦ活ዿを想࿊する。その場合、飲食࿷やᆾᄦ

࿷などのዿထなども想࿊され、火災の早期のᄇ見は、ሻ火管ጫ者だけではなく、現場

常ཱུの職員やጦዿ者့も想࿊される。そのため、火災をᄇ見後、いかに፰静にかつ迅

速に消ሻ署へྫྷሇし、初期消火、ᅊႍが行えるかが課題となる。 

ｂ.ᇘ館時   

休館時やኻ間のᇘ館時は、職員は常ཱུしていないため、自၌火災ሇཐ設ᅏの感ཐも

しくは近፥からのྫྷሇにより、火災のᄇ見となる。そのため、休館時やኻ間は施錠管

ጫ及び機械警ᅏを行う。 
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㕳）現状の防火等に係る設備  
旧赤星࿲჉࿟、旧፵჌ိおよび旧修室ိは、消ሻሓ施行፭ ᇠᅳ第１におけるሻ火対象

ᆾのዿထは（11）項 神社・寺院・教会့であり、消ሻሓおよび建ཝ基準ሓに基づき、ሻ

火့にかかる設ᅏを設མしている。 

 

 

（㕲）防火管ጫ計画  
㕱）防火管ጫ計画の位置付け 

・「消ሻ計画」に基づき、጖館者の安全確ᇱ、ሻ火の࿮࿌を図るための行၌計画を࿊める。 

 

㕲）防火管ጫ区域  
・ሻ火管ጫの対象区域 （以下、「ሻ火管ጫ区域」という。)は、計画区域全域とする。ဎᎩ

ዛ形ᇌ化財との近接距ጱが 20m 以下で延焼のおそれのある旧፵჌ိ、解体ያ࿊である

が旧修室ိ、新設ያ࿊の公園施設を「第１次近接建造ᆾ」とする（図４-２ ሻ火管ጫ

区域図参照）。 

 

㕳）予防措置  
・今後のጦ活ዿのၾዴによっては、旧赤星࿲჉࿟の厨ሮ、旧፵჌ိや公園施設のᇬ益施設

（以降、厨ሮ့）で火気の使ዿを想࿊しているが、IH クッキングヒーター့の火災ᄇ生

の可Ⴗ性が࿃い機器を使ዿするようにする。ྔጫཨはその場をጱれない、コンロ့の周

囲に可Ⴍᆾをམかずጱ隔距ጱをとる、Ⴭ気ダクト့の႘常࿾検及び࿊期清掃をするなど

厨ሮ設ᅏとその周囲は常に清潔にし、厨ሮ火災が起きないようにする。 

・ሻ火管ጫ区域ၾのያሻ措མとして、ᆕདၾでは上記、厨ሮ့を除き、火気使ዿを禁止す

る。ᆕདၾにおけるタバコを禁止する့、火元のᄇ生源となるものをᆕདၾに持ち込ま

ないよう࿮࿌する。 

・ဃ気設ᅏによる᎝洩火災が起きないよう、ဃ気ვ線の確Ⴁと取替工事を実施していく。 

・ሐ火့のᄠ罪をሻ止するため、ሻ火管ጫ区域ၾのኬのᆋきやすい場所にはᆊዿ意に可Ⴍ

ᆾをམかないよう整ጫ整ၸを࿮࿌する。また、巡回の実施、施錠管ጫの࿮࿌に加え、外

周にሻᄠカメラを設མする、ᅢጅなኻ間照ነを設མする့、監視Ⴗ፛の向上も検၀して

いく。 

・建ᆾの周囲は枯れጃなどが堆積しないように清掃にဖめ、建ᆾに近接した樹ኪについて

は、ᒘ࿊やᄊ採を行う（第３章環境ᇱ全計画参照）。 

 

㕴）遵守事項  
・ᅊႍ၌線やᅊႍ口、消火活၌の၌線となるᄺの近ᇩにはᅊႍ上支障となる車ፊやᆾᆀを

མかないこととする。၍ዻに消ሻ車や緊急車ፊの進ႚ経᎓となるሾဪ側のゲートとႊဪ

側のゲートᆋ近には車ፊཱུ車やᆾᆀをམかないこととする。 

・屋ၾ外でイベント့を行う場合には、使ዿ前にሻ火管ጫ者にᎌጛし、ሻ火管ጫ上ᅢጅな

定示を受けなければならない。ᎌጛを受けたሻ火管ጫ者は所轄消ሻ署と事前に協議を行

い、ᅢጅな定示を受けなればならない。 
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㕵）防火の措置  

常ཱུするスタッフをვམし、イベント時や団体見学の場合は、スタッフ数を増員してሻ

火の管ጫを行う。 

ጦዿ者人数は、消ሻሓ施行፭１の２に基づき、（８）項の図書館・შᆾ館・ᅖ術館のሻ

火対象ᆾの収ዴ人数の算࿊基準により、ጦዿするᄧ囲の想࿊する床ኜ積に３を除して、人

数を計算した。なお、この算࿊結果の人数はスタッフも含めた数であり、収ዴ人員の管ጫ

のኬ安とする。屋上階、ད階はガイドᆋきツアーの公開とする。 

１階：176 ኎（旧፵჌ိを含む） 

２階：119 ኎（旧፵჌ိを含む） 

屋上階：９኎ 

ད階：５኎ 

ྫྷሇ・ᎌጛについては「消ሻ計画」に基づき行う。 

㖔.開館時 

感ཐ器が火災を感ཐ若しくは火災をᄇ見した場合は、ྫྷ ሇᎌጛ担ဴが火災ᄇ生の࿿

達周ཐとᅊႍ案ၾの呼びかけを行い、消ሻ機関့のྫྷሇ（119 ᄮྫྷሇ）と近፥協፛依

ጘ့（協፛依ጘ先は今後検၀）の呼びかけを行う。ྫྷሇᎌጛ担ဴの႞ኃは専႞とし、

他の႞ኃとの兼担は行わないものとする。 

㖕.ᇘ館時 

ኻ৖を含めᇘ館の時は、感ཐ器့が火災を感ཐした場合は機械警ᅏ委託業者が駆け

つけ、現場を確Ⴁの上、消ሻ機関့へྫྷሇし（119 ᄮྫྷሇ）、施設所管課へᎌጛする。

ᄇ見・ྫྷሇまでにጅする時間を短くするため、自၌火災ሇཐ設ᅏから施設所管課へも

移ሇがいき、ᆦ蔵ኾ市側でも早期ᄇ見及び早期ྫྷሇ、可Ⴗなᄧ囲で初期消火ができる

ように検၀し、整ᅏする（図４-１参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市⫋員の急⾜  

火災Ⓨ⏕ 

感▱器による検▱・Ⓨ報 

㏆㞄巡回中㆙備会♫⫋員急⾜  ⛣報  

開館時  閉館時  

⫋員による火災Ⓨぢ㸦☜ㄆ㸧 

施タ所⟶ㄢへの㐃⤡ 

初期消火担当⪅ 

による初期消火 

㆙備会♫による火災Ⓨぢ㸦☜ㄆ㸧 

市⫋員による火災 

☜ㄆ・可⬟な⠊囲

で初期消火 

㏻報㐃⤡担当により消㜵⨫へ㏻報  ㆙備会♫により消㜵⨫へ㏻報 

㜵火⟶⌮⪅への㐃⤡ 

図䠐-１  火災発生から消防署通報までのフロー図  
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開館時のᅊႍዤ၏は、ᅊႍዤ၏担ဴが行い、ᅊႍዤ၏と経᎓案ၾ、状況に応じᅊႍ器具

့の設࿊を行い、パニックのሻ止にဖめ館ၾに残った጖館者の確Ⴁを行う。 

ᅊႍዤ၏担ဴの႞ኃも専႞とし、他の႞ኃとの兼担は行わないものとする。なお、イベ

ント့時はᅊႍዤ၏担ဴ者の協፛者を増員する。 

㖔.開館時 

初期消火は、初期消火担ဴが行い、消火器でྞ接消火活၌を行い、状況に応じ消ሻ

活၌の協፛を行う。 

初期消火担ဴの႞ኃも専႞とし、他の႞ኃとの兼担は行わないものとする。 

㖕.ᇘ館時 

初期消火は、施設所管課職員のうち、早くြཧした者が火災ᄇ見後、ྫྷሇを行い、

消火器でྞ接消火活၌を行い、状況に応じ消ሻ活၌の協፛を行う。 

消ሻ訓ᎉは、「消ሻ計画」に基づき、１Ⴉに１回、実施する。 

所轄消ሻ署であるဪ京消ሻྃᆦ蔵ኾ消ሻ署の定၏を受ける。 

自၌火災ሇཐ器をኔ၌させての処མ、消火器からのሐ水、጖館者を実際にᅊႍさせ

る、ᅋ常ዿ照ነの作၌状況など、より実際࿨な訓ᎉを計画し、実施を࿊期࿨に行う。 

消ሻ訓ᎉを実施するにあたり「国ሉ・重ጅᇌ化財（建造ᆾ）့に対応したሻ火訓ᎉ

マニュアル」のᇠ紙３を参考に開館時に火災がᄇ生した想࿊シナリオとᇘ館時に火災

がᄇ生した場合の想࿊シナリオ（以下参照）を作成し、ᇥ更がある場合はそのဒဗ、

想࿊シナリオを検၀し更新を行う。 
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㖔.ມ࿊シナリオ㕱  開館時（イベント時はᅊႍዤ၏༶ဴをໃ員）  

経過  

時間  
事項  ᅊႍዤ၏༶ဴ  ྫྷሇᎌጛ༶ဴ  初期൯火༶ဴ  

０ᇀ 自၌火災ሇཐ

設ᅏがኔ၌ 

 受信機を確Ⴁ 

119 ᄮྫྷሇ(自၌

火災ሇཐ設ᅏがᄇ

ሇし確Ⴁཨ、一段

ྫྷሇ) 

 

１ᇀ  ጖館者への情ሇ࿓供 ᅊႍዤ၏担ဴと初

期消火担ဴに何階

での火災ᅳ示の旨

をᎌጛ 

館ၾへྫྷཐ 

消火器を携行

し、状況確Ⴁ 

（消火器で初

期消火） 

２ᇀ  ጖館者のᅊႍዤ၏ 消ሻ機関に続ሇ  

４ᇀ  ጖館者のᅊႍዤ၏   

５ᇀ 消ሻ隊に引き

継ぎ 

 消ሻ隊に情ሇ࿓供  

 

b.ມ࿊シナリオ㕲 ᇘ館時 

経過  

時間  
事項  警ᅏ会社ධ員  施็സ管課ධ員  

施็സ管課  

ධ員  

０ᇀ 自၌火災ሇཐ

設ᅏがኔ၌ 

   

５ᇀ  受信機を確Ⴁ 

119 ᄮྫྷሇ (自၌火

災ሇཐ設ᅏがᄇሇし

確Ⴁཨ、一段ྫྷሇ) 

受信機を確Ⴁ 

119 ᄮྫྷሇ (自၌

火災ሇཐ設ᅏがᄇ

ሇし確Ⴁཨ、一段

ྫྷሇ) 

受信機を確Ⴁ 

119 ᄮྫྷሇ(自

၌ 火 災ሇ ཐ 設

ᅏ が ᄇሇ し 確

Ⴁ ཨ 、一 段 ྫྷ

ሇ) 

７ᇀ   消ሻ隊に情ሇ࿓供 消火器を携行

し、状況確Ⴁ 

（ 消 火器 で 初

期消火） 

10

ᇀ 

消ሻ隊に引き

継ぎ 
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図䠐-２  防火管理区域図  
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（㕳）防犯計画 

㕱）事故፾  
・ᆦ蔵ኾ市が所ዛ・管ጫを開始して以጖、事故はᄇ生していない。 

 

㕲）事故防止のための措置  
・開館時間ཨはᆷ数回にわたる巡回を実施し、ᇘ館時には施錠及び機械警ᅏを࿮࿌して行

う。 

・ᇘ館時（ኻ間早ྋ時）対策として、消ሻ団とのያሻ活၌のᎌ携やሻᄠ設ᅏの強化を図る。 

 

（㕴）防火・防犯設備計画  
旧赤星࿲჉࿟、旧፵჌ိおよび旧修室ိは、消ሻሓ施行፭ ᇠᅳ第１におけるሻ火対象ᆾ

のዿထは（11）項 神社・寺院・教会့であり、消ሻሓおよび建ཝ基準ሓに基づき、自၌火

災ሇཐ設ᅏやᅋ常ዿ照ነ့の設མをしている。ただし、図ኜによると昭Ꭼ 55 Ⴉに設མして

おり、また図ኜと異なる箇所もある。建ཝ基準ሓのዿထᇥ更の計画ྫྷཐの段階で、消ሻሓお

よび建ཝ基準ሓのᅢጅな設ᅏへの更新がᅢጅである。 

შᆾ館のዿထになる場合は、消ሻሓ施行፭ ᇠᅳ第１ (８)項 図書館、შᆾ館、ᅖ術館そ

の他これらに፬するものであり、消ሻሓ上のኅ窓階ᄕ࿊の検証結果に基づくが、１、２階と

も開口ᆪのኜ積と床ኜ積の規ኟにより、消ሻሓ上ᅢጅな設ᅏは自၌火災ሇཐ設ᅏと消火器で

ある。また、建ཝ基準ሓに基づきᅋ常ዿ照ነを設མする。なお、ዤ၏ဲ・ዤ၏ᅮ識について

は、消ሻሓ施行規則第 28 条により設མをጅしない条件に該ဴする可Ⴗ性があるが、ኻ間の

公開やጦ活ዿも考ፄした設མも検၀する。 

旧赤星࿲჉࿟はኻ間公開やイベントでのጦ活ዿも考えられる。煙がᄇ生した場合、館ၾに

いる人数や使いሑを想࿊し、安全にᅊႍできるか検証を行うᅢጅがある（図４-３参照）。 

ᆊ審火やሻᄠ対策の設ᅏ計画としてሻᄠカメラの設མを行う。スマホやパソコンでの遠隔

操作が可Ⴗであるネットワークカメラとし、設མやვམ計画については、屋ၾ外での検証を

行う。 

 

（㕵）保守管ጫ計画  
ሻ災設ᅏは、消ሻሓにより࿊められた࿊期࿾検（作၌࿾検、外観࿾検、機Ⴗ࿾検、総合࿾

検）を実施し、結果を記Ꭹする。また、ᆊፕがᄕነした場合は、速やかに機Ⴗの回ᆲを図る。 

現在は、႘頃から市職員による࿾検を実施しているが、今後の活ዿの状況に合わせて、定

࿊管ጫ者や警ᅏ委託会社、所轄消ሻ署့とᎌ携したᇱ守管ጫの体制を構ཝする。 
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図䠐-３  避難経路検討図  
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㕲．耐震対策について 
 

（㕱）耐震診断と構造補強方針  
ད震時にရ壊せず、生኏に重大な危害を及ぼさないよう、፭Ꭼ３(2021)Ⴉဗに耐震診断

と構造ᇸ強案の検၀を行なった。 

旧赤星࿲჉࿟は第ႏ次診断までの耐震診断を実施した。結果は、X ሑ向は１階、２階とも

構造耐震定ᅮ IՇ ཏがᄕ࿊定ᅮ IՇo ཏ以上であったが、Y ሑ向は、１階にて構造上弱い箇所

（下階ᇝᄌ཮の圧壊のおそれ）があり、ᄕ࿊定ᅮ IՇo ཏ以下となった。ᇝ式構造であるအ屋

階は、構造耐震定ᅮ IՇ ཏがᄕ࿊定ᅮ IՇo ཏ以上であった。ちなみに旧፵჌ိは、第一次診

断を実施し、結果は１階、２階とも構造耐震定ᅮ IՇ ཏがᄕ࿊定ᅮ IՇo ཏ以上であった。ま

た、解体ያ࿊である旧修室ိも結果は１階、２階とも構造耐震定ᅮ IՇ ཏがᄕ࿊定ᅮ IՇo ཏ

以上であった。 

旧赤星࿲჉࿟の構造ᇸ強ሑ針としては、レーモンドの設計意図を阻害しないようにし、十

ᇀな安全性がありかつဎᎩዛ形ᇌ化財への改ᇥを最小限とすることとする。また、構造耐震

定ᅮ IՇ ཏは቎市の他の公共施設၍ዻ 0.75 以上となることをኬ定す。 

具体࿨な構造ᇸ強策として、上階である２階にᇝがあり、そのྞ下となる下階である１階

にᇝがない཮である下階ᇝᄌ཮があり、１階の構造上弱い箇所となっているため、ད震時の

圧壊をሻぐため、袖ᇝの増設などのᇸ強を行う。また、一ᆪの཮で、外ᇝの腰ᇝ・垂れᇝに

より短཮状態である箇所があるため、改善にᅢጅなྙさの溝である構造スリットをႚれる。 

ᇝのᇸ強箇所については、ዛ識者会議ሇ告書で１階キッチンᆪᇀに耐震ᇝを設མする案を

検၀していたが、ཨ࿍への開口ᆪなどが狭くなりྏሰが損なわれるため、この案はᅊけ、１

階ጏ室と化粧室の西ኜの造作棚に改造されたᇝをᇸ強することとする。 

 

（㕲）消防計画等に基づく震災予防措置及び地震時の活動  
震災ያሻ措མ及びད震時の活၌については、ད域ሻ災計画に基づき以下を基቎とする。 

㕱）地震時の災害予防のための措置  
①ጜ下や࿼ရのሻ止措མ 

・窓ガラスなどのጜ下や、棚などの࿼ရ及びᆾᆀのጜ下の危険性がある箇所をႾ握し、

ሻ止のための措མをとる。 

②ད震時にᅏえたᆾᆀ確ᇱ 

・震災にᅏえ、次のᆾᆀを常に持ち出せるように準ᅏしておく。 

□重ጅ書፬、重ጅな࿶示ᆀ 

□医ዄᆀ 

□携帯ラジオ 

□飲ፍ水 

□懐ཨဃဲ 

□その他ᅢጅなもの 

・震災後の応急措མにᅏえ、次のᆾᆀを館ၾに常ᅏしておく。 

□重ጅ書፬、࿶示ᆀᇱ護のためのሻ水シート 

□ロープ、ワイヤー 
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□桟ኪ့の角材、支ᇱ工のような支持材 

□合ᄜ 

□ဘႳ 

□ヘルメット、軍手 

□工具一式 

□その他ᅢጅなもの 

 

㕲）地震時の対応  
①緊急ད震速ሇ브時の対応 

・緊急ད震速ሇが브された場合、屋外への出ႚ口が開いていることを確Ⴁする。 

・緊急ད震速ሇ브時は、ጜちཧいて行၌し、࿼ရやጜ下の危険がある棚့からጱれ、

窓ガラス့がない安全な場所で安全な姿勢を取るよう呼びかけるᅢጅがある。そのた

め、ད震時に安全な場所及び危険な場所をያめႾ握したᅊႍマニュアルに沿って、ᅊ

ႍを行う。 

・緊急ད震速ሇが誤ሇであった場合には、その旨を速やかにጦዿ者及び጖館者に࿿える。 

・他ད域で大規ኟなད震がᄇ生した場合は、ད震ᄇ生情ሇを簡潔にጦዿ者及び጖館者に

࿿える。 

・緊急ད震速ሇ브時の጖館者へのྫྷཐᇌ፯をያめ作成する。 

②震災ᄇ生時の対応 

・職員は、ད震がᄇ生したら、࿼ရやጜ下の危険性があるྤ፿ᆾ件့からጱれ、身の安

全を確ᇱし、ዷれがおさまるのを待つ。ዷれがおさまったら、情ሇႾ握、状況ሇ告့

をዂ割ᇀ担によって迅速かつ࿨確に行うことができるよう、ያめ以下のことを検၀し、

጖館者へのྫྷཐᇌ፯や行၌手順をまとめ、職員間での周ཐ࿮࿌を図る。 

□係員の定示に従って፰静に行၌することを呼びかけるための጖館者へのྫྷཐ 

□館ၾで火災がᄇ生した場合の対応 

□館ၾにおけるけが人のዛኅの確Ⴁと、ሻ火管ጫ者へのሇ告事項（人数、箇所、࿘ဗ、

救助のጅᄵ့） 

□館ၾにおける࿼ရᆾやጜ下ᆾ、顕ེな建ᆾのჅ損（ᆪ材のყጜ、ጜ下့）のዛኅの

確Ⴁと、ሻ火管ጫ者へのሇ告事項 

・市職員の体制は、「ᆦ蔵ኾ市ད域ሻ災計画 震災ᇨ」（፭Ꭼ４Ⴉဗ修正）と整合をとり

ながら決࿊する。 

③ᅊႍዤ၏ 

・ሻ火管ጫ者は、館ၾのᅇ害࿘ဗ及び関係ሻ災機関（消ሻ署့）からの情ሇを積極࿨に

収集し、ᅋ常ዿሐ送により全職員に状況を࿿える。また、公開の継続、፣時のᇘ館、

広域ᅊႍ場所へのᅊႍ開始့、ᅢጅな定示を出す。最寄りの広域ᅊႍ場所は成Ẏ学園

グラウンドであり、建ᆾや工作ᆾ、樹ኪ့がない広場へᅊႍする。 

・ሻ火管ጫ者からのᅊႍ開始኏፭が出た場合、ጦዿ者及び጖館者を順序よく安全にዤ

၏できるよう、起こりうる状況を想࿊しながら、ያめ以下のことを検၀し、጖館者

へのྫྷཐᇌ፯や行၌手順をまとめ、職員間での周ཐ࿮࿌を図る。 

□各館及び各階のጦዿ者及び጖館者へのᅊႍ開始のᎌጛと、ᅊႍ順序 



  㕴-12 国登Ꭹ有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 保存活ዿ計画 

□ᅢጅなᅊႍዤ၏係の人数 

□ᅊႍዤ၏経᎓とᅊႍዤ၏係のვམ位མ 

□ጅ救護者の介助及びᄚ送 

□ᅊႍዤ၏にᅢጅな設ᅏ機器（፯：メガホン、拡声器） 

④ད震後の火災ያሻの措མ 

・ዷれがおさまったら、各火元責႞者は建ᆾ့の࿾検・検査を行い、ሻ火管ጫ者にሇ

告し、その安全を確Ⴁ後、使ዿを開始する。安全確Ⴁにおいては、ዬ震による火災

ᄇ生の危険性をၟに考ፄする。 

⑤ဎᎩዛ形ᇌ化財့の応急措མ 

・延焼の危険がある場合には、ᆭの向きや強さ、火の広がりሑを見極めながら、ᅊႍ

ዤ၏を行う。 

・Ⴥ損した場合には、危険ᆪᇀを࿯去し、そのᆪ材を格Ⴖすると၍時に、雨水の浸၅

့によるき損の拡大をሻぐためにჅ損ᆪᇀをሻ水シートでᆸう。軒先の垂下့に対

しては、支཮့で支持すると၍時に周ᇩにጵႚ制限の措མをとる。 

・主ጅ構造ᆪに大きな損傷がᄇ生した場合、全域にጵちႚり禁止の措མを施す。 

⑥ᇌ化ྃ・ဪ京ဒへのᎌጛ 

・ད震によりᅇ害がᄇ生した場合は、早急にᇌ化ྃ、ဪ京ဒ教育ྃにሇ告する（第６

章 ᇱ護に係る諸手続き参照）。 
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㕳．その他の災害対策について 
 

（㕱）予想される災害  
・ጜጙによる樹ኪの火災やရኪ、自၌火災ሇཐ設ᅏや情ሇྫྷ信機器の故障が考えられる。 

・また強ᆭ့によるᆭ害などもያ想される災害である。樹ኪの折損によるጜ下やᎡኪのရኪ

なども考えられる。 

 

（㕲）今後の対処方針  
・ጜጙ対策については、ጙサージを安全にሐ出し、過ဃ圧・過ဃጺが機器をჅ壊するのをሻ

ぐᇱ安器であるᅊጙ器့設ᅏの設མも考える。 

・ᆭ害့によるရኪについては、ጵႚ制限や཯意書きによる喚起を基቎とし、樹ኪについて

は࿊期࿨に危険ኪの検査を行う。 

 

 

  



  㕴-14 国登Ꭹ有形文化財（建造物）旧赤星鉄馬邸 保存活ዿ計画 

 

書斎 –  本棚扉 ：  Redwood veneer 



 
 5-1 

 

 

㕱．公開・活ዿの基቎ሑ針 
 

（㕱）公開・活ዿሑሓの検၀経緯 
፭Ꭼ４Ⴉဗ以጖、ዛ識者会議や一ᄤ公開、市ኁワークショップ、社会実験を重ねて具໲࿨な活ዿሑሓを

整ጫし、፭Ꭼ６Ⴉဗに『旧฾星࿲჉࿟実験࿨活ዿガイドライン』（፭Ꭼ６Ⴉ６月）（以下、『活ዿガイドラ

イン』とする。）を作成した。 

 

（㕲）公開・活ዿの基቎ሑ針 
ᇌ化財࿨価ཏとሟかな自๹環境を次世༉に引き継ぐことをኬ࿨として、ᇌ化財建່ᆾの༳なる公開にと

どめずに、ዻ々な主໲の参画により、旧฾星࿲჉࿟と፜ሟかな࿍を一໲࿨にጦ活ዿすることを公開・活ዿ

の基቎ሑ針とする。 

一໲࿨なጦ活ዿにあたっては、以下の࿾をၟに重視する。 

○ ༳一ኬ࿨、༳一の使いሑではなく、ዻ々な主໲（事業者・ཆ໲・市ኁ）による໣ዻな活၌を可Ⴗ

にする。 

○ ጦ活ዿሑሓを行政や運営事業者が決め過ぎずに、企画ཌ階からጦ活ዿ໊の主໲性を重視する。 

○ イベントの実施自໲をኬ࿨とするのではなく、企画運営に໣ዻな市ኁやད元事業者が主໲࿨かつ継

໗࿨に関われるようにすることで、໣ዻな交ጺを活性化させ究極࿨にはད域の価ཏを向上させるこ

とをኬ指す。 

○ 近፥自治໲့を含め広義のᆦໆኾད域にあるᇌ化財をኜ࿨に໎えることで、公開・活ዿの実効性を

高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活ዿ計画 ༌㕵章  

展示・見学 休憩・お茶 

ᇌ化財 

࿍ 園  

交流の広がり 交流の広がり 

␷␯⑔⑏アー 
散歩・ 
地域交流 

一体的 
   利活用 

⑩⑶⑂␲
出店 

・交流の広がり 
交流の広がり 吉祥寺の 

⑘⑎⑓⑺ー␺ 

交流の広がり 
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（㕳）建ᆾ・࿍園の公開 
㕱）公開ᄧ囲 

建ᆾと࿍園を一ᄤに公開する。 

①建ᆾ 

建ᆾの外観と１階・２階を一ᄤに公開する。ただし、管ጫዿ諸室は公開ᄧ囲から除く。屋上階は

階ཌが狭くᆊၟ࿊໣数の人が自ዡに見学することがႍしいこと、ད階は็ᅏ機械室であることから、

原໋ᅋ公開とする。ᇌ化財建່ᆾの見学はዛፍとする。 

②࿍園 

公園として整ᅏする࿍園も一ᄤに公開する。࿍園の公開はኅፍとする。࿍園をᇱ護する観࿾から、

植生の状໺によって公開ሑሓを工ᆍする。 

㕲）公開႘時 
建ᆾと࿍園の公開時間は႘ཨを原໋とするが、イベント့でኻ間開ሐがມ࿊されることにもጽ意

して、建ཝ基準ሓ༌ 48 条許可について検၀する。ႩቨႩ始のほか࿊期࿨な休館႘を็࿊する。 

 

（㕴）建ᆾ・࿍園の一体࿨ጦ活ዿ 
㕱）建ᆾと࿍を活ዿしたプログラム 

ད域住ኁ・ཆ໲や事業者、旧฾星࿲჉࿟に興ታのあるሑ、ད域活၌に関わりたいሑの企画・運営によ

り、活ዿガイドラインに基づき໣ዻなプログラムを実施する。（፯：፭Ꭼ６Ⴉဗオープンガーデン） 

【プログラムの企画፯】 

① 学びの場 旧฾星࿲჉࿟にまつわる࿶示や建ᆾツアーの実施、講演会など学びのある企画 

・居間を使った旧฾星࿲჉࿟にまつわる学びの場 

・建ᆾ๺໲を使ዿした旧฾星࿲჉࿟をཐる場 

② ໲を၌かす場 旧฾星࿲჉࿟の࿍園を使い、自๹のཨで໲を၌かす企画 

・࿍園を使ってゆったりと໲を၌かす場 

・࿍園の樹ኪを活ዿしたワークショップ 

・႘቎間を使った子どもたちが楽しむ場 

③ ᅳ現の場 ዻ々なスタイルのᅳ現の場や、作ᆀ࿶示やワークショップなどད域活၌の場、

ᆳ広いᅳ現の場としてጦዿする企画 

・ໆを使った࿶示 

・旧፵჌ိを使った音楽を楽しむ場 

・࿍園を使って映ໂを楽しむ場 

④ 食べる場 キッチンカー့によるテイクアウト商ᆀの࿓供、雑貨のᄦპなど、商いの場とし

てのスペースの༃し出し（建ᆾၾᆊ可） 

・࿍園での出࿷ 

・࿍園で食事などを楽しむ場 

 

㕲）新たな価ཏをኟ索し創造するための活၌ 
ད域住ኁ・ཆ໲や事業者や近፥の་学့がこれまでの活၌のᎲに収まらず、試行を繰りᇪしながら旧฾

星࿲჉࿟で社会実験に関わってきたད域住ኁ・ཆ໲や事業者とともに新たな価ཏを生み出していく活၌の

実施を継໗する。 
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（㕵）関ᎌ資ፍの公開 
㕱）࿶示のありሑ 

固࿊࿨な解๊ཨ心の࿶示にᇤらないようにし、ྔ査研究成果をᄗ映するなど、໣彩なၾዴに໴応した

࿶示を行う。໣彩なၾዴに໴応した࿶示፯として、ᆲ原工事の記Ꭹやこれまでの旧฾星࿲჉࿟のᇥ๱が

わかる写真やᇍき取りなども含む記Ꭹ映ໂをዿいた࿶示解๊を行うことが考えられる。ᆲ原のために࿯

去するᆪ位についても、ဴ時のዻ子や時༉をᅳすものについては、記Ꭹ࿨モニュメントとして࿶示する

ほか、整ᅏの際の材ፍやモチーフとして再使ዿすることなども検၀する。 

また、レーモンド建ཝの႘቎の建ཝ史における位མづけがᇀかるようにဖめる。 

 

㕲）造作家具、ᆲ原家具や什器፬の公開 
旧฾星࿲჉࿟ၾにはノエミ・レーモンドがデザインした່作家具が一ᆪ残されている໢は、ほとんど

の家具が失われている。家具をᆲ原（リプロダクション）する場合は、寄ᆣ့歳ႚの状況やᅉዿ໴効果

にጽ意し、ᆲ原のዓ๐ဗが高い居室に関するものをዓ๐する。 

 

㕲．公開・活ዿの運営管ጫ計画 
 

（㕱）運営管ጫの考えሑ 
①ဎᎩዛ形ᇌ化財である建ᆾと፜ሟかな࿍との一໲࿨ጦ活ዿに資する維持管ጫを含めた運営管ጫとす

る。 

②໣世༉の໣ዻな価ཏ観を持つ人々がጦዿできるような運営管ጫとする。 

③ད域の人々やཆ໲့が主໲࿨に関われると၍時に、近፥のፕ好な住環境とのྔᎬにვፄした運営

管ጫとする。 

④オープンဴ初からあまり決め込まない運ዿをኟ索し、ዻ々なアイデアからコンテンツの充実を

図っていく柔ႌ性を持った運営管ጫとする。 

⑤建ᆾの価ཏをጫ解したうえで、財政ᆟ༶の軽減を図りつつ、ጦ活ዿ効果を最་限に引き出せる

よう、公ኁᎌ携によって収益性がある事業の実施を検၀する。 

 

（㕲）運営管ጫにおける手ሓ 

㕱）ሑ式 

運営管ጫ業ኃには、ᇌ化財と࿍園の公開や維持管ጫだけではなく、建ᆾと࿍の一໲࿨ጦ活ዿの

企画運営を支援する๔኷性や柔ႌ性が求められる。また、行政財産の使ዿ許可も含まれる。これ

らの業ኃに໴応するために市によるྞ営ではなく、指࿊管ጫ者制ဗを基቎として検၀する。指࿊

管ጫ者の公ᇻ時期は、運営事業者の意見を็計にᄗ映するᅢጅ性を見極めたうえで今後検၀する。 

なお、Park-PFI ့のኁ間事業者のဨ資によって整ᅏを行う手ሓも考えられるが、༌一種࿃ພ住居๔

ዿད域によるዿထ制限などにより、事業採算性を見込むことが困ႍである。 

 

㕲）期間 
原໋５Ⴉ間とする。 
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㕳）業ኃᄧ囲 
建ᆾと࿍園の一໲࿨運営、建ᆾと࿍園の維持管ጫ、一ᄤ公開、一໲࿨ጦ活ዿとする。 

建ᆾと࿍園の維持管ጫはそれぞれ๔኷性が異なるが、一໲࿨ጦ活ዿを実効࿨なものとするため

に、ፊሑを業ኃᄧ囲に含める。ただし、࿍園において高ኪᒘ࿊までを業ኃに含むか、市ኁとのᎌ携が

求められる一໲࿨ጦ活ዿの企画運営を指࿊管ጫ業ኃに含めるかは今後検၀がᅢጅである。 

ᇌ化財建່ᆾの࿪โな維持管ጫのため、ቚႩ市がᎀ化状況を確Ⴁし、運営事業者である指࿊管ጫ

者と協議を็ける໲制を構ཝする。 

 

㕴）運営経ᅉ 
運営管ጫの経ᅉは、指࿊管ጫፍとጦዿፍ金のᇏዿによってᎯう。 

 

㕳．公開・活ዿのための整ᅏ 
 

（㕱）計画条件の整ጫ 
旧฾星࿲჉࿟及び࿍園は、ဒጵᆦໆኾཨ央公園や成Ẏ学園のケヤキᇖኪ、ဒጵ井の၈恩賜公園とのᎌ໗

性が感じられる場所に位མするものの、ᆦໆኾ市が࿊める「公園空წད域」に位མしており、ᆋ近には໢

に公園がໜ在せず公園空წདの貴重な፜となっている。ဎᎩዛ形ᇌ化財である建ᆾと、፜ሟかな࿍とのຎ

み合わせによって、໣くの人にとってት፛࿨な施็であり、閑อな住༔ད域に位མする。 

所在：ᆦໆኾ市吉祥寺቎ྎ四ོኬ26ᄮ21号 

ᆕདኜู：4,463.09 ᇓሑメートル（公ሁ・実໐） 

ዿထད域：༌一種࿃ພ住居๔ዿད域 

 

㕱）関係ሓ፭ 
ဒ市計画で༌一種࿃ພ住居๔ዿད域に指࿊されており、建ཝ可Ⴗなዿထが限࿊されることから活ዿを検၀

するうえでの課༎も໣い。関係するሓ፭့は以下のᅳのྫྷりである。 
 

ဒ市計画ሓ ・༌一種࿃ພ住居๔ዿད域にጵདする。 

建ཝ基準ሓ 

・旧฾星࿲჉࿟のᆕདは๺て༌一種࿃ພ住居๔ዿད域ၾにあり建ᆾዿထ

が限࿊࿨である。ただし、ၟ࿊行政ྃがፕ好な住居の環境を害するお

それがないとႡめ、ቦは公益上やむをၜないとႡめて、建ཝ審査会の၍

意をၜて許可した場合はその限りではない。 

・また、ၟ殊建ཝᆾのዿထᇥ更を行う場合やໃཝなどを行う場合は、旧

฾星࿲჉࿟はဎᎩዛ形ᇌ化財であるため、建ཝ基準ሓ༌３条に該ဴし

ないことから現行ሓ規に従うᅢጅがある。 

消ሻሓ 

・消ሻሓについては、建ཝ基準ሓ上のዿထに໴応したሻ火໴象ᆾにᅢጅ

な็ᅏや໲制がᅢጅとなる（შᆾ館のዿထになる場合は、消ሻሓ

施行፭ ᇠᅳ༌１(８)項 図書館、შᆾ館、ᅖ術館その໢これら

に፬するものである）。 

 

ᇌ化財ᇱ護ሓ 

 

・ྫྷ常ሰ見できるᄧ囲の４ᇀの１をྖえる現状ᇥ更する場合、30႘๶ま

でにဪ京ဒ教育ྃ経ዡでᇌ化ྃへのၫ出がᅢጅとなる。 
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高፼者、障害者့の移၌့の円滑

化の້進に関するሓጳ 

（バリアフリーሓ） 

・შᆾ館、ᅖ術館ቦは図書館へのዿထᇥ更は、2,000㎡以上の床ኜูで

はないため、建ཝᆾ移၌့円滑化基準への࿪合ဖ፛義ኃとなるၟ࿊建

ཝᆾである。 

ဪ京ဒ高፼者、障害者့がጦዿし

やすい建ཝᆾの整ᅏに関する条፯

（建ཝᆾバリアフリー条፯） 

・条፯で࿊めるၟᇠၟ࿊建ཝᆾであるშᆾ館、ᅖ術館ቦは図書館့への

ዿထᇥ更は規ኟに関わらず、義ኃとなる。 

ᆦໆኾ市が็མするဒ市公園にお

ける移၌့円滑化の基準に関する

条፯ 

・࿍園をဒ市公園とするために、整ᅏのၾዴについて、条፯に࿪合させ

るᅢጅがある。 

ဪ京ဒᆵ祉のまちづくり条፯ 

・ᆵ祉のまちづくり条፯の໴象となる。፯えばშᆾ館を新ཝ、ໃཝ、改

ཝ、ዿထᇥ更をしようとする場合に加えて、་規ኟの修๼、་規ኟの

ኟዻ໼えをしようとする際にも、ᆦໆኾ市にၫ出がᅢጅとなるが、ဪ

京ဒ建ཝᆾバリアフリー条፯の義ኃ化の໴象となる場合はኘ除。ま

た、ᆦໆኾ市が็མするဒ市公園における移၌့円滑化の基準に関す

る条፯も࿪ዿとなるため、࿪ዿ外となる。 

ဪ京ဒ建ཝ安๺条፯ 
・ᅖ術館やშᆾ館へのዿထᇥ更により、࿪ዿとなる。༌１０条の２「๶

ኜၗ᎓のᆳ員」の規࿊が࿪ዿとなるため、ጽ意がᅢጅである。 

ဒ市公園ሓ(公園条፯) 

・ဒ市公園ሓ及び条፯により、公園施็は建ᇗጴ２%までの基準が็け

られているが、ဎᎩዛ形ᇌ化財であり、ዿထが休ጊ施็、教ጊ施็と

なれば建ᇗጴのၟ፯がある。ただし、ဎᎩᇌ化財以外である旧፵჌

ိ、公園施็として新ཝした場合の休ጊ施็、ᅏཡຘ庫့は、これら

を合わせて合計12%以ၾに収めるᅢጅがある。 

 

㕲）関ᎌ計画 
①公共施็（ᇌ化関ᎌ施็、生涯学習施็့）関ᎌ 

・༌Ꭵ期ྙ期計画・༌ႏ次ྔ整計画（፭Ꭼ７（2025）Ⴉဗから፭Ꭼ11（2029）Ⴉဗ） 

・ᆦໆኾ市コミュニティ構ມ 

・ᆦໆኾ市ᇌ化振興基቎ሑ針 

・༌ႏ期ᆦໆኾ市生涯学習計画 

・ᆦໆኾ市༌２期公共施็့ຳ合管ጫ計画 

②࿍園・公園関ᎌ 

・༌Ꭵ期ྙ期計画・༌ႏ次ྔ整計画（፭Ꭼ７（2025）Ⴉဗから፭Ꭼ11（2029）Ⴉဗ） 

・ᆦໆኾ市 ፜の基቎計画2019 

・公園・፜དリニューアル計画2020 

 

㕳）関係機関 
周ᇩད域の関係機関としては、亜細亜་学、成Ẏ་学、ဪ京女子་学、႘቎獣医生኏科学་学、ᆦໆኾ

་学、ད域ཆ໲、近፥自治໲がありᎌ携を図っていく。 
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（㕲）施設整ᅏのሑ針と具体࿨なሑ向性 
㕱）施設整ᅏのሑ針 

① 施็整ᅏにあっては、ᎀ化が進んでいる建ᆾを安๺かつ健๺な状໺にすることが急ኃであり、そ

のためにᅢጅなᎀ化ᆪᇀの改修・修๼工事、໵震ᇸ強工事、็ᅏ改修工事をዓ๐する。 

② 改修・修๼工事の໴象にᇱໜすべき価ཏのある建็時のオリジナルᆪᇀが含まれる場合は、ဴ該ᆪ

ᇀをໟなわないようဖめる。 

③ 旧฾星࿲჉࿟のᇱໜ・ᆲ原のための施็整ᅏは『価ཏ』の維持・向上をኬ࿨とする。 

④ ᇱໜ・ᆲ原の工事は、公共施็့ຳ合管ጫ計画の観࿾から、限られた財源のもと許ዴされるᄧ囲

ၾで実施する。 

⑤ ᇱໜ・ᆲ原工事の໴象は、ᇌ化財の価ཏとの関ᎌ性のある旧฾星࿲჉࿟の見せ場となるᆪᇀや諸室

とし、財政制ዃ့の諸事情を考ፄしຳ合࿨な観࿾から精査する。 

 

㕲）施設整ᅏの具体࿨なሑ向性 

（建ᆾ）（５-10〜25ページ ᆲ原可Ⴗ箇所と施็整ᅏሑ針、活ዿሑ針図参照） 

① 各時༉のᇿらしのᇥ๱を示す痕฿の解๊や、ᆲ原した家具・空間を使ዿした「生きた࿶示」とす

る。 

② ᆲ原箇所は、ᇌ化財の価ཏづけを基ຉとし、オリジナルᆪ材の残ໜ状況や、図ኜ・写真などᆲ原

根拠のዛኅをもとに、財政制ዃ့を၃まえてዓ๐ဗを精査する（቎章 ４．事業実施に向けての課

༎ 参照）。 

③ 工ሓ上、ሓ፭上、財政上のጫዡからᆲ原が困ႍな場合や、ᆲ原のための根拠資ፍがሥしい場合

は、ᆲ原ではなく再現（レプリカ）とする（቎章 ４．事業実施に向けての課༎ 参照）。 

④ ጦ活ዿのための施็整ᅏだけでもᅉዿが高額になることが見込まれるため、財政ᆟ༶のᇓ準化の

観࿾からཌ階࿨なᆲ原工事も๰༖肢の一つとする。 

⑤ ユニバーサルデザインとして、改ᇥのེしいᆪᇀやᆪ位の箇所にエレベーターの็མを検၀する。

建ᆾၾのཌ差解消のためのスロープについては、車椅子がྫྷ行できる勾ვとᆳとし既็のものを

改ፕする。また、取外し可Ⴗな可ᄚ式スロープなど人࿨໴応で可Ⴗな၌๦も継໗して確ᇱする。 

 

（࿍園）（５-26⿤27ページ 整ᅏሑ針図案参照） 

⑥ ၗ᎓沿いのコンクリートᇑは、今後のᎀ化ྔ査・໵震診ཉ結果やሻᄠ໴策့により残しሑの手ሓが

異なるが、竣工時からໜ在することやኻ間ᇘ鎖管ጫすることを၃まえて極፛残すこととする。 

⑦ ࿍園は現在のཨ央の広がりと周りに་きな樹ኪがあるという植生環境を活かしながら、整ᅏはᅢ

ጅ最࿃限にとどめる。また、ᇌ化財の価ཏをໟなう樹ኪや危険性の高い樹ኪを整ጫしつつ、レ

ーモンドの็計思ມである「外ᆪ空間（࿍）と家との関係を重視した็計」にもጽ意する。 

⑧ まとまったཱུ፤・ཱུ車スペースをᆕདၾに整ᅏすることが困ႍな場合は、近፥དの活ዿも視ኾに

検၀を進める。ただし、車椅子ዿや管ጫዿのཱུ車スペースは旧฾星࿲჉࿟からの見えሑにვፄし

て࿍園ၾ့に็ける。 

⑨ ࿍園ၾに整ᅏする公園施็については、็計ཌ階でጦ活ዿに資する機Ⴗも含めて検၀し、景

観をຑ害しないᄧ囲で旧฾星࿲჉࿟からの見えሑにვፄした建ᆾを新ཝする。また、新ཝする

建ᆾには公園機Ⴗの充実という࿾から、下໑ጦዿが可Ⴗな休憩スペースを็けることとする。 

⑩ ࿍園ၾのཱུ車スペースから建ᆾへ至るまでの園᎓やスロープ့のアプローチは、ユニバーサル

デザインにვፄするとともに、ኪの根へのダメージを減らすよう工ሓ့にጽ意し整ᅏする。  
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（その໢） 

⑪ 竣工後まもなく็མされたဿ༬はᇱໜし、オーニングのᆲ原はዓ๐しない。 

⑫ 管ጫやጦ活ዿのために、ガイダンス施็として使ዿする旧፵჌ိは改修する。 

⑬ ၾ外空間のᎌ໗性を意識した各室と࿍のつながりをもったვམ計画や、水ᇓラインと陰影を強ྔ

したႊ໊正ኜの外観デザインにᇌ化財としての重ጅな価ཏがあると考えられるため、ၾ外空間

のᎌ໗性をຑ害している旧修室ိは解໲する。今後、࿶示ができるようᆪ材ᇱໜや記Ꭹᇱໜな

ども行うこととする。 

⑭ 旧฾星࿲჉࿟のこれまでのᇥ๱の痕฿である遺構（፯えばGHQไ収期に整ᅏされたと思われるᇂ

水や修ၗ女会時༉に່られた花ཇ、旧፵჌ိሾ໊のุဲ᭦や࿍ุ、࿍園ႊ໊の᫮฿༊座などの工

作ᆾ、玉ุ）は建ᆾや࿍園のᇱໜやጦ活ዿの影響を考ፄした上で、࿶示解๊なども行い現位མで

残していくが、やむをၜない場合に限り移็や記Ꭹᇱໜなどを行うこととする。 

 

（㕳）建ཝ計画、外構及び周ᇩ整ᅏ計画 
㕱）ᇓኜ計画 
①၌๦計画 

これまでの一ᄤ公開や社会実験を重ねるཨで、玄関・ၾ玄関・፵჌ိなどからႚるアプローチ

を試してきた。どなたでもႚれること、໣人数໴応、車椅子໴応を၌๦計画の視࿾として検၀を

重ねてきた。ᅳ玄関から車椅子をႚれようとすると、ྞ角に回らなくてはいけないスロープにな

ってしまうため、一人でアプローチするのはႍしいという現状である。また、スロープを作って

玄関周りを改ᇥすることは、ᇌ化財の価ཏをໟねかねず、ᅳ玄関はဴ初の状໺であることがሰま

しい。また、人が໴応をすることでၾ玄関から車椅子のሑはႚれるが、ྫྷ᎓ᆳが狭いため、介࿸

えのሑが靴をጨき໼えるスペースが取れない。一ሑ、旧፵჌ိからႚる場合は、救急車ፊの༶架

でも᎗下をྫྷって出ႚりすることができ、どなたでもႚることができるルートであることがᇀか

った。 

旧฾星࿲჉࿟への主ጅなアプローチ၌๦は、ᆕདሾဪ໊のメインゲートと࿍園ၾに整ᅏするス

ロープ園᎓からとする。正ኜの「ᅳ玄関」とメインゲート間の斜᎓は、࿍園に整ᅏするスロープ

園᎓からはほぼ၍じ高࿃差でไ໗できるように盛ဘを行い、ᆕདሾဪ໊のメインゲートへの階ཌ

を整ᅏする。なお、ᆕདሾฦ໊は管ጫ၌๦として旧฾星࿲჉࿟及び旧፵჌ိへไ໗できるように

管ጫዿ園᎓を整ᅏし、ᇥဃ็ᅏはဃ気็ᅏ፬をやりᇥえるため࿯去し、既ໜཻ水ຫは࿯去の検၀

を行う。 

጖館者の主ጅ出ႚり口は、エントランスိとしてᇬ益機Ⴗを整ᅏする旧፵჌ိとする。旧፵჌

ိにて受ᆋを行い、ဍり᎗下を経ዡするルートとする。主ጅ出ႚり口は旧፵჌ိであるが、イベ

ントや႘によっては「ᅳ玄関」や「ၾ玄関」から出ႚりできるようにする。「ᅳ玄関」と「ၾ玄関」

は、ཌ差がありユニバーサルデザインでないため、イベント時などに使ዿする場合は可ᄚ式スロ

ープを็མする。なお、「ၾ玄関」から出ႚりする場合は、「応ไ室」を経ዡするルートとする。 

１階の旧修室ိと「子供室４」をไ໗していた開口ᆪは、቎࿟ၾと࿍園との出ႚりができるよ

うに活ዿする。 

２階への၌๦は、ᅊႍの安๺性を確ᇱするため階ཌの昇降は一ሑྫྷ行とする。 

ད階と屋上階の階ཌはᆳが狭く勾ვが急なため、原໋ᅋ公開とする。 
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②ᇱໜ管ጫ、環境ᇱ๺、ሻ災に係る施็や็ᅏ့ 

火災への໴策として、自၌火災ሇཐ็ᅏや消火器を็མする。ሻᄠ໴策として機械警ᅏをおこ

なうほか、ሻᄠカメラを็མする。 

ၗ᎓沿いのコンクリートᇑは、ၗ᎓ኜから࿍園ၾᆪの状況が伺いにくい形状となっており、こ

のことからሻᄠ上の懸Ⴊが考えられる。竣工ဴ時から残ໜするᇌ化財࿨価ཏを鑑み極፛残ໜさせ

つつ、ሻᄠ上のᆊ安感を生じない形状とするべく、็計期間において具໲࿨な改修形状を可視化

し、ད域住ኁの声をᇍきながら検၀する。 

③公開、活ዿに係る施็や็ᅏ့ 

衛生็ᅏ（トイレや水廻り）、ユニバーサルデザイン็ᅏ（スロープやエレベーター）、ᇬ益施

็（休憩室や更衣室့）は、旧፵჌ိや修ၗ女会時༉に改່されたጏ室やトイレ့を改修して整

ᅏする。ただし、ཨ࿍やインナーバルコニーだった現２階寝室のጏ室やトイレ့はᇬ益็ᅏとし

ての改修箇所から除く。またガイダンス施็とする旧፵჌ိには旧฾星࿲჉࿟を解๊する࿶示機

Ⴗも็ける。 

なお、ユニバーサルデザイン็ᅏであるエレベーターの็མ箇所については、以下を候ᇸとし

て検၀した。 

・቎࿟ฦ໊の「Ⴖ戸１」 の既ໜ躯໲フレームၾᆪにエレベーターを็ける案（A 案） 

・቎࿟ฦ໊の外ᆪに外ᆋけにてエレベーターを็ける案（B 案） 

・቎࿟の「ཨ࿍３」に外ᆋけにてエレベーターを็ける案（C 案） 

A 案については、建ཝ基準ሓに࿪合しない躯໲を改修することによる既ໜຒ及や、躯໲への影

響が་きく、施工上のႍ易ဗも高い。C 案については、ဍり᎗下で囲まれた位མへエレベーター

を็མする施工上のႍしさ、็མ後のメンテナンス性の悪さ、将጖࿨なᆲ原に໴して生じる制ዃ

などがある。これらのጫዡにより、቎࿟のฦ໊の外ᆪに外ᆋけにてエレベーターを็ける案であ

る B 案とした。 

፰ཊሮなど空ྔ็ᅏは公開ᄧ囲にある諸室各室に整ᅏする。各室の整ᅏ箇所は、オリジナルᆪ

材の残ໜ状況့を勘案して床下や床མ、࿵井ጮを候ᇸとして็計で検၀する。既ໜのラジエータ

ー็ᅏはཊሮ器具としては使わず、そのまま残して࿶示する。 

ဃ気็ᅏや給Ⴭ水็ᅏについては、Ꭱ朽化がེしいためვ๦及びვ管をやり໼える。新しく整

ᅏする照ነについてはＬＥＤ化を推進するが、ဴ初材である照ነ器具やスイッチなどは࿯去せず

にᇱໜ修ጫし、使えるようにする。 

インターホンやဃᎭの໢、ሻᄠカメラやＡＲ့をዿいた࿶示も検၀していくため、ｗｉｆｉ็

ᅏも整ᅏする。 
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㕴．事業実施に向けての課༎ 

 

（㕱）財政制ዃ下における整ᅏၾዴの重࿾化 
一ဗの工事で๺てを整ᅏすることは財政上困ႍであることや、建ཝ基準ሓ上のຒ及࿪ዿを受けるဎᎩዛ

形ᇌ化財では整ᅏ可Ⴗᄧ囲が限られることから、２期にᇀけて整ᅏする。༌１期工事では、ᎀ化が進んで

いる建ᆾを安๺かつ健๺な状໺にするためにᅢጅなᎀ化ᆪᇀの改修・修๼工事、໵震ᇸ強工事、࿍園・外

構့改修工事、ሻᄠ・ሻ災็ᅏ့工事をዓ๐し、その໢のᆲ原工事は、財政制ዃ上許ዴされる限ဗで実施

する。残ዬは財政状況့を勘案しながら࿪โな時期に༌２期工事として実施する。༌２期工事のၾዴにつ

いては、༌１期工事後の活ዿ状況、運営上のཐ見のཡู、ጦዿ者ニーズ့のᇥ化、ᇌ化財価ཏの向上を၃

まえた指࿊の可Ⴗ性を考ፄして検၀する。 

 

㕱）改修・修繕工事及び໵震ᇸ強工事 主ጅ項ኬ一ጥ（༌㕲章 ᇱ存管ጫ計画 関ᎌ） 
工事項ኬ 概 ጅ 

໵震ᇸ強工事 
・ໃ໫ᇝによる໙ᇝᇸ強 

・既ໜᇝኜに構່スリットを施工 

屋上ሻ水工事 ・๶回工事は昭Ꭼ 54（1979）Ⴉの工事と考えられ時間が経っているため、屋上ሻ水を更新 

ၾᆪ改修工事 
・床・ᇝ・࿵井の一ᆪに経Ⴉᎀ化がみられるため、更新 

・可Ⴗなᄧ囲でဴ初の仕ዻにሃう 

ဃ気・給Ⴭ水็

ᅏ改修工事 
・屋外ვ๦・ვ管含むဃ気็ᅏ、空ྔ็ᅏ、給Ⴭ水็ᅏの࿯去や整ᅏ 

ၾᆪ改修工事に含まれるᆲ原工事 

区 ᇀ 箇 സ 
オリジナル 

残ໜඡ況 
ᆲ原根拠のዛኅ 

間取り １階居間・食၎⿤႘቎間１⿤ᆍ人室⿤子供室のつながり △ ○写真・図ኜ 

ၾົ 

１階居間・食၎ △ ○写真 

１階႘቎間１、２階႘቎間２ △ ○写真 

玄関やホール △ ○写真 

ཨ࿍ ဪ໊のཨ࿍ △ ○写真 

 

㕲）࿍園・外構့工事 主ጅ項ኬ一ጥ（༌㕳章 環境ᇱ全計画 関ᎌ） 
工事項ኬ 概 ጅ 

植栽工事 

・樹ኪのᒘ࿊やᇱ護 

・実生ኪ、支障ኪ、危険ኪのᄊ採・ᄌ根 

・植栽や樹ኪの整ᅏ 

外構工事 

・外周኷ᇑの整ᅏ 

（関ᎌ：ᆲ原工事、活ዿ整ᅏ工事） 

・雨水浸၅・Ⴭ水็ᅏの整ᅏ 

・ุ່ᆾや工作ᆾのᇱ護や修ጫ、移၌や࿯去 

・ユニバーサルデザインによる園᎓及びアプローチの整ᅏ 

・ཱུ車場・ཱུ፤場の整ᅏ 

ဃ気・給Ⴭ水 

็ᅏ改修工事 

・屋外ვ๦・ვ管含むဃ気็ᅏ、空ྔ็ᅏ、給Ⴭ水็ᅏの࿯去や整ᅏ 

（関ᎌ：修๼・改修့工事、ሻ災工事、活ዿ整ᅏ工事） 
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㕳）ሻᄠ・ሻ災設ᅏ့工事 主ጅ項ኬ一ጥ（༌㕴章 ሻ災計画 関ᎌ） 
工事項ኬ 概 ጅ 

ሻᄠ็ᅏ工事 
・ሻᄠカメラの整ᅏ 

・ሻᄠセンサー็ᅏの整ᅏ 

ሻ災็ᅏ工事 

・自၌火災ሇཐ็ᅏの更新 

・ዤ၏ᅮ識・ዤ၏ဲの整ᅏ（ᅢጅかᆊጅかጅ検၀） 

・ጜጙ໴策や᎝ဃ໴策็ᅏ機器の整ᅏ（ᅢጅかᆊጅかጅ検၀） 

 

㕴）活ዿ整ᅏ工事 主ጅ項ኬ一ጥ（༌㕵章 活ዿ計画 関ᎌ） 
工事項ኬ 概 ጅ 

解໲工事 
・旧修室ိの解໲ 

・既ໜဍり᎗下の解໲ 

新ཝ工事 ・公園施็の新ཝ 

ၾົ改修工事 
・旧፵჌ိのၾົ解໲（スケルトン化）及びၾົ改修、アスベスト࿯去 

・ᇬ益施็（受ᆋ・管ጫ室、トイレや休憩ိ、ຘ庫など）のၾົ改修 

バリアフリー໴策  

工事 

・エレベーターの整ᅏ 

・既ໜスロープの改修့、移၌円滑化経᎓の整ᅏ 

給Ⴭ水衛生็ᅏ工事 
・トイレの整ᅏ 

・衛生็ᅏ፬の整ᅏ 

空ྔ็ᅏ工事 ・空ྔ็ᅏの整ᅏ 

ဃ気็ᅏ工事 ・ၾ外とも照ነやコンセントの整ᅏ 

࿶示工事 ・࿶示解๊ᄜなどのล作 

家具工事 ・活ዿ整ᅏ上、ᅢጅとなる家具（受ᆋカウンター、下໰ჺなど）や什器の整ᅏ 

 

㕵）ᆲ原工事 主ጅ項ኬ一ጥ（༌㕵章 活ዿ計画 関ᎌ） 
工事項ኬ 概 ጅ 

外ᆪ改修工事 

・外ᇝは一ᆪにဇົのყጱがみられるため、現在のဇົをყがしてᅳኜの汚れを除去

し、ဴ初のコンクリート໫ሐしへᆲ原 

・クラックᇸ修の上、クリアーのᇱ護ဇົ施工 

・インナーバルコニーのᆲ原 

・屋上အ屋の GRC 材によるᆲ原（レプリカ）、手摺のᆲ原 

建具改修工事 ・スチールサッシのᆲ原 

外構改修工事 ・ཨ࿍のᆲ原 

家具工事 ・ᆲ原したᆪ屋をཨ心としたၾᆪ家具のᆲ原（レプリカ） 

【参考】財ทฑዃඑ༌㕱期工事の候ᇸとすることが可Ⴗなᄧ囲 

区 ᇀ 箇 സ オリジナル残ໜඡ況 ᆲ原根拠のዛኅ ༌㕱期工事候ᇸ 

外観 

໫ሐしコンクリート ○ ○写真 ○ 

スチールサッシ ႘቎間 △ ○写真・図ኜ △ 

スチールサッシ 居間・食၎、ཨ࿍ △ ○写真 △ 

２階インナーバルコニー △ ○写真 ○ 

屋上အ屋 × ○写真・図ኜ × 

家具 

玄関やホールの家具፬ 

△່作家具のみ 
○写真・一ᆪ   

図ኜあり 

△財政上可Ⴗな

ᄧ囲 

１階居間・食၎の家具፬ 

（ཊ᎑含む） 

２階書斎の家具፬（ཊ᎑含む） 

１階႘቎間やᆍ人室の家具፬ 

子供室の家具፬ 
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㕶）༌㕱期工事で実施するᆲ原工事のၾዴをၟ࿊するための財政制ዃ 
①あらかじめ財政制ዃを็࿊するኬ࿨ 

ᇌ化財建່ᆾのᆲ原工事のᅉዿのู算ሑሓは、一ᄤ࿨な公共施็の整ᅏ工事と異なる。 

一ᄤ࿨な公共施็の場合、実施็計や工事ᄇ཯ཌ階での工事ᅉは、ဪ京ဒのู算基準やその時

࿾のᅮ準༳価に基づいてูみ上げる。その๶の基቎計画や基቎็計における概算見込みは、上記

のู上ができないため建ཝᅉの実勢や፬似事፯を参考に見込む。 

これに໴して、ᇌ化財建່ᆾの場合、็計のဴ初ཌ階では詳細な現状ྔ査を実施し、オリジナ

ルの残ໜ状況やᆲ原根拠のዛኅを整ጫした上で、整ᅏ箇所をၟ࿊する。その後、ᇌ化財の整ᅏ工

事の๔኷性をዛする事業者による見ูもりや、፬似の実፯がある場合は実際のᅉዿをもとに工事

ᅉዿを見込む。 

したがって、いわゆる基቎計画ཌ階（቎計画がະဴする）では、概算ᅉዿを見込むこと自໲が

困ႍである。 

しかし、一ᄤ࿨な公共施็とᅉዿのู算ሑሓが異なるとはいえ、公ᅉにより整ᅏするものであ

るため、財政制ዃを勘案して整ᅏၾዴを精査する࿾はᇥわらない。 

そのため、༌１期工事について、一ᄤ財源ᆟ༶額の上限のኬ安をያめ็࿊する。 

 

②財政制ዃを็࿊するሑሓ 

具໲࿨なᆲ原の箇所をၟ࿊する๶であり、ู上によるᅉዿ見込みを計算するሑሓは採れない。

また、アントニン・レーモンドが๗๶に็計したコンクリート໫ちሐしの་規ኟ住༔では現ໜす

るዑ一のものであり、፬似事፯を参考にするሑሓもႍしい。 

そこで、次๷のሑሓとして、቎市の公共施็့ຳ合管ጫ計画における工事ᅉ༳価を参考に็࿊

することとする。 

 

③༌１期工事で実施するᆲ原工事のၾዴをၟ࿊するための財政制ዃ 

（一ᄤ財源ᆟ༶額の上限のኬ安） 

旧፵჌ိ改修 ༳価356๑円/㎡×上昇ጴ1.5×240㎡≒1.3億円1 

቎࿟ᆲ原（༌１期） ༳価594๑円/㎡×上昇ጴ1.5×635㎡≒5.7億円2 

旧修室ိ解໲ 0.5億円 

外構（インフラ、エレベーター့） １億円 

計 8.5億円（፭Ꭼ12Ⴉဗཨ቎࿟プレオープンの場合） 

 

④ᆲ原工事の歳ႚの確ᇱ 

整ᅏ時࿾でのၟ࿊財源のู極࿨な活ዿやクラウドファンディングなどの検၀により歳ႚの確

ᇱにဖめる。 

 

―――――――――――――――――――― 
1 ༌２期ᆦໆኾ市公共施็့ຳ合管ጫ計画における工事ᅉ༳価による仮計算。施็ᇀ፬:市ኁᇌ化系・社会教育系・産業系・医ፑ系・

行政系の改修ᅉዿ。実際は、概算ᅉዿ算出時のྞ近の公共施็့ຳ合管ጫ計画の༳価及び算出時࿾の社会経済状況を၃まえた上昇ጴ

により計算する。 
2 ၍上。更新ᅉዿ。 
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（㕲）関ᎌሓ፭့の手続き 
๶述した建ཝ基準ሓ、消ሻሓ、ဪ京ဒᆵ祉のまちづくり条፯့、ဒ市公園ሓの関ᎌሓ規့について

の໴策は、็計時に関係機関と協議し็計にᄗ映させる。 

ᇌ化財価ཏの向上のためには、 ࿶示に加え、ᆳ広くጦ活ዿしていくことが重ጅである。しかし、建

ᆾのዿထをᇥ更する場合には、建ཝ基準ሓにて現行のဒ市計画に࿊めるዿထད域ၾの制限が࿪ዿされ

ることとなる。一ሑ、቎件ᆕདが所在する༌一種࿃ພ住居๔ዿད域ၾにおいて、ፕ好な住居環境を害

する恐れがኅいもの、あるいは公益上やむをၜないものとၟ࿊行政ྃがႡめ、建ཝ審査会の၍意をၜ

た上で、ၟ࿊行政ྃの許可がၜられれば、ዿထད域制限をྖえる活ዿが可Ⴗとなる事がある。そのた

め、許可をၜられるよう、ແ音や振၌、交ྫྷ状況့の環境ᇥ化により周囲の住居環境を害する恐れが

ኅいᄧ囲での活ዿを検၀していくこととする。 

 

（㕳）቎࿟と公園整ᅏのᎌ携 
ᇌ化財整ᅏ工事のほかに公園施็を含む公園の整ᅏ工事を実施するが、公園དᄯኜ下にあるᇌ化財

建່ᆾに係るインフラ็ᅏも整ᅏする。そこで、公園整ᅏとဃ気の引込みや給Ⴭ水、雨水Ⴭ水につい

てのインフラ整ᅏを効果࿨に実施するための手ሓやვ๦・ვ管を検၀するᅢጅがある。一ᎌの工事に

ཧ手する๶に工事ヤードを確ᇱするため、旧修室ိの解໲工事を๐行させるᅢጅがある。 

 

（㕴）管ጫ運営業ኃのᄧ囲 
፭Ꭼ７Ⴉဗは、一ᄤ公開及び建ᆾ・࿍園の一໲࿨ጦ活ዿ（オープンガーデン）の໢に、໣ዻな主໲

による継໗࿨な企画໲制の構ཝ業ኃも管ጫ運営業ኃに含むことができるか、試行࿨に実施し検証して

いる。 

今後は、建ᆾと࿍園の維持管ጫ業ኃのうち、ၟに樹ኪᒘ࿊をどこまで業ኃᄧ囲に含められるか検証

するᅢጅがある。さらに、公開・活ዿの基቎ሑ針にあるとおり、࿟外の近፥ད域に視ኾを広げた事業

の可Ⴗ性も検証するᅢጅがある。 

 

（㕵）継続࿨な機運醸成 
継໗࿨な機運醸成のため、周ཐ広ሇのほか、工事期間ཨも安๺にვፄして工事見学会を開催する。

公園の植生ጊ生期間ཨでも整ᅏが完ፇしたᇌ化財建່ᆾを๐行࿨に公開する。 
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（㕶）་まかな事業スケジュール 

ᇌ化財である቎࿟့の็計・工事とᇖ行して公園の็計・整ᅏを進め、፭Ꭼ ӻӽ Ⴉဗオープンをኬ

指す。なお、็計や工事ཌ階でᄕነする事象に࿪โに໴応しながらスケジュールを最࿪化する。 

 

R8Ⴉဗ R9Ⴉဗ R10Ⴉဗ R11Ⴉဗ R12Ⴉဗ R13Ⴉဗ〜 

設計期間 工事期間 オープン 

቎࿟့      

  設計期間 工事期間 オープン 

  公園整ᅏ    

 

 

¥¥¥ 

቎࿟့็計 

公園基቎・ඈ細็計 

቎࿟့工事 

公園工事 

（ඬภጊภ） 

ഥ工 

ഥ工 

（プレオープン） 
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第㸴章  保ㆤに係るㅖ手⥆き  
㕱．ဎᎩዛ形ᇌ化財（建່ᆾ）旧฾น࿲჉࿟に関する手໗  
 

ᇌ化財ᇱ護ሓおよび関係ሓ፭に基づき、旧赤星鉄馬邸のᇱ存活ዿにᅢጅとなる諸手続

きについて、以下に示す。ただし、቎章の定めにおいて、ነ確でない行為については、そ

の都度、ᇌ化庁および東京都教育庁と協議を行う。ᇌ化財ᇱ護ሓ(昭Ꭼ25年ሓጳ第214号)、

同ሓ施行፭(昭Ꭼ50年政፭第267号)および登Ꭹዛ形ᇌ化財に係る登Ꭹ手続きおよび届

出等に関する規則(ᇓ成８年ᇌᆪ省፭第29号)、「登Ꭹዛ形ᇌ化財（建造ᆾ）の手引２（登

Ꭹ後の各種届出）」（ᇌ化庁、2021）に基づく登Ꭹዛ形ᇌ化財に求められる手続は、以下

のとおりである。 

 

種別  運用の方針  届出期間  

ኗ失 登Ꭹᇌ化財が失われた場合  ኗ 失 の 事 実 を 知

った日から 10 日

以内 

き損 登Ꭹᇌ化財が何らかの原因（地震により傾斜が

生じることや地盤の沈下によりゆがみやたわ

みが生じること等）で甚大な破損・損傷があっ

た場合 

（破損等の範囲が軽ᅑなものについては除く） 

き 損 の 事 実 を 知

った日から 10 日

以内 

現状ᇥ更  ᇌ化財としての価値（登Ꭹᇌ化財申請時の所見

や専኷家による調査で特徴としてᅴ価してい

る内ዴ）があるᆪᇀをᇥ更する場合  

位置・形状・材質・色合いなどを通常ሰ見でき

る外観の範囲の４ᇀの１を超えてᇥ更する場

合 

現 状 ᇥ 更 し よ う

とする日の 30 日

前まで  

管 ጫ 責 任 者 の

選任、解任  

 事 実 が 発 生 し た

日から 20 日以内 

所ዛ者・管ጫ責

任者のᇥ更  

 事 実 が 発 生 し た

日から 20 日以内 

所ዛ者・管ጫ責

任者の氏኎、኎

称、住所のᇥ更  

 事 実 が 発 生 し た

日から 20 日以内 

所 在 の 場 所 ᇥ

更 

 ᇥ 更 し よ う と す

る日の 20 日前ま

で 

登Ꭹのቧ消  重ጅᇌ化財に指定された場合  

地ሑ公共団体が条፯に基づき区域内に存する

重ጅなものとして指定された場合  

ᇱ存及び活ዿのための措置を講ずるᅢጅがな

くなったと認める場合  

その他の特殊の事情があると認める場合  

登 Ꭹ ቧ 消 の 通 知

を受けてから 30

日 以 内 に 登 Ꭹ 証

をᇪᆋ 

※所ዛ者ᇥ更に関して、「事実が発生した日から 20 日以内」とは、原則、建ᆾのᇥ

更登記の受ᆋ日から 20 日以内のことを示す。  

表䠒-䠍 届出䜢要する行為 (届出が必要なもの) 

 

ᇱ護に係る諸手໗  ༌ 㕶 章  
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区分  ፯ 運用の方針  

維持の措置 維持管ጫのための小規ኟな修繕 

፯） 

・外装で形質・色彩をᇥ更しない

修繕 

・内装に限定される修繕 

登Ꭹᇌ化財の維持をኬ的とした

行為で、ᇥ更するᆪᇀのኜ積が

通常ሰ見できる外観範囲の４ᇀ

の１以下である場合  

き損しているቦはき損すること

がነらかにያ見される場合にお

いて、当該き損の拡大ቦは発生

をሻ止するための応急の措置を

する場合  

非常災害のため

にᅢጅな応急措

置 

地震、台ᆭなどᆭ水害等による被

災箇所の応急的な修ጫ 

表䠒-䠎 届出䜢要しない行為 (届出䜢必要としないもの) 

 

㕲．ၫ出のጺれ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㕳．ᇱໜに影響を及ぼす行為に係る手໗  
 

建造ᆾの現状に直接ᇥ更を加えるもの以外で、その行為によってき損の恐れが生じた

り、構造耐፛を弱めたりするなど、建造ᆾのᇱ存に影響をይえる行為にあたっては、ᅢ

ጅに応じて東京都教育庁及びᇌ化庁と協議する。 

 

㕴．቎ᇱໜ活ዿ計画の改࿊  
 

቎ᇱ存活ዿ計画の計画期間は、作成年月日から10年間（第１章計画の概ጅ １．計画の

作成 （１）計画作成年月日及び計画期間 参照）とするが、事業の進捗に応じて見直す

ያ定とする。また、ᇱ存修ጫ工事及び耐震改修工事、活ዿ整備工事等を行った際、ᅢጅ

に応じて改定していく。 

቎ᇱ存活ዿ計画の内ዴをᇥ更するときには、ᇥ更の内ዴについて東京都教育庁、ᇌ化

庁ᇌ化資源活ዿ課整備活ዿᆪ኷（建造ᆾ担当）と事前に協議を行う。 

ᇥ更後の計画は、ᇥ更前の計画を添えて東京都教育庁を経ዡしてᇌ化庁へ提出し、確

認を受ける。 

届出   

・滅失、き損、現状変更   

・管ጫ責任者の選任、解任  

・所有者・管ጫ責任者の変更   

・所有者・管ጫ責任者の氏名、名称、

住所の変更  

・所在の場所変更  

内容確認  

経由  

 

・届出の受ጫ  

・指導、助言又は勧告  

 

武蔵野市  東京都教育庁  文化庁  
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１．ᆦໆኾ市旧฾น࿲჉࿟ᇱໜ活ዿ計画策࿊委員会็མඞ፯ 

 

 （็མ） 

༌１ඞ ᇌ化財ᇱ護ሓ（൨Ꭼ 25 Ⴉሓጳ༌ 214号）༌ 57 ඞ༌１項の規࿊によりᇌ化財ဎᎩ原ሁにဎ

Ꭹされた旧฾น࿲჉࿟の቎質࿨な価ཏ及びその構ถጅຍをነらかにするとともに、࿪ฝなᇱໜ及び

活ዿを෨ることをኬ࿨に、旧฾น࿲჉࿟ᇱໜ活ዿ計画（以下「ᇱໜ活ዿ計画」という。）を策࿊する

ため、དሑ自治ሓ（൨Ꭼ 22 Ⴉሓጳ༌ 67 号）༌ 138 ඞの４༌３項の規࿊に基づきᆦໆኾ市旧฾น࿲

჉࿟ᇱໜ活ዿ計画策࿊委員会（以下「委員会」という。）を็མする。 

 （所൤事項） 

༌２ඞ 委員会は、市ྙの諮ኴに応じ、次に掲げる事項についてྔ査及びල議を行い、その結果を

市ྙにး෇するものとする。 

 (1) ᇱໜ活ዿ計画の策࿊に関する事項 

 (2) ๶号に掲げるもののほか、๶ඞに規࿊するኬ࿨を༥ถするためにᅢጅな事項 

 （ຎද） 

༌３ඞ 委員会は、次に掲げる委員７෗以ၾをもってຎදし、市ྙが委ඨし、ቦは႞኏する。 

 (1) ᇱໜ活ዿ計画に関ᎌするᇀኾの学識経験をዛする者 

 (2) 市のධ員 

２ 委員会の委員の႞期は、๶項の規࿊による委ඨቦは႞኏の႘から๶ඞの規࿊によるး෇の႘ま

でとする。 

 （委員ྙ） 

༌４ඞ 委員会に委員ྙをམき、委員の互๰により࿊める。 

２ 委員ྙは、委員会を༉ᅳし、会ኃをຳጫする。 

３ 委員ྙに事故があるときቦは委員ྙが欠けたときは、あらかじめ委員ྙが指኎する委員がその

ධኃを༉ጫする。 

 （会議） 

༌５ඞ 委員会の会議（以下このඞ及び次ඞにおいて「会議」という。）は、委員ྙがൣ集し、会議

の議ྙとなる。ただし、༌３ඞ༌１項の規࿊による委ඨቦは႞኏の႘以後最初にൣ集される会議は、

市ྙがൣ集するものとする。 

２ 委員会は、委員のᄖ෾以එが出าしなければ、会議を開くことができない。 

３ 会議は、公開とする。ただし、委員ྙが公開することが࿪ဴでないとႡめたときは、出า委員

の３ᇀの２以එの၍意をၜて、これを公開しないことができる。 

 （意見のྐ取့） 

༌６ඞ 委員会がᅢጅとႡめるときは、会議に委員以外の者の出าを求め、๊ነ若しくは意見をྐ

き、ቦは資ፍの࿓出を求めることができる。 

 （作業ᆪ会） 

༌７ඞ 委員会は、ᇱໜ活ዿ計画の策࿊を円滑にුめるためᅢጅがあるときは、委員会に作業ᆪ会

をམくことができる。 
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２ 作業ᆪ会は、委員会によりᆋ議されたၟ࿊の事項についてྔ査及びල議を行い、その結果を委

員会にሇ告する。 

３ 市ྙは、༌３ඞ༌１項の委員とはᇠに、作業ᆪ会におけるྔ査及びල議のためᅢጅがあるとႡ

める者を委員として委ඨすることができる。 

４ 作業ᆪ会は、༌３ඞ༌１項の委員のうちから市ྙが指኎した委員及び๶項の規࿊により委ඨし

た委員をもってຎදする。 

５ 作業ᆪ会にᆪ会ྙをམき、委員ྙが指኎する委員がこれにあたる。 

６ ᆪ会ྙは、ᆪ会の事ኃを൤ጫする。 

７ ༌４ඞ༌３項及び๶２ඞの規࿊は、作業ᆪ会について準ዿする。この඘合において、༌４ඞ༌

３項ᇖびに༌５ඞ༌１項及び༌３項ཨ「委員ྙ」とあるのは「ᆪ会ྙ」と、၍ඞ༌１項及び༌２項

ᇖびに๶ඞཨ「委員会」とあるのは「作業ᆪ会」とၥみ໼えるものとする。 

 （守ᅃ義ኃ） 

༌８ඞ 委員（๶ඞ༌３項の規࿊により委ඨした委員を含む。以下၍じ。）及び༌６ඞ（๶ඞ༌７項

の規࿊において準ዿする඘合を含む。ᆋ໋༌３項において၍じ。）の規࿊により会議に出าした者

は、ධኃඑཐりၜたᅃቹを᎝らしてはならない。そのධを༄いた後も၍ዻとする。 

 （ሇ酬） 

༌９ඞ 委員のሇ酬及びᅉዿᇯൌは、ᆦໆኾ市ᅋඛ勤ධ員のሇ酬့に関するඞ፯（൨Ꭼ 36 Ⴉ２月

ᆦໆኾ市ඞ፯༌７号）に࿊めるところによる。 

 （その໢） 

༌ 10 ඞ このඞ፯に࿊めるもののほか、委員会の運営に関しᅢጅな事項は、委員ྙが委員会に諮

って࿊める。 

   ᆋ ໋ 

 （施行期႘） 

１ このඞ፯は、公ᆑの႘から施行する。 

 （このඞ፯の失効） 

２ このඞ፯は、༌２ඞの規࿊によるး෇の႘限り、その効፛を失う。 

３ 委員であった者ቦは༌６ඞの規࿊により会議に出าした者のධኃඑཐりၜたᅃቹについては、

༌８ඞの規࿊は、๶項の規࿊にかかわらず、၍項に規࿊する႘後も、なおその効፛をዛする。 

 （ᆦໆኾ市ᅋඛ勤ධ員のሇ酬့に関するඞ፯の一ᆪ改ฝ） 

４ ᆦໆኾ市ᅋඛ勤ධ員のሇ酬့に関するඞ፯の一ᆪを次のように改ฝする。 

  次のᅳཨ、改ฝ๶のጡの下๦が引かれたᆪᇀについては、それぞれ໴応する๊ነのጡに掲げる

改ฝを行い、改ฝ後のጡの下๦が引かれたᆪᇀとする。 

  次のᅳཨ、改ฝ後のጡにのみ下๦が引かれたᆪᇀについては、それぞれ໴応する๊ነのጡに掲

げる改ฝを行う。 

改ฝ๶ 改ฝ後 ๊ነ 

 （ኬ࿨及び࿪ዿᄧ囲） 

༌１ඞ このඞ፯は、ᇠにඞ፯で࿊め

るものを除き、ᅋඛ勤ධ員（次に掲

げるධ員その໢のᅋඛ勤のධを๒

めるධ員（དሑ公ኃ員ሓ（൨Ꭼ25Ⴉ

ሓጳ༌261号。以下「ሓ」という。） 

 

 （ኬ࿨及び࿪ዿᄧ囲） 

༌１ඞ このඞ፯は、ᇠにඞ፯で࿊め

るものを除き、ᅋඛ勤ධ員（次に掲

げるධ員その໢のᅋඛ勤のධを๒

めるධ員（དሑ公ኃ員ሓ（൨Ꭼ25Ⴉ

ሓጳ༌261号。以下「ሓ」という。） 
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༌22ඞの２༌１項༌２号に掲げる

ධ員及びሓ༌22ඞの４༌１項に規

࿊する༽時間勤ኃのධを๒めるධ

員を除く。）をいう。以下၍じ。）に

支給するሇ酬、ᅉዿᇯൌ、期ቨ手ဴ

及び勤ᇭ手ဴについて࿊めること

をኬ࿨とする。 

 (1)から(56)まで （ጸ） 

 

 

 (57)から(67)まで 

 

༌３ඞ ༌１ඞ༌13号から༌64号ま

でに掲げるධ員には、ᇠᅳ༌２によ

りሇ酬を支給する。 

 

༌４ඞ ༌１ඞ༌65号から༌67号ま

でに掲げるධ員には、ᇠᅳ༌３によ

りሇ酬を支給する。 

 

ᇠᅳ༌２（༌３ඞ関係） 

႘額で࿊めるሇ酬額 

ධ኎ ሇ酬額 

財産価格ල議会の委員から市ዛ

ད活ዿ事業者ල査委員会の委員

まで （ጸ） 

 

 

 

 

指࿊管ጫ者候ᇸල査委員会の委

員 か ら ๰ 挙 ጵ 会 ෗ ま で 

 （ጸ） 

ᅏ考 （ጸ） 

༌22ඞの２༌１項༌２号に掲げる

ධ員及びሓ༌22ඞの４༌１項に規

࿊する༽時間勤ኃのධを๒めるධ

員を除く。）をいう。以下၍じ。）に

支給するሇ酬、ᅉዿᇯൌ、期ቨ手ဴ

及び勤ᇭ手ဴについて࿊めること

をኬ࿨とする。 

 (1)から(56)まで （ጸ） 

 (57) 旧฾น࿲჉࿟ᇱໜ活ዿ計画策

࿊委員会の委員 

 (58)から(68)まで 

 

༌３ඞ ༌１ඞ༌13号から༌65号ま

でに掲げるධ員には、ᇠᅳ༌２によ

りሇ酬を支給する。 

 

༌４ඞ ༌１ඞ༌66号から༌68号ま

でに掲げるධ員には、ᇠᅳ༌３によ

りሇ酬を支給する。 

 

ᇠᅳ༌２（༌３ඞ関係） 

႘額で࿊めるሇ酬額 

ධ኎ ሇ酬額 

財産価格ල議会の委員から市ዛ

ད活ዿ事業者ල査委員会の委員

まで （ጸ） 

旧฾น࿲჉࿟

ᇱໜ活ዿ計画

策࿊委員会の

委員 

〃 12,000円 

指࿊管ጫ者候ᇸල査委員会の委

員 か ら ๰ 挙 ጵ 会 ෗ ま で 

 （ጸ） 

ᅏ考 （ጸ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

号のྩ加 

 

号の繰下げ 

 

字句の改ฝ 

 

 

 

 

字句の改ฝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項のྩ加 
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２．委員኎ሁ 

 

氏኎（敬ൺጸ） 所໔ 

阿ᆪ භ໤ ဪ京Ⴚ業་学ད域環境科学ᆪ່園科学科准教授   

ၾ๖ ፀ志(ᆱ委員ྙ) ᕢᗺ院་ᗺᇌ学ᆪ教授・ᕢᗺ院་ᗺშᆾ館ᆱ館ྙ  

ၾဂ ฬໆ(委員ྙ) ්ၼ๖་学建ཝ学ᆪၟ႞教授 

൚ဂ 宏ම ถẎ་学経済学ᆪ教授・ᆱ学ྙ 

൚ၾ 恵子 市ධ員 

ྭ቎ ዡบ ဪ京科学་学་学院教授 

三浦 ᆈභ 株式会社レーモンド็計事ኃ所取࿙ዂ会ྙ 

 
 

３．委員会 

 

回 概ጅ 

༌１回 

႘時：፭Ꭼ６（2024）Ⴉ８月 22 ႘（ኪ）午後６時 30 ᇀ⿤８時 30 ᇀ 

会඘：ᆦໆኾ芸Ⴗ劇඘ ൚ホール 

議事： 

１．検၀経緯と今後のスケジュール 

２．ᇱໜ活ዿ計画策࿊のための資ፍ収集・ྔ査  

༌２回 

႘時：፭Ꭼ６（2024）Ⴉ 10 月 31 ႘（ኪ）午後７時⿤９時 

会඘：旧฾น࿲჉࿟ 

議事： 

１．༌１回委員会のවりᇪり 

２．旧฾น࿟オープンガーデン実施結果 

３．改修ጨ፾・現況に関するྔ査ሇ告 

４．ᇌ化財の価ཏ  

༌３回 

႘時：፭Ꭼ７（2025）Ⴉ１月 23 ႘（ኪ）午後６時 30 ᇀ⿤８時 30 ᇀ 

会඘：旧฾น࿲჉࿟ 

議事： 

１．༌２回委員会のවりᇪり 

２．改修ጨ፾、現況に関するྔ査ሇ告 

３．ᇌ化財の価ཏ 

４．旧฾น࿟オープンガーデン実施結果 

５．価ཏづけを၃まえたጦ活ዿ、ᇱໜ、ᆲ原のሑ向ตについて 
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༌４回 

႘時：፭Ꭼ７（2025）Ⴉ３月 26 ႘（෯）午後６時 30 ᇀ⿤８時 30 ᇀ 

会඘：ᆦໆኾ൒工会館４階 市ኁ会議室 

議事： 

１．༌３回委員会のවりᇪり 

２．運営管ጫ・維持管ጫ໲ฑについて 

３．価ཏづけを၃まえたጦ活ዿ、ᇱໜ、ᆲ原のሑ向ตについて 

４．ฃ山コレクション事๶ྔ査結果について 

５．ナミュール・ノートルダム修ၗ女会ヒアリング結果について 

༌５回 

႘時：፭Ꭼ７（2025）Ⴉ６月 26 ႘（ኪ）午後６時 30 ᇀ⿤８時 30 ᇀ 

会඘：ᆦໆኾ芸Ⴗ劇඘ ൚ホール 

議事： 

１．༌４回委員会のවりᇪり 

２．一ᄤ公開のሇ告 

３．オープンハウスのሇ告 

４．ᇱໜ活ዿ計画ຍ案について  

༌６回 

႘時：፭Ꭼ７（2025）Ⴉ 10 月７႘（火）午後６時 30 ᇀ⿤８時 30 ᇀ 

会඘：ᆦໆኾ市ዂ所４階 412 会議室 

議事： 

１．༌５回委員会のවりᇪり 

２．ᇱໜ活ዿ計画ຍ案について 

༌７回 

႘時：፭Ꭼ７（2025）Ⴉ 11 月 17 ႘（月）午後７時⿤９時 

会඘：ᆦໆኾ市ዂ所８階 811 会議室 

議事： 

１．༌６回委員会のවりᇪり                  

２．むさしのどこでもミーティングについて  

３．ᇱໜ活ዿ計画ຍ案について                 

༌８回 

႘時：፭Ꭼ８（2026）Ⴉ１月 27 ႘（火）午後６時 30 ᇀ⿤８時 30 ᇀ 

会඘：ᆦໆኾ市ዂ所８階 811 会議室 

議事： 

１．༌７回委員会のවりᇪり                  

２．፭Ꭼ７Ⴉဗ旧฾น࿟オープンガーデン実施結果 

３．ᇱໜ活ዿ計画ຍ案に関する市ኁ๊ነ会及びパブリックコメントの結果 

４．ᆪ位の็࿊について 

 




